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第 一 章　異世界の街ブロッサム








　一話　ここは異世界？

　二話　逆転異世界の街ブロッサム

　三話　イレーネさんの屋敷

　四話　イレーネさんの××××

　五話　救世主

　六話　美人町長は我慢できない１

　七話　美人町長は我慢できない２

　八話　イチャイチャ正常位

　九話　イレーネさんのお掃除

　十話　これからについて

十一話　結婚したい理由

十二話　ラブラブ対面座位

十三話　姫騎士エディス









第 二 章　男 娼








　一話　新たな仕事

　二話　裏路地にて

　三話　エディス、頑張る

　四話　立ちながら

　五話　満足するまで

　六話　依頼主の元へ

　七話　ダークエルフ・ジュリー

　八話　柔らかすぎる感触

　九話　ジュリーさんとベッドで

　十話　性欲、爆発









第 三 章　（性）交渉








　一話　朗報

　二話　みんなのお口

　三話　まずはジュリーさんから

　四話　次はエディスさんと

　五話　最後はイレーネさん

　六話　政務官シュゼット

　七話　白昼の大乱交

　八話　逆転異世界で生き残るには

　九話　シュゼットさんの初めて

　十話　堅物政務官の秘密

  十一話　交渉再開








書き下ろし短編






１　内緒のＷパイズリ

２　眠れない夜に
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　ここはどこだろうか……？

　僕はどこにでもいる平凡な大学生──湯ゆ島しま智とも明あき。平凡と言っても友達も少ない、オタクだけど。

　少し奥手な性格をしているため、恋人ができた経験もない。恋人とイチャイチャすることに多少の憧れはあるけれど、もう半ば諦めているという感じだ。

　そんな僕は真っ暗な場所にいる。

　たいへん狭くて、手足を伸ばすことすらできない。

　暗く、狭い場所であるが、何か小さく揺れているのだ。

　まるでどこかに運ばれているような……。

　どうしてこんなことになってしまったんだろう……？

　思い返してみても、普通にベッドで眠っていただけなんだ。

　よくわからないので、必死に頭を回転させていると、ドンという鈍い音が聞こえて揺れが止まった。

　どうやら運び終わったらしい。

　少し恐怖を感じていると、外から男の声が聞こえてきた。

「今日は新鮮な野菜を持ってきたぜ」

　新鮮な野菜……？

　商品か何かの積み荷の中だというのだろうか。

　すると、今度は女の人の声が聞こえてきた。

「ありがとう。買わせてもらうわ」

　まるで女神のように透き通った声をしていて、話し方もだいぶ優雅に感じられる。

　声だけ聞いても、美人だとわかるレベルのものだ。

　そんなことを考えていると、急に天井に光が射してきた。

　いや、僕が入っている箱を商人が開けたんだ……！

「へへ、よく見てくれよ。ここにある野菜は……」

「あ……」

　顎ひげをたくわえた商人と目が合う。

　向こうも目を点にして驚いている様子だった。

「はぁ!?　なんじゃこりゃあああ！」

「わっ！」

　唐突に大声を出すので、僕はびっくりしてそのまま飛び起きてしまった。

「て、てめえ！　いつから箱の中にいたんだ!?」

「いつからってその……」

　説明できるわけがない。

　それどころか、ここはどこだろうか。

　もはや、すべてがわからない状況なのだ。

「僕はいったい……」

　どう見ても現代日本とは思えないような、レンガ作りの建物の内部にいる。

　目の前にいる男性も、どちらかというと西洋人のような顔つきをしていた。

「このやろう！　野菜を盗もうとして……ん？」

　僕の顔を見て、商人は黙ってしまった。

　まじまじと……特に髪や目をよく見ているような気がする。

「てめえ……黒髪だな。それに目も黒い……」

　それは当たり前だ。僕は一般的な日本人なんだから。

「名前はなんて言うんだ？」

「湯島智明……です」

「……変わった名前だな。まあいい。お前、俺と来ないか？」

「……」

　何を目的としているんだろう。

　怖すぎて何も言い返すことができない。

　僕が困っていると、先ほどの美声が聞こえてきた。

「お待ちになって」

「イレーネさんよ、何だい？」

　この女性は、どうやらイレーネというらしい。

　だが、少し変わっているところがある。

　この人、まるで仮面舞踏会みたいな、目元だけを隠す仮面をつけているんだ。

　どうしてだろうか……？　僕はそのことが気になってしまっていた。

「この少年をどうするつもり？」

「黒目黒髪はかなり貴重だ。買い手はいくらでもいるだろう」

　貴重!?

　まさか僕を売るつもりなのか……。

「俺の箱の中にいて、俺が見つけたんだ。俺の物って言っていいだろう」

「そんな理屈は通用しないわ」

「ふざけんじゃねえ、ブロッサムの連中が！」

　そう言って男はイレーネさんの顔をはたいた。

　その時、彼女がつけていた仮面が外れ、床に落ちる。

「あ……」

　イレーネさんは急いで仮面を拾おうとする。

　その容姿は、彫刻のように美しく完璧なものだった。

　よく見ると、スタイルも抜群で胸はかなりの丸みを帯びているし、ウエストはよく引き締まっている。

　アニメの巨乳キャラがそのまま現実世界に現れてしまったような、文句のつけようのないプロポーションになっていた。

　ここまで美しい人がいるなんて……と僕は感動していた。

　だが、

「おえええ……！」

　まるで吐き出すように商人は、イレーネさんの顔を見て顔を歪めていた。

「き、気持ちわりぃ！　やっぱりこの街の連中はブサイクばっかりだっ！」

　ん？

　僕は違和感を覚える。

　綺麗とか可愛いとかは好みがあるかもしれないが、さすがにブサイクや気持ちというレベルではない。

　むしろ正常な男なら、彼女の美貌に目を奪われてしまってもおかしくないくらいだ。

「くそ！　はやく仮面をつけろ！　そんな気持ち顔をずっと晒してるんじゃねえ！」

「ご、ごめんなさい」

　バツが悪そうに、イレーネさんはすぐさま仮面をつけたのだった。

「ちっ、こんなところから早く帰りてぇ！　こいつも売り飛ばしたいしな」

「ぼ、僕……？」

「お前は若く、黒目黒髪の男だ。金持ちのモノ好きが買ってくれるだろうよ」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　僕は……！」

「自分の運命を恨むんだな。むしろ、その年まで誰かに捕まらなかったことを幸運に感じろ」

　そ、そんなぁ……。

　僕が絶望に浸っていると、再びイレーネさんが発言する。




「私が買うわ」




　その言葉に僕だけではなく、男も驚いた様子だった。

「本気で言ってるのか？」

「いくらでも払うわ」

「それなら、大豪邸が十は建つくらいはほしいな」

「それでいいのなら」

　あまりの即答に男は声を失ってしまう。

「ほ、本当にいいんだな？　相場の十倍の値段だぞ!?」

「構わないわ」

「けっ！　早くこんな場所から帰りてえし……ま、いいだろう」

　どうやら交渉は成立してしまったらしい。

　僕の人権なんか無視をして。

　だけど、意外にも僕は冷静だった。

　このよくわからない世界で逃げ出したところで行く宛もないし、商人の反応を見る限り、似たようなことでまた狙われることも多いだろう。

　それに比べれば、この美人に買われたほうがマシだ。

　買われたということは奴隷になるんだと思うが、そこは覚悟しないといけない。

「これでいいわね？」

「ああ」

　僕が考えている間に、小切手を書いたようだ。

　どれくらいの金額かはわからないけれど、かなりの大金なんだと思う。

　この女性……いったい何者なのだろうか……。

「もらうもんはもらったし、俺は帰るぜ」

　男が身支度をし、部屋から出ようとした。

　帰り際に商人は、

「運が悪いな。あんな気持ち悪い女に買われちまうなんて」

　──ま、俺を恨むなよ。

　そう言い捨てて、消えてしまった。

　部屋には僕とイレーネさんしかいない。

「先ほど名前を言っていたわね。確か……ユシマトモアキ。……変わった名前……なんて呼べばいいかしら？」

「そ、そうですね……じゃあ、トモなんてどうでしょうか？」

「トモくんね。わかったわ」

　今度はイレーネさんも自己紹介をする。

「私の名前はイレーネ・バール・バトン。この街……ブロッサムの──町長よ」

　いったい、この世界は何なのだろうか……？
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「落ち着くためにも、まずは街を案内してあげるわ」

　そう言って、僕を街に連れ出してくれたイレーネさん。

　先ほど僕がいた場所は、商売や交渉をするためだけの小屋のようなところだった。街の入り口にあるところを見ると、おそらく外からの人間をそれ以上は中に入れないための措置なのだろう。

　商人のリアクションもそうだが、この街には何か秘密があるんだと思う。

　僕はイレーネの横に並びながら、街を歩いていた。

「……見慣れないかしら？」

　彼女が僕のことを気にかけてくれる。

　僕は小さく頷いたのだった。

「え、ええ……」

　見慣れないのも当然だろう。

　この街には女性しかいなくて、しかもほとんどの人がびっくりするほどの美人なのだから。

　美人しか集まらない街なんて、男の僕には素晴らしすぎる……。

「この辺りでいいかしら……。少し座って話しましょう」

　イレーネさんは、ひと気のない公園のベンチへと座った。

　あたりはすっかり夕焼けに染まっている。

　周りの町並みや人々の服装を見ると、本当に僕は異世界ファンタジーの世界にトリップしてしまったんだと思う。

　夢じゃないと確信できるほど、あまりにもリアリティのある風景だった。

　そして、服装と言えば基本的にどの女性もやたらと露出度が高いものが多い。

　日が沈んできてもそこまで寒くないとはいえ、羞恥心とかはないのだろうかと考えてしまうほどだ。

「ねえ、トモくん。あなたはどこから来たの？」

「え、えっと……」

　さすがに異世界から来たとは、言うことができない。

　少し言い淀んでいると、イレーネさんは察してくれたようで、

「言いたくないならいいの。ここはそういう街だから」

　と言った。

「そういう街ってどういうことですか？」

「本当に知らないのね。いいわ、説明してあげる」

　彼女は優しく微笑んで、言葉を続けた。

「この街の名前はブロッサム。ここに集まるのは行き場をなくした女性たちだわ」

「行き場をなくした……？」

「顔を見ればわかると思うけど、私たちって……その……あまり綺麗じゃないでしょ？」

　いや、とんでもなく綺麗です……と言いたかったが、とても言える雰囲気じゃない。

　なんとなく感じていたけど、イレーネさんの言葉で確信に変わった。




　──この世界は美醜の価値観が逆転している。




　つまり、僕が美人に感じる人ほどブザイクということだ。

「私たちはこの容姿から親や故郷に捨てられてしまったの。だから私は、そういう人を集めてこの街を作ったのよ」

「イレーネさんが？」

「できたのは五年前。当時はただ小屋が集まっただけの場所だった。だけど、今では立派な街の形を成しているわ」

「そうですね。とても美しい町並みだと思います」

　ザ・異世界という感じで、レンガ作りの建物がたくさん並んでいる。

「でも、どうしてイレーネさんが街を作ったんですか？」

「この見た目のせいで小さい頃は苦しい思いをしてきたからね。そんな人たちを救いたいって思ったのよ」

「……簡単じゃなかったですよね？」

「もちろん苦労も多かったわ。それでも、小さい頃のひどい経験に比べたらマシよ」

　商人のリアクションもむごいものだった。目の前で吐き出しそうになっていたから。

「幸いにも私は貴族の生まれでね。家を追い出される前に大金をもらったの。手切れ金みたいなものね」

「それで街を……？」

「ええ。今ではとてもいい街ができたと思うわ」

　イレーネさんは街の成り立ちを簡単に話してくれた。

「ここは元々、荒野だったの。そのため、誰も住んでいなくてね。私と似たような人が集まり、それぞれ持っている知識をかき集めて、なんとか自給自足できるようにしたのよ」

　確かに、ここまで来る間に畑なんかもあった。

　水も引いてあるみたいだし、かなり頑張ったことが想像できる。

「そうなるとたまに商人も訪れるから、仮面を被って商売もするのよ」

「そうだったんですね」

　僕が頷いていると、前のほうにふたりの女性が現れた。

　このふたりもなかなかの美人である。

　少し様子を見ていると、その彼女たちはとんでもない行動をとったのだ。

「あんっ……！」

　お互いに胸をまさぐり、キスをして、激しく前戯をしている。

　カップルが盛り上がってチューをしているなんて生やさしいものじゃなかった。

　エッチを盛り上げるための本気の前戯という感じだった。

　さすがに見ていることもできなくなり、僕は視線を反らす。

　しかし、不思議なことにイレーネさんは顔色を変えることすらなかった。

「早くぅ……早くぅ……！」

　そうこうしているうちに、女性のひとりが男性の肉棒を象ったディルドを取り出し、それを使って立ちバックの体勢で挿入をした。

　お尻にぶつかるパンパンという音と喘ぎ声が響いていく。

「ちょ、ちょっとイレーネさん……ああいうの注意しなくていいんですか？」

　町長でもあるイレーネさんに僕は問いかける。

　しかし彼女は、

「どうして？」

　まるで僕のほうが、頭おかしい人であるかのようにぽかんとした顔をしたのだ。

「どうしてって、人前でする行為じゃないでしょ？」

「……？　そんなことないでしょ。トモくんって少し変わっているわね。もしかして遠い国から来たのかしら？」

「……」

　おかしい。何かがおかしい。

　イレーネさんの反応を見るに、これは普通の行動らしい……。

　断定はできないが、推測をすることはできる。

　ここにいる女性のやたらと露出度の高い服のことも考えて……。

「この街……いえ、この世界ではああいったことが普通なんですよね？」

「当たり前でしょ」

「恥ずかしくないんですか？」

「全然」

　即答。

　もう一つ質問。

「その……初めてのエッチは好きな人がいいですか？」

　たいていの女性なら「はい」と答えるはずだ。個々の事例に差はあったとしても、価値観として女性は処女を守りたいと考えるはず。

　しかし、イレーネさんの答えは、

「しょ、処女なんて……恥ずかしいじゃない。誰でもいいから、さっさと済ませたいわ」




　もしかすると……貞操観念も逆転しているのかもしれない。




　僕の予想は限りなく当たっている可能性が高いだろう。

「トモくんになら素直に話せるけど……」

　イレーネさんは少し困ったような顔をして、僕に言った。

「この街の人はどんなに相手を求めても容姿のせいで……エッチできない人が多いの。でも、女の人って性欲がすごいでしょ？」

　まさか……性欲まで逆転している……？

　男性よりも女性のほうが、性欲が強い世界なんだ。

「だからね、我慢できなくなった女性たちはああやって女性同士でエッチをしてしまうのよ」

　僕に見られていることなんて気にしないように、前方にいる女性たちは盛り上がっている。

　腰を振っている女性の動きは、まさに男そのものの激しさだ。

「ああ！　も、もう……」

「イクゥゥゥウゥ！」

　ビクンと腰が波打ったと思ったら、果ててしまった。

　呼吸が荒いふたりであるが、お互いに目を見合わせて……。

「あと十回はしよっか？」

「今日はいつもより少ないね？　満足できる？」

「えーわかんないっ」

　と可愛らしい声を出しながら、とんでもないことを言っていた。

　イレーネさんも驚いていないようだし、本当にいくつかの価値観と性欲が逆転してしまっているようだ。

「さ、トモくん。日が落ちてくるし、私の家に行きましょう」

「イレーネさんの？」

「ええ。たっぷり、おもてなしをしてあげるわ」

　イレーネさんは舌なめずりをしながら、微笑んでいた。
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　イレーネさんの屋敷に到着。

　元貴族の令嬢だけあってイレーネさんの屋敷はかなり広い。外国のセレブ以上の豪邸に住んでいるみたいなんだ。

　僕はリビングに案内され、豪盛な食事が出された。

「少し遅いかもしれないけど……、こんな形になってしまってごめんなさい」

　と謝るイレーネさん。

「えっと、何のことですか？」

「私があなたを買ったことよ」

「どうしてですか？　変な人に売られないように買ってくれたんでしょう？」

「そうね……そうだといいのだけど……。でも、あなたの様子を見ているとね」

　歯切れの悪い返事をする。

　おそらく逆転世界に慣れていなくて、僕が戸惑っているからだ。

　でも、それは決してイレーネさんのせいではない。

「本当にそんなことありませんよ」

　僕は首を横に振った。

「買われたということは、僕は奴隷ですよね？　あまり家事とかは得意なほうではないかもしれませんが、頑張りたいと思います」

「奴隷……？」

　僕の言葉に、イレーネさんは引っかかったようだ。

　どうしてだろうか……。

「確かに買ったのは私よ。だけど、あなたを奴隷にするつもりはないわ」

「え……？」

　あまりの言葉に僕は何も言えなくなってしまう。

　だって、大金を払ったんだ。何か釣り合いを取らないとダメなんだろうに。

「正直、あなたがここから出て行きたいのなら、行ってしまっても構わないと思っているわ」

「それくらい自由を保証してくれる……ということですか？」

「迷惑かしら？」

「そ、そんなことは……！　ならむしろ、どうして僕を買ったんですか!?」

「そう……理由を聞いているのね……。そうね、あなたが黒目黒髪で珍しくて、誰にも渡したくないと思ったからよ」

「だったら……」

「だからと言って、奴隷のように扱うのは心が痛むわ」

「イレーネさん……」

　僕は彼女の目を見た。

「あなたは顔だけではなく、心も美しい方なんですね」

「か、顔!?」

「ええ。先ほど仮面が取れてしまった時に見てしまいました。これほど美人な人がいるんだなって思うくらい、素晴らしいお顔です」

「じょ、冗談よね……？　私の顔が……いいなんて」

「冗談じゃありませんよ。僕、女性には真摯でいたいと思っているんです。……と言っても、恋愛経験はないんですけどね」

　あはは、と小さく笑うと、急にイレーネさんが僕に顔を近づけてきた。

　美人ではあるが、今は仮面をつけている。

　そんな状態で急接近されてしまうと、少し困ってしまうのだった。

「ま、まさか……あの、その……聞いていいかしら？」

「ええ、いいですよ」

「も、もしかして……ど、童貞？」

　とても聞きにくそうに、だけど興味津々という感じで尋ねてくる。

　突然のことで僕もびっくりしてしまったけど、答えないといけないと思った。

「そ、そうです。僕は……童貞です」

「……素晴らしい買い物をしたわ」

　イレーネさんのリアクションは僕が期待したものとは違った。

　彼女の性格なら童貞であることを告白しても、「気持ち悪い」とか「カッコ悪い」なんてことは言わないと思っていたけど、まさかそういう感じだとは……。

「はぁはぁ……童貞なのね……そう……」

　鼻息を荒くしながら、イレーネさんは股の辺りをもじもじさせている。

「そうだ」

　僕は気になっていることを言ってみた。

「仮面は外さないんですか？」

「外す!?」

「せっかく綺麗な顔なのに隠しているのはもったいないですよ」

「買い主を喜ばすための方便ではないのよね？」

「ええ」

　そう言うと、彼女は手を震わせながら仮面を外した。

　まるで何かに怯えるように慎重に。

　そして、ゆっくりと仮面をテーブルの上に置く。

「美しいです……」

　素顔を晒した彼女はやはり綺麗だった。

　目線を反らし、どこか怯えている様子ではあるが、本当に美しくて、同じ部屋にいるだけでも光栄だと思ってしまうほど。

「トモくんは……本当に私のことを気持ち悪いとは思わないのね？」

「はい」

「ほ、本当に嬉しいわ……！　私、あなたと出会うことができてよかった」

　そう言って彼女は僕に抱きついてきた。

　豊満なバストが僕の身体にあたり、ひしゃげているのがわかる。

　童貞である僕にとっては、こんなことですらすぐに勃起してしまうのだ。

　ズボンがテントのように膨らんでいるのがわかる。

　それはイレーネさんも同じようだった。

　もっこりとした僕の股間に気がつき、目を丸くしている。

「す、すみません……！」

　僕はすぐに謝った。

　さすがに今のは失礼だっただろうか……。

　いきなり勃起しちゃうなんて変態もいいところだと思う。

　もしかするとイレーネさんに嫌われてしまったかもしれない。

　そんなことを考えながら恐る恐る彼女の目を見ると、

「……うふ」

　にっこりと笑ってくれたのだ。

　彼女は頬を薄く染めながら、僕のことを見つめてくれていた。

「その……トモくんは私で……こうなってくれたんだよね？」

「は、はい……気持ち悪いですよね？」

「そんなことないわ！」

　彼女は大声で否定してくれた。

「そんなことない……！　私、むしろ嬉しいくらいで……ッ！」

　そう言いながら、彼女はポロポロと泣き出してしまったのだ。

　泣き顔も美しいな、と思いながら、僕は彼女の涙を指で拭き取る。

「私、見た目で引かれなかったこと……初めてなの」

　美醜が逆転しているんだ。これほどまでに美しい彼女には、きっとそうなんだろう。

「ありがとう、トモくん。本当に嬉しいわ」

「僕もあなたのような人に買ってもらって、よかったです。もし変な人だったらと思うと」

「うふふ、変な人はあなたでしょ」

「あ、イレーネさん……笑いましたね」

　初めて彼女の笑顔を見たような気がする。

　彼女のように美しい人は絶対に笑ったほうがいい。

「トモくん、あなたは自分の家のようにここに住んでいいわよ。身の回りのことはお手伝いさんにやってもらうし」

「い、いいんですか!?」

「ええ。さ、今日は疲れたでしょうから、部屋でお休みになって」

「わかりました」

　僕は部屋に通されたのだった。
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　さて、どうやらここは逆転異世界らしい。

　ネット小説や漫画とかで見たことがあるが、まさか僕がその世界に来るなんて。

　それにしてもあれだけの美人なのに、差別されているのは可哀想なものがあるな。

「広い……」

　自由に使っていいと言われた部屋は、さすが豪邸という大きさだった。

　買われた僕が、ここまで良い生活ができるのも少し心苦しい気はするけど、いきなり異世界の箱に飛ばされたことを考えるとプラマイゼロという感じだろう。

「さて、少し休むか」

　僕はベッドの上で横になった。

　目をつぶっても思い出すのは、イレーネさんの姿。

　見た目よし、スタイルよし、という完璧な女性なのに差別されてしまったためか、元気がないみたいだ。

　うまく笑うこともできないみたいだし、少しでも彼女が笑顔になってくれればと思う。

「それにしても……」

　大きな胸だったなぁ……。

　僕は先ほどの感触を思い出していた。

　イレーネさんの露出度の高い服と相まって、とにかくエロすぎた。

　あと少し抱き合っていたら、あのまま射精してしまっていたかもしれない。

「う……」

　そんなことを考えていると、また股間が大きくなってきてしまった。

　ここが現代世界の自室だったら、イレーネさんをオカズにしているところだけど、いきなり初めての部屋でオナニーすることはできないな。

　ちょっとトイレにでも行って、用を足してこようかな……。

　僕は部屋から出て、トイレを探すことにした。

「確か……この廊下をまっすぐ行って……」

　トイレの位置は先ほど教えてもらった。

　広くて、迷路みたいな豪邸ではあるが、迷子にならないようにしないと……。

「ん……ん……！」

　僕が歩いていると、どこからか女の人の声が聞こえてきた。

　どこか艶めかしくて、吐息混じりの声だ。

　僕は自然とその声のほうに向かっていた。

「ん……んっ、トモくん……はぁ……はぁ……トモくんっ！」

　僕を呼ぶ声が聞こえる。

　しかも、イレーネさんのものだ。

　あたりはすっかり暗くなっているため、廊下にもろうそくの明かりくらいしかない。

　だが、部屋のひとつの扉が開いていて、光が漏れている。

　そして、声はそこから聞こえてくる。僕は隙間から部屋を覗いた。

「ん……んっ……んっ！」

　部屋の中にはテーブルの角に股間を当てているイレーネさんがいた。

　かなり強めに当てているようで、テーブルの脚がギシギシと音を立てている。

　イレーネさんはむちっとした体型をしているため、お尻のラインまでしっかりと見ることができるのだ。

　見てはいけないとは思っても、彼女のような美人の角オナは破壊力が強すぎる。

　頭では早く立ち去らないといけないと考えてはいるが、身体が言うことを聞かないのだ。

　僕はただ、彼女のオナニーを見つめるだけしかできない。

「あんっ、んっ、トモくん……トモくん……！」

　もしかして、僕のことを考えながらしてくれているんだろうか。

　今までどんな女の人にもモテなかった僕が、美女のオカズにされていると思うと興奮してきてしまう。

「ああっ、もうダメ……イっちゃ……！」

　イレーネさんの腰の動きが小刻みになってきた。

　縦筋の部分を何度もこするように、下半身を動かしているのがわかる。

　あんな美女でもオナニーをするんだ……。

　僕は感動してしまっていた。

　もし世界が違えば、彼女はめちゃくちゃモテていて、男に困ることなんてなかっただろう。

　イレーネさんが自分から誘えば、どんな男だって手に入れることができるはずだ。

　だけど、この世界では彼女は底辺。

　きっと僕と同じように恋に憧れ、エッチなことにも期待している部分があるんだと思う。

　僕とイレーネさんは同じだ。

　もしこの世界に僕が来たことが運命だとすれば、それは彼女を救うため。

　僕はそんなことを考えていた。

「あっ、も……もぉだめぇ！」

　ビックン、と大きくのけぞると、イレーネさんは果ててしまった。

　長い髪をたらしながら、上体を丸め、脱力してしまっている。

　はぁはぁ、と荒い呼吸だけがこだましていた。

「ま、まだ……まだ足りないわ……！」

　満足できないのか、イレーネさんはベッドのほうへ向かう。

　シーツの上に横になると、大きく股を開いたのだった。
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　自分の性欲が強いことは自覚していたけど、まさかここまで燃え上がってしまうなんて……。

　私はもう何度目になるのかわからないほど、テーブルの角でオナニーをしてしまっていた。

　それでも満足できないため、ベッドの上で足を広げていく。

「ああ……トモくん……！　トモくん……！」

　それは一目惚れに近いものだった。

　彼を初めて見た時、その可愛らしい容姿と黒目黒髪にすっかり惚れ込んでしまったのだ。

　だが、私の容姿では気持ち悪がられてしまう。

　彼とお近づきになるためには、金で買う以外なかったのだ。

　幸いにも私にはたくさんのお金がある。

　もともと実家が貴族なので財産があり、私が家を出る時に、一部を譲り受けたのだ。

　確かに高い買い物になってしまったが、今では安いとすら思える。

　それは彼が私のことを美しいと言ってくれたから。

　生まれて二十数年になるが、美しいと言われたことはない。

　むしろ、実の親でさえ私のことを気持ち悪がっていたのだから。

　そんななかで聞いた彼の一言は、今まで曇っていた心を澄み渡らせてくれた。

　生きていてよかったと感じたのは、生まれて初めてのことだった。

　彼が嘘をついていないのは表情や行動を見えればわかる。

　トモくんは誠実で、優しい人だ。

　そんな彼と同じ家に住めるというのは幸運なこと。

　私が抱きついた時、彼の股間が大きくなっていた。

　あれが……勃起というもの。

　世の中の男子たちは勃起しづらく、性欲も薄い。

　そのため女性から積極的に誘うことが、むしろ常識であるのだ。

　だが、私にはできなかった。

　そんな自信は持ちあわせていなかった。

　だから、こうして自室へ戻り、ひたすら自慰をすることしかできないのだ。

「あん、あああっ！　んんんぅ！」

　腰を天井に突き出し、クリトリスを何度もこすっていく。

　トモくんに激しく攻められていることを想像しながら、勃起した陰核を刺激していくのだ。

　全身にしびれるような快感が走り、私は嬌声を上げる。

「あああんんっ！」

　女性が上になる体位が、この世界では常識だ。

　私もトモくんの上に乗って、思う存分、腰を振りたいと考えている。

　男は、一度射精すると一週間は性行為をしなくてもいいくらいの性欲しか持たないが、女は違う。

　一日に何十回もヤらないと気がすまないのだ。

　私には関係ないことだが、そういった性生活のこじれから離婚してしまう夫婦もいるという。

　おそらくトモくんもそうだろうから、もしトモくんとセックスできる場合は、慎重にやらないといけないだろう。

　って、私はどうしてトモくんとすることを考えているのだろうか。

　トモくんが私とエッチなんて、してくれるわけがない……。

「トモくんとエッチがしたいの……！　したいわっ！」

　叫びながら、私はクリトリスへの刺激を強くしていく。

　皮が剥けて、敏感になっているため、もうイキそうになっていた。

「あああああっ！　らめえええ！　イクゥゥゥウゥ!!」

　つま先立ちになりながら、私は絶頂を迎えた。

　大量の潮が放物線を描きながら、床に落ちていく。

「はぁはぁ……イっちゃった……トモくん……」

　私がつぶやいたとき。

　──ギィィ……。

　扉が開く音がした。

　しまった……！

　と思いながら、そちらのほうを向くと、

「トモくん……」

　愛しの彼がいたのだった。
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　しまった……！

　扉の音が鳴った瞬間、僕が思ったことだ。イレーネさんのオナニーがあまりに淫靡であったため、僕も我慢できなくなり、ひとりでしようとしたのだ。

　ズボンに手を伸ばしたところで、肘にドアが当たってしまい、このような結果に……。

　イレーネさんは驚いた様子で僕のことを見つめていた。

「イ、イレーネさん……ごめんなさい……」

　僕は素直に謝った。

　股間もテントのように膨れ上がってしまっているし、もう言い訳のしようがないから。

　もし、屋敷を追い出されるようなことになっても、僕は文句を言うことはできないだろう。

「あ、謝らないで……。それよりもこっちに来て」

　彼女は手招きをして僕を呼んだ。

　断ることもできない僕は、彼女の言うとおり部屋の中に入っていったのだった。

「お、怒らないんですか？」

「怒るわけないでしょ。むしろはしたないものを見せてしまって、謝るのは私のほうよ」

「はしたないなんて……そんなことありません！　むしろ、すごく……」

　言いよどむと、彼女の視線が僕の股間へと移った。

「大きくなっているのは私のせい……？」

「あ、はい……本当にすみません」

「だから謝らないで。むしろ嬉しいくらいなんだから。誰も私の身体を見て興奮してくれる人なんていないし」

「そ、そうですか……」

「トモくん、こっちに来て」

「え、ええ」

　僕はベッドのところにいるイレーネさんに近づいた。

　すると、彼女は僕の下半身を見つめながら、ゆっくりと手を伸ばしてきたのだ。

「ああ……これ……私がほしいもの」

「ん……」

　もっこりしている肉棒の先端に、イレーネさんの手のひらが触れる。

　童貞で、女の人と付き合ったことがない僕からしたら、これだけで爆発してしまうようなことだ。

「イ、イレーネさん……あまり触ると僕……」

「触ると？」

「も、もう出ちゃいますから」

「──ッ！」

　途端にイレーネさんの頬が真っ赤に染まった。

「はぁはぁ……そんないやらしいこと……目の前で言われたら……私……！」

　彼女は自らの股に手を忍ばせると、そのままオナニーを初めてしまった。

　僕がいることを忘れたように夢中になって、股間をこすり続けているのがわかる。

「ダメ……トモくん、お願いがあるの……！」

「な、何でしょうか？」

「か、顔をもう少し近づけて」

「……？」

　よくわからないが、僕はイレーネさんのほうに顔を近づけた。

「んっ!?」

　急に両頬を手で捕まれ、そのまま無理やりイレーネさんにキスされてしまう。

　いや、キスなんていう優しいものじゃない。

　舌をうごめかせ、唾液を吸い取るようないやらしいキスだった。

　まるで食事に飢えた獣のように、じゅぶじゅぶと水音を立てながら吸い付いてくる。

「あんっ、ちょ……イレーネさん……待って！」

「はぁはぁ……おいしい……おいしいわ……！」

　僕の言葉なんて耳に入っていないように、はしたない口づけが続けられる。

　口の中を撹拌され、唇を甘噛みし、舌を吸ってくる。

　その全てが今まで感じたことのない快楽であって、僕はすぐにでも射精してしまいそうだった。

「ちゅるるるっ、じゅぼ、ちゅうううう」

「う、ううう……イレーネさん……」

　僕が苦しんでいることに気がついたのか、イレーネさんはぱっと放してくれた。

　彼女の口の周りはヨダレで、テカテカに光ってしまっている。

「はぁはぁ……つい夢中になってしまったわ……」

「い、いいんです」

「その、本当にごめんなさい。私、初めてで……あのっ」

「だから気にしないで下さい。僕も気持ちよかったですから」

「本当!?」

「はい。それにイレーネさんの気持ちもわかるんです。本当ならすごい性欲があって、我慢できないなずなのに、見た目のせいで冷遇されてきたんですから」

「ト、トモくん……わかってくれるの？」

「まだ文化とか価値観の違いに戸惑いはありますけど、イレーネさんが苦しんで、今も我慢をしていることはわかっていますから」

「あ、あなたは、なんていい人なのっ！」

　イレーネさんは目元に涙を浮かべながら、僕の手を掴んだ。

　心から喜んでいるようで、腕が震えているのがわかる。

　同時に彼女が心底、辛い思いをしてきているのも理解することができた。

　もし誰かが彼女を救うことができるとしら、価値観の違う僕しかいない。

　いや、むしろこの街……いや世界中で冷遇されている美人を大事にできるのは僕だけなんだと思う。

　すると、イレーネさんは僕の心を読んだように、こう言った。




「あなたはまるで──救世主のようだわ」




　おそらく神にすがる人間とはこういう表情をするのだろう。

　すべての緊張感が解かれ、安心しきった様子で僕のことを見つめていた。

「救世主とは大げさですけど……でも、イレーネさんの力になりたいと思います」

「トモくんはいいの？　私に気を遣っているんじゃないの？」

「そんなことはありません……イレーネさんのような美人のためなら」

　僕には彼女の気持ちがわかる。ずっとぼっちで友達も少なく、ずっと孤独を感じていたんだ。だからこそイレーネさんは僕のような人間にも優しくしてくれるし、彼女といると安心する。

「はぁはぁ……もうダメだわ……トモくんの一つ一つの言葉で絶頂してしまう」

「な、何を言ってるんですか」

「私、トモくんのことが大好きなのっ。あなたを私のものにしたいのっ！」

　先ほどと同じように、イレーネさんはキスをしてきた。

　巨乳を強く押し当てて抱きつき、唾液を交換するようにディープキスを繰り返していく。

　さっきは驚いて何もできなかったけど、僕も必死になって舌を絡め合った。

「んんんっ、んっちゅ！　はぁっ！　じょ、上手よ……キスが……あんっ！」

「初めてですけど、できていますか？」

「はぁはぁ、初めてなんて嘘よ……こんなのされたら……私……ああっ！　もうらめっ！　私！」

　イレーネさんの身体が小刻みに震えている。

　ビクビクと腰を痙攣させながら、全身に力が入っているのがわかった。

「あああああっ！　もうらめえええっ！　イ、イ、イ、イックゥゥゥゥ!!」

　鼻息を荒くし、イレーネさんは果ててしまった。

　お尻を浮かせ、股間から潮を噴き出してしまっている。大量に飛び散った潮が床を濡らしていた。

「で、出ちゃったわ……」

「だ、大丈夫ですか？」

「トモくんにキスされただけで、私……イっちゃったのっ！　愛している人のキスって……なんてすごいの……」

「僕もイレーネさんのことを愛しています」

「はぅ!?　……お、お願い……もう一回言って」

「愛しています」

「うっ！」

　じょぼぼ、とまた潮が噴き出した。僕の言葉だけで絶頂してしまったようだ。

「はぁはぁ……トモくん……お願い……私の中に入れて」

「うわっ！」

　僕は仰向けで寝かされてしまう。

「トモくん……入れるわよ。ダメと言っても無理矢理に犯しちゃうんだからっ！」

　イレーネはスカートをたくし上げていったのだった。
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「トモくん……おちんぽ、出してあげるわ」

「う……」

　イレーネさんの白く長い指が僕の股間に触れる。器用にベルトを外したかと思うと、ブルンと勃起した肉棒が露わになった。

「これがトモくんの……！」

　イレーネさんのオナニー鑑賞やディープキスにより、肉棒からは我慢汁がたくさん出て、光り輝いていた。

　そんな様子に引くこともなく、イレーネさんはにやりと笑みを浮かべているだけ。

　彼女に馬乗りされていると、肉食系の獣の獲物になったみたいな気分だ。

「トモくんのほうは準備いいみたいね？」

「はい……僕も我慢できなくなってしまっています」

　早くイレーネさんの中に入れたい……。

　いったいどんな感触なのかと、ドキドキ感と恐怖感がせめぎ合っている。

「私もよ……ほら、ここを見て……！」

　腰を浮かせた彼女は、自らくぱぁとアソコを広げてくれる。

　陰毛が一本も生えていない恥丘は白くて美しかった。

　愛液が溢れる秘部も綺麗なピンク色をしていて、整ったヒダが左右対称になっている。

「イレーネさん、素晴らしいです」

「ありがとう。だけど、あなたのもすごいわ。こんなに毛が生えていて、たくましくて」

　純日本人である僕は、当然のことながら陰毛の処理はしていない。

　どうやらこの世界の男性はあまり毛が生えないらしく、陰毛があることは格好いい男の象徴であるらしいのだ。

　話を聞いていると、さらに面白いことがわかった。

「聞いていたよりも、トモくんのおちんぽ……すごく大きいわ」

「聞いていた？」

「男性にはわからないかもしれないけど、女性は集まると下ネタばかりだから」

　価値観が逆転しているため、女性が平気で下ネタを話すようだ。

　そのため、男性の身体についてああだこうだと言い合っているらしい。

　イレーネさんも経験はないが、そういった話を小耳に挟んでいるらしく、知識だけはあるみたいだ。

「男性のおちんぽって、人差し指の長さもあればかなり大きいサイズなの」

　人差し指って……いくらイレーネさんの指が長くてもせいぜい６～７センチくらいだろう。これでもかなり大きいということみたいだから、異世界の男性は小さい人が多いようだ。

　おそらく元の世界なら、僕のものは標準サイズだったと思う。

　それが異世界では大巨根。

　まったく……不思議なことだと思う。

　でも、僕の大きさで喜んでいるみたいだし、よかったと思う。

「さ、トモくん……入れるわよ」

「は、はい……！」

　濡れたアソコを亀頭に当て、彼女はゆっくりと腰を沈めてきた。

　ぬぷぷぷと音が鳴りながら、少しずつ入っていくのがわかる。

　入り口すぐからかなりの圧力を感じるため、射精を我慢するだけでも精一杯だ。

「あんっ、トモくんのおちんぽ、凶暴すぎるわ……！」

「はぁぁん！　イ、イレーネさん……も、もう少しゆっくり……！」

「ゆ、ゆっくりしてあげたいところだけど、私……まだまだ我慢できないから……っ！」

「くぅ……」

　僕も歯を食いしばって必死に耐える。

　イレーネさんも未経験だから、一気に奥へと行くことはないようだ。

　彼女は腰を上下左右に揺すりながら、僕の肉棒を徐々に飲み込もうとする。

「ん、んんんんっ！　あああああああっ！」

「ちょ、イレーネさん……！　ぼ、僕……出ちゃ……っ！」

　大きな嬌声と共に、尻が完全に僕の下半身へと密着した。

　ベチン、と乾いた音が鳴ってペニスを根本まで飲み込んでしまっている。

　同時に僕は射精してしまった。

「うううっ！」

「はぁはぁ……入ったわ……！」

「ぼ、僕は出ちゃいました……」

「わ、わかるわ……トモくんの精液が私の奥にベチベチ当たっているの……。うふふ、射精……中出し……うふふ」

　思った以上に満足げな笑みを浮かべながら、イレーネさんは恍惚の表情を浮かべていた。

「ごめんなさい、僕……早かったですよね」

「そんなことないわ。むしろよく持ったほうよ。普通の男性はもっともっと早いらしいから」

「そ、そうなんですか」

　異世界だと基準が違うからよかった。

「トモくんのおちんぽ、まだまだ硬いわね。それもすごいわ」

「ど、どうしてですか？」

「普通は射精をしたら、三日は勃たなくなるから……。でも、トモくんは一瞬のうちに」

　女性のほうが性欲が強いのに男性が連発できないっていうのは不思議だな。

　これだと女の人のフラストレーションが溜まっていくばかりなんだろうな。

　イレーネさんの場合、全く経験がないから一括りにすることはできないと思うけど。

「もうダメ……腰を動かすわ……。トモくん、覚悟してね？」

「覚悟？」

　ゴクリと生唾を飲んでしまう。

「イキたくなったらすぐに射精していいわ。あなたならすぐに勃起するでしょ？」

「た、たぶん……」

　約束はできないけど、イレーネさんのような巨乳美人に腰を振ってもらえるんだ。

　エロ動画で見まくった憧れのシチュエーションを経験できることを考えれば、何度でも勃起して射精することも可能だろう。

「うふふ。さ、腰を動かすわね」

「は、はい……」
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「私、我慢できないの……。トモくんもいいでしょ？　たっぷり気持ちよくなれるんだからっ」

　そう言いながら、彼女は上体を反らしつつ、前後に腰を動かしてきた。

　これは……グラインド騎乗位というやつだ……！

　上下に何度も動かすような感じではなく、前後に滑らかに動く体位。

　僕、これが好きなんだよなぁ。

　しかも、下から見るイレーネさんはやはり綺麗だし、露出したおっぱいがぶるんぶるん揺れているのもいやらしいんだ。

「はっ、くぅぅ……！　んっ！　ああっ！　硬くて、大きくて……おちんぽ、すごいっ！」

「んんっ！　やば……こんなのっ、うあああああっ！」

　イレーネさんの腰の動きは、本当に初めてなのかと疑ってしまうほど滑らかなものだった。

　腰を前に出したと思ったら、波打つようにお尻を引く。

　すかさずそのまま前に出してきて……を繰り返しているのだ。

　後ろに引く時に肉棒が足の先のほうに持っていかれるため、亀頭部分に強烈な刺激が来る。

　さらには、膣の締りが抜群によいため、カリ首をきゅっと締め付けてくるのだ。

　蠕動している膣壁も心地よいし、さすがにもう、再び発射してしまうだろう……。

「イレーネさん、僕……イキます！」

「イって……私の中にたっぷり出してっ！」

「あ……ああっ！」

　情けない声を出しながら僕は射精をした。

　二回目だというのにかなりの量で、僕自身も驚いている。

　イレーネさんは射精を受けた直後だというのに、腰の動きを止めようとはしなかった。

　むしろ、さらにスピードアップする。

「んんんっ！　イレーネさん、激しい……ああっ！」

「トモくんの精液が私の中に入ってきて、私……もう止めることができないわっ！」

「ううう……！」

　少し痛かったけど、あっという間に快楽と変わっていった。

　にちゃにちゃと愛液と精液が混ざり合ったものが、結合部で泡を立てている。

　水音もエロいし、僕はすぐにでも発射してしまいそうだった。

「ト、トモくん……」

「な、何ですか？」

「私のおっぱいも触って……」

「おっぱい……」

　かなりボリュームのある乳。

　こんなでかいもの、二次元のイラストでもなかなかないだろう。

　形がよくて、大きな胸が目の前にあるんだ。

　ずっと揉んでみたかったので、僕は腕を伸ばして鷲掴みにした。

「あんんっ！　そ、そうよ……！　もっと……もっと……！」

　あまりの大きさに、僕の手じゃはみ出してしまうくらいだ。

　少し指先に力を入れただけでも、むにゅむにゅと形が変わってしまうほどに柔らかい。

　これが女の人のおっぱいか……。

　そんなことを考えていると、

「うっ！」

　再び射精をしてしまった。

　さすがにイレーネさんも気がついたようだが、舌を出し、ニヤリと笑みを浮かべているだけ。

　腰の動きが止まることがない。

　まるで僕は絶倫の相手をしているような気分だ。

　何度もイカされても終わることのない、エンドレスな快楽が続いていく。

　だけど、僕は異世界から来た男だ。

　エロゲやエロ動画でひとりエッチをしてきて、悶々とした欲求だけが溜まっていた僕は、もっと欲しがってしまう。

　肉棒はまだ硬いままで、精液の残滓を吐き出していた。

「いいわ、トモくん。巨根で、何度も射精をして、それでも衰えることがない。本当に素敵よっ！」

「はぁはぁ……僕もイレーネさんみたいな綺麗でエッチな女性とできて幸せです」

「私も幸せ……幸せなのっ！　あなたが私を幸せにしてくれたのよっ！」

　そんな言葉、一度も言われたことがない。

　きっと今まで僕が生きてきた理由は、異世界でイレーネさんと出会うためだったんだ。

「はぁはぁ……僕も幸せです。イレーネさんとこうすることができて」

「あんっ！　トモくん、好きよ。大好きだわ……あなたは私の王子様よ」

「王子様なんて……」

「空想していた、格好いい王子様が現れたのよ」

　一般庶民の僕からしたら王子様なんて程遠い存在だ。

　だが、黒目黒髪が珍しいと言っていたし、もしかしたらこの世界では僕はイケメンの部類に入るのかもしれない。

　この世界なら、僕のありとあらゆることを認めてくれる気がする。

　まさに最高の世界だ。

「んっ！　あああっ！　トモくんんんんんっ！　あああああああっ！」

　イレーネさんの動きがさらに加速していく。

　摩擦で股間がやけどしてしまうのではないかと思うほど、素早い腰振りを見せるのだ。

　その動きに合わせて巨乳も揺れる。

　両方の乳がベチンべチンとぶつかり合って、ひしゃげているのはいい眺めだ。

「気持ちいい……気持ちいいのっ！　トモくんのおちんぽっ！」

「僕も……です」

　これだけ気持よくしてもらっているんだ。

　逆に悪い気がしてしまう。

「あの……僕も腰を振りましょうか？」

　僕がそう言うと、イレーネさんは初めてぴたりと動きを止めた。

　……な、なんかまずいことを言ってしまったかな……。

「ほ、本当……？　男の人が腰を振ってくれるの？」

「ん？　むしろそれが普通なんじゃ……」

　僕はよくわからないけど、一般的なカップルはあまり騎乗位をしないということも聞いたことがある。どちらかというと、女性がマグロになるほうが多いのではないだろうか。

「う……ふふ……本当にトモくんは最高の男性ね。見た目よし、性格よし、おちんぽよし……さらには腰を振ってくれるなんて……」

「どうして驚いているんですか？」

「トモくんはわからないかもしれないけど、セックスでは女性が主導権を握るが普通なのよ。男性は寝ているだけで何もしないということが圧倒的に多いの」

「そ、そうだったんですか……」

　僕がいた世界でも、どこかの国……もしくは時代次第では女性が上になるのが普通というのを聞いたことがある。

　でも、その場合でも男性が主導権を握るパターンもあったと聞く。

　イレーネさんの言葉だと、それすらも珍しいという感じだ。
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「だから、トモくんがそう言ってくれて嬉しかったの」

「いいですよ、そんなの。これだけ気持ちよくしてもらってるんですから」

「ありがとう、トモくん。あなたは素敵よ」

　イレーネさんは再び腰を動かし始めた。

「でも、ここは私にさせて……。もっともっとトモくんを気持ちよくしたいのっ。こんなことくらいしか私にはできないから」

「十分ですよ」

「ああ……私、こんなに誰かを愛したことはないわっ！」

　イレーネは腰を振って、僕は彼女の巨乳を揉みしだいた。

　僕たちは性欲に溺れる獣になったみたいに、夢中になってお互いを愛し続けた。

「くぅ……イレーネさん……イク！」

「私も……！」

　ドクン、と音を立てて射精。

　イレーネさんもイっているはずなのに、動きはストップしない。

「ああああぅ！　いひいぃぃ！　あああああああっ！」

　大きな屋敷がビリビリするほど、大声で叫んでいる。

　これだけ大きかったら召使いさんたちにも丸聞こえになってしまっているんだろうな……。

　と、扉のほうを見ると、

「あ……」

　何人かの召使いが僕たちの行為を凝視しながらオナニーしている。

　まるでさっきまでの僕のようだ。

　みんな美人ということを考慮すると、やはり外では差別されてきたんだろう。

　イレーネさんと同じ境遇だとすると、エッチの経験もない……と思う。

　それなのに、嫌悪感を抱くどころか積極的に見ているのは、価値観が変わった世界だからなんだろう。

　美人に見られながら美人に犯されるというのも、かなり興奮してしまう……。

「ああうううううっ！　トモくんのおちんぽが太くなったわあああああ！」

「ま、また出ちゃいます……！」

「私もイクから……一緒……一緒がいいっ！」

「はい……僕たちはずっと一緒ですっ！」

　お互いに手を掴んだ僕たちは、全身に力を入れる。

　身体中に強烈な快感が流れ、肉棒の中が熱くなってきていた。

「も、もう……出ます……！」

「出してええええええ！　私も……イックゥゥゥゥゥゥゥゥ!!」

　ドックン、ドクドクドクドクドク～～～～～～!!

　精液が発射され、子宮を白く染めていく。

　イレーネさんは海老反りになって悶えていた。

「お……ぉぉ……おっ！」

　美人の声とは思えないほど、野太く下品な声。

　だが、それくらい激しく絶頂してしまったということだ。

「ぬ、抜くわ……。お……ぉ……」

　腰を浮かせると大量の精液が出てきた。

　イレーネさんはそのままベッドに横になってしまう。

　さあ、今度は僕が約束を守る番だ。

「イレーネさん、次ぎこそは僕が腰を振ってあげますね」
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「本当に……いいの？」

　かなり激しく腰を振っていたためか、イレーネさんは疲れている様子だった。

　だからこそ、今度は僕が頑張らないといけないと思う。

「もちろんです。イレーネさんのためですから」

「でも……」

「入れなくていいんですか？」

　僕が少しいじわるな質問をすると、彼女はビクリと身体を震わせた。

「い、入れてほしいわ……まだ、そんなに大きくて……！」

　何度も射精したはずなのに、イレーネさんの裸を見るとすぐに勃起してしまうんだ。こんなに連続射精をしたことは今までだって一度もない。

　それくらいイレーネさんが魅力的な存在であるということ。

　そして、そんな女性と愛しあうことができるこの状況が幸せであるということなんだ。

「じゃ、いいですね……？」

　僕はイレーネさんに近づき、彼女のふとももを捕まえた。

　そのままＭ字に脚を開いていく。

「早く……ほしいのっ。早く……早くぅ……！」

「わかっていますよ」

　もう少し経験があれば、僕も焦らしたりすることができるんだろうけど、さすがに無理かな。

　このままイレーネさんの物欲しそうな顔を見ていたら、それだけで射精してしまいそうなんだ。

　僕は勃起している肉棒をイレーネさんの股間に当てた。

「あぅ……あ、熱い……！」

「イレーネさんのアソコからたくさん愛液が出てきてます」

「興奮してるからよ。ねえ、お願い……私、おかしくなっちゃうから……早くぅ！」

「はい」

　蜜壺に亀頭を当てがうと、僕はゆっくりと腰を沈めていった。

　ぬぷぷぷと少しずつ奥へ入れていく。

「処女膜がないから簡単に入りますね」

「いやぁ……ゆっくりは、らめ……！　一気にズボって……！」

　そんなことをしたら、僕が爆発してしまう。

　射精を我慢するためにも少しずつ挿入しないといけない。

「わかるのぉ！　トモくんのエラの部分が私の中を削っているって」

「僕もイレーネさんのものが締め付けてきているのがわかります」

「搾り取りたいわ……。あなたの精液を」

「僕だって中出ししたいです」

「あなたのならいつでもいいわ」

「イレーネさん……」

　潤んだ目で見つめられてしまったら、理性が吹き飛んでしまいそうだ。

　ゆっくり挿入する予定だったけど、もう我慢できない。

　僕は奥へと強く突き込んだ。

「おほっ!?」

　いきなり奥を突かれたためか、イレーネさんは舌を出しながらを悶えた。

　こんな美人でも卑猥な喘ぎ声とリアクションをするんだ。

　引くどころか、むしろどんどん興奮してきた。

「イレーネさん、僕……頑張りますからね」

　彼女のように激しく腰を振ることはできないかもしれないけど、僕なりに頑張ってみようと思う。

　イレーネさんの腕を持って、必死に動いてみせる。

「あんんっ！　それ、らめ！　奥に届くぅぅぅ！」

「気持ちいい……です」

　少しでもカリ首のところに意識をやったら、すぐにでも射精してしまいそうだ。

　腰に集中して少しでも紛らわさないといけない。

「やぁあぁ！　私のおっぱいが揺れてるぅぅ……！」

「いい眺めだ……」

　腕を寄せているため、胸に深い谷間ができている。

　ただでさえ、かなり大きいのに、寄せることでさらに巨大化しているような気がする。

　自分の顔よりも大きな胸が目の前で揺れているのは絶景と言えよう。

「あんっ、あんんんっ！　トモくん……もっと近づいて」

「わかりました」

「抱きしめて……強く……強くぅ……！」

　イレーネさんのリクエストどおり、僕は彼女のことを抱きしめた。

　すると、イレーネさんは、

「んんんっ！」

　僕にキスをしてきた。イレーネさんの得意技の激しいディープキスだ。

　口内をかき回され、敏感な上顎部分をなぞられてると一気に射精感が高まってくる。

「トモくん……しゅき……しゅきなのぉぉ」

「僕もですよ、イレーネさん」

「あんんっ！　あなたとこうしている瞬間が最高の幸せ」

「よかったです」

「私、本当に生まれてよかったわ」

「そこまで言ってくれて僕も嬉しいですよ」

　笑顔を見えるイレーネさん。

　彼女の笑顔を見ていると僕も温かい気持ちになってくる。

「この容姿で生まれて嫌なことばかりだったけど、この容姿だったからここに街を作って、あなたに会うことができたの」

　見た目でこれだけ損をするというのもひどい話だ。

　異世界に来てまだ時間も経っていない僕でも想像することはできる。

「イレーネさん」

「何？」

「今まで苦しかった分、僕があなたを幸せにしますからね」

「トモくん……！」

　僕がそう言うと、彼女はさらにディープキスをしてきた。

　正常位の体勢で僕が腰を振っているはずなのに、彼女のほうも腰を振ってきている。

　長い脚を僕の腰に回し、がっちりとホールド。

　この体位は、だいしゅきホールドというやつだ。

　イレーネさんは脚で僕のことを押してきて、肉棒をさらに深いところに届かせようとする。

「あああ、んっ！　すごいのっ！　硬くて、大きいおちんぽが入ってきてるぅぅう！」

「奥、届いてますか？」

「届いているわ！　あああああああっ！　子宮が開いちゃうううう！」

　吸盤のように亀頭に吸い付いている。

「う……」

　このままだとすぐにでも射精してしまいそうだ。

　だけど、もう少し我慢しないと……。

「私、今日が初めてのエッチなのに、トモくんの子どもを孕みたいと思ってる……！」

「孕む……？」

「中出しをして、私を孕ませてほしいのっ！」

　発情した女性がここまでいやらしいものだとは……！

　妊娠なんて面倒くさいことかなと思っていたけど、本能的に種付けしたいと身体が叫んでいる。

「お願い……また中に出して！」

「いいですよ」

「やった……嬉しいわ……っ！　はぁはぁ……本当に……気持ちよすぎて頭がおかしくなりそうっ！」

　イレーネさんの嬌声がまた大きくなる。

「んんんんぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおっ！」

　犬の遠吠えのように大絶叫。

　穏やかそうに見える女性でも快楽を与えるとここまで豹変してしまうんだ。

　僕たちのセックスを見ている召使いたちも、激しいオナニーを繰り返している。

　こうして獣になったみたいにお互いの身体を求めるのは、素晴らしいことだ。

　もっともっと気持ちよくなりたい……！

　今まで誰とも付き合えず、手すら繋いだことがなかったんだ。

　それを取り返す意味でも、僕は激しく腰を振っていった。

「あああああっ！　当たるぅぅぅぅ！　奥ぅぅぅぅ！　おほぉぉ！」

「はぁはぁ……イレーネさん、出ます……！」

「らして……！　中にいっぱい……！」

「当たり前です」

　頭が真っ白になるくらい気持ちがいいんだ。

　このまま大量の精液を放出して、孕ませてやる……！

「イレーネさん、出る……！」

「私もイク……イクウウウウウウウウウウウウウウウウ！」

　激しく上下に揺れながら、肉棒から大量の精液が放たれる。

　金玉を空にする勢いで、どぴゅどぴゅと射精を繰り返していった。

「はぁはぁ……いっぱい出しました」

「偉いわ、トモくん。本当によく頑張ってくれた……」

「イレーネさんのためですから」

「うふふ、あなたは可愛いわね」

　そう言って、イレーネさんは僕に口づけをしてくれた。

　僕は肉棒を膣から引き抜き、彼女を強く抱きしめる。

「気持ちよかったです」

「私も……。ここまで気持ちよくしてくれたんだからお礼をしなくちゃ」

「お礼!?」

　僕は聞き返した。イレーネさんはウィンクをして、

「そう。精液まみれのおちんぽを綺麗にしてあげるわ。私のお口でね」
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「お、お掃除……？　しかも、口でって……？」

　そこまで言われれば、さすがの僕でも何をしてくるのかわかっている。

　でも、あまりにも非現実的すぎて、思わず聞き返してしまった。

「うふ……じゃあ、実際にやってみるわね」

　イレーネさんはよつん這いになって僕の近くに来た。

　お尻を高くする体勢であるため、くびれの曲線をしっかり見ることができたのだ。

　滑らかなカーブを描く、腰からお尻のラインは、それだけで射精してしまいそうなほど美しい。

　僕はつい言葉にしてしまっていた。

「ここからの眺め……最高です」

「最高？」

「はい……。イレーネさんのくびれが……」

「──ッ!?」

　彼女はまた驚いた様子。

　褒めている時に驚くということは、また価値観が違うことなのだろうか。

「私……この細いくびれが嫌いだったのよ……」

「どうしてですか？」

「胸は小さく、お腹はブヨブヨ、お尻が垂れているのが綺麗とされているから」

「……」

　むしろイレーネさんとは全くの逆。

　僕、本当にこの街に来ることができてよかったと思う。

　彼女のような女性を独り占めすることができるのだから。

「トモくんが喜んでくれるなら……もっと見ていいわよ」

　彼女はお尻を左右に振りながら、僕の肉棒に近づく。

　色白でスベスベとした肌をしているため、見ているだけでため息が漏れてしまうようなボディだ。

　元の世界ならモデルとしても活躍できそうな女性が、形の良い口を大きく開けた。

「綺麗にするわね……はもっ」

「う……！」

　精液まみれになった肉棒をイレーネさんが咥えてくれた。

　少し厚めの唇でしっかりとホールドして、ねっとりとした口内で包み込む。

　生暖かい感触と肉の柔らかさが伝わり、さっき射精したばかりでもすぐに出してしまいそうだった。

　しかも、イレーネさんは上目遣いで僕を見つめてくるのだ。

　美女がお尻を突き上げ、上目遣いでフェラをしてくる……。

　こんなエロゲのような展開……嬉しすぎる。

「トモくん……吸ってあげるわね……」

「は、はい」

　ズボボボボ、という卑猥な水音を立て、彼女は吸い上げた。

「は……うっ。ま、また出てくる……」

　尿道の中に残っていた残滓が、イレーネさんに吸われてしまう。

　同時に、少し柔らかくなってきていた肉棒が硬さを取り戻してきた。

　血管が浮かび上がり、そそり立っていく。

　どうやらまだ僕は射精をすることができそうなんだ。

　いや、こんな状況で勃起しないわけがない。それくらい淫靡な状況を僕は楽しんでいる。

「すごいわ……また硬くなって……じゅるるる……！」

「イレーネさん、上手です……」

「経験がないからわからないけど、知識だけはあるから」

　女性のほうがエロい世界。

　僕の世界だったら、男子が童貞でも妙に知識だけはあるような感じ……なんだろう。

　周りがそういう話をし始めれば、自然と耳にする機会はある。

　イレーネさんも聞きかじった知識で、僕のことを気持ちよくさせようとしてきてるんだ。

「じゅぼぼ、んぶぶぶ……！」

「はぁはぁ……いいです」

「音、出すの好き？」

「は、はいっ！」

　よくわかんないけど、エッチな気分になる。

　おそらくイレーネさんのような美人が少し下品なことをしているからだと思う。

　そのギャップが僕を興奮させているのだろう。

「もっと大きい音を出すわ……！」

　彼女は頬をすぼめて、爆音を轟かせた。

　根本のところで吸い付いて、顔だけを引いているので、鼻の下が伸びてしまっている。

　エロゲとかで見るひょっとこ顔だ。

　これで上目遣いで見つめてくるのだから、エロいと言ったらない。

　こういったことを全く恥ずかしがらないで、いや……むしろ積極的にやるのがすごい。

　女性は恥じらいがあったほうがいいと言うが、目の前で美人が淫乱なことをしてきたら絶対にそっちのほうがいいと思うだろう。

　僕のように少し奥手な存在には、これくらい積極的にやってくれるのが嬉しい。

「トモくん……また大きくなったわ」

「ご、ごめんなさい」

「謝らないで。何度も言っているけど、本当に嬉しいのよ」

　彼女は肉棒を咥えたまま、笑顔を見せる。

「私、死ぬまでおちんぽを咥えることなんてできないって思っていた……。このまま性行為も知らないで人知れずいなくなっていくのかなって考えていたのよ」

「そ、そんな……」

「でも、トモくんが来てくれたから、そんな恐怖も吹き飛んだわ」

「よかったです」

「今まで妄想でオナニーすることしかできなかったけど、これからはどんどん実践していきたいと思うの。いいかしら？」

「はいっ！　僕でよければ喜んで」

「僕でなんて……私、トモくんじゃないと嫌なの。もし、私のことを褒めてくれる男性が今から現れようと、トモくんのおちんぽ以外は愛さないわ」

「ほ、本当ですか……!?」

「当たり前でしょ。だってあなたは運命の人なんだから」

　そう言って、再びイレーネさんはフェラを再開した。

　ピストンでもするように、顔を前後に激しく振っていく。

　よだれが撒き散り、音もさらに大きくなっていった。

　まるで、自分が僕のことを一番気持ちよくさせられるのよ、と主張しているみたいだった。

　こんなに激しくしなくても、イレーネさんが僕を大事にしていることはわかっている。

　でも、僕はただイレーネさんにしゃぶられるままだった。

「あああああっ！　イレーネさん……このままだと……！」

「ん……じゅるるる……！　大きくなってきたわ……イキそう？」

「は、はい……」

「お口に出してくれる？」

「え、でも……汚いんじゃ……」

「そんなわけないわ」

　イレーネさんは少しだけ首を横に振る。

「むしろお口に出してほしいくらい。愛しの人のものだもの、汚いなんて思ったことがないわ」

「イレーネさん……」

「さ、出して……」

　手コキと合わせて、カリ首を刺激してくる。

　この短時間の間で、イレーネさんは僕の弱点を見つけたようだ。

　口を動かしながらも、舌先で裏筋を撫でてくる。

　同時に手コキまでされているんだ。

　もう限界が近づいてくる。

「イレーネさん……出します」

「らして……らして……！」

「も、もう……出るっ！」

　ボビュン、と溜まりに溜まった精液が発射される。

　何度か射精しているのが嘘と思えるほど大量に精液が出され、彼女の口内を満たしていく。

「うぶっ!?」

　一瞬にして大量の精液が吐き出されたため、彼女の頬がパンパンに膨らむ。

　口の端から少し精液を漏らしながらも、彼女は必死になって受け止めようとしていた。

「すごい量……嬉しいわ」

「無理しないで吐き出して下さい」

「いいえ、全て飲むわ……ごくっ」

　イレーネさんは喉音を鳴らしながら、僕の精液を飲んでくれた。

　これほどの美人が精飲をしている……。

　また勃起してしまいそうな光景に僕はクラクラしていた。

「……ごっくん！　全て飲んだわ……おいしかった～♪」

　彼女は口を開いて、僕に見せてくれた。

　爽やかな笑みを浮かべているところを見ると、本当に嬉しかったのだろう。

　僕をここまで愛してくれる女性と出会えるなんて幸運だと思う。

「これでおちんぽは綺麗になったわね」

「はい」

　僕はあまりの快感に腰が砕けてしまった。

　ベッドの上で立てないまま、横になる。

　すると、イレーネさんも近づいてきたのだ。

「トモくん……愛しているわ」

「僕もですよ」

「ふたりで幸せになりましょうね」

「もちろんです」

　疲労でウトウトしてきた。

　眠りにつく僕は、イレーネさんの優しい声を聞いた。

「トモくん……明日は大事な話があるの」

　この言葉を聞きながら、僕たちは抱き合いながら眠りについたのだった。
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　翌朝、僕が目を覚ますと、まだイレーネさんは寝ていた。

　彼女が裸であることを見ると、昨日の出来事は夢ではなかったようだ。

　彼女なんてできないと思っていた僕が、まさか美人と朝チュンなんて……。

　エロ漫画でもこんなに良い展開はないだろう。

「ん……」

　僕がそんなことを考えていると、イレーネさんが目を覚ました。

「あ……トモくん。うふふ……昨日は夢ではなかったみたいね」

　イレーネさんも僕と同じことを考えている。

　やはり、僕たちにとって夢であると疑ってしまうほど至福な時間だったというわけだ。

「夢じゃないですよ、イレーネさん。ずっと一緒にいようって約束しましたよね？」

「……涙が出てくるほど嬉しい言葉だわ」

「こんな言葉でよかったら何度でも口にします」

「トモくん……ありがとう」

　彼女は僕に抱きついてきた。

　裸で抱擁しているため、朝という状況もあり、僕の肉棒はすぐに大きくなっていた。

　硬くなってきた亀頭が、イレーネさんのお腹に当たる。

　さすがに彼女も気がついたようだ。

「トモくんったら……」

「う……すみません」

「昨日と同じこと……してあげるわね」

　そう言って朝一番から、激しくセックスをしたのだった。
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「ふぅ……」

　しっかり搾り取られてしまい、朝からすっきりだ。自分の底なしの性欲にも驚いていた。

「トモ様、こちらにどうぞ」

　イレーネさんの家にいる召使い……つまり、メイドさんに案内され、僕は食堂に向かう。

　例によってメイドさんたちも美人ぞろい。

　しかも、この人たちが僕たちのセックスを見てオナニーをしていたんだ。

　そんなことを考えているとまた勃起してしまいそうなので、あまり考えないようにしている。

　だが驚いたのが、可愛い顔をして丁寧な口調で話すメイドさんたちが、平気で下ネタを言ってくることだった。

「昨日のセックスは激しくて、私も何度もイってしまいました」

「は、はぁ……」

「私もおちんぽを入れてほしいくらいです」

「……」

　世間話をするような、それこそ「今日の天気はいいですね」と爽やかに言うように下ネタを口にしている。

　この世界ではこれが常識なのだろうが、さすがに驚いたものだ。

　でも、こういった可愛い子たちの下ネタを聞いたり、話したりできるというのは楽しい。

　元の世界だったら警察に通報されるレベルだ。

　しかし、この世界では許される。

「トモ様、お食事を持ってまいります」

　食堂に入るとイレーネさんは先に座って待っていた。

　僕は、こちらの世界の洋服を着るのに手間がかかっていたんだ。

　なにせ、男が来る予定なんてないからね。服だって調整しないと用意できない。

　幸いにもメイドさんたちが優秀であったおかげで、それらしく見繕うことはできた。

「なかなか似合っているわよ、トモくん」

「ありがとうございます」

「さ、食事を取りましょう」

　豪盛な料理が運ばれ、僕たちは適当な会話をしながら食べていた。

　だいたい食事も済み、食後のコーヒーが運ばれてきたところで、イレーネさんが真剣な面持ちで話しかけてきた。

「あの、トモくん」

「何でしょうか」

「昨日の夜……最後に言ったこと覚えているかしら？」

「確か……大事な話というものですよね？」

「ええ」

　彼女は少しほっとしたような表情を浮かべた。

「実はね……少し急……いえ、あなたにとってはかなり急かもしれないけど……」

「……？　どうしたんですか？」

「私、決めたのよ」

　いったい何なのだろう。

　彼女の様子からただ事でないのがわかる。

　もしかして、この街から出て行けとか……？

　その可能性は高いかもしれない……。

　理由はいくらでもある。

　まず、得体もしれない人間であること。

　そして、この街の風紀を乱す可能性があること。

　全てにおいて僕はイレギュラーな人間なんだ。

　出て行けと言われてもおかしなことは何もない。

「あのね、トモくん……」

　イレーネさんが言いにくそうにしている。

　尚更、緊張感が走る。

　だが、




「──私と結婚をしてほしいの」




　彼女の口から飛び出してきた言葉は予想とは全く違うものだった。

「え……」

　あまりに想定外だったので、間の抜けた声になってしまう。

「な、なんて言いました？」

「結婚してほしいの」

「も、もう一度」

「結婚してほしいの」

　……どうやら聞き間違いじゃなさそうだ。

「ええええええ！」

　とうとう大声を出してしまう。

「結婚ですか!?」

「やっぱり急だったかしら」

「い、いえ……そうじゃなくて……あの、イレーネさんはそれいいんですか!?」

　さすがに出会って一日しか経っていないんだ。本当に大丈夫なのだろうか。

「私は心に決めているから……あなたしかいないと」

「イレーネさん……」

　こんなふうに僕のことを思ってくれるなんて……。

　唐突なことだったので驚いてしまったが、僕は迷うことはない。

　だって、イレーネさんは僕のことを心から愛してくれているんだ。

　僕のことを愛してくれる女性がいるのなら、僕だって愛さないといけない。

「僕も……イレーネさんと結婚したいです」

　僕は意を決して伝えたのだった。

　すると、彼女は破顔一笑となり、嬉しさを表情に出した。

「嬉しい……！　冗談じゃないのよね？」

「こんなこと冗談で言えませんよ」

　僕はモテないかもしれないが、人には誠実でありたいと思っている。

「やった……やったわ……！　本当に……！」

　イレーネさんは涙を浮かべていた。

　周りにいるメイドさんたちも拍手をしながら祝福している様子だった。

「僕もイレーネさんと結婚できて嬉しいです」

　今さら何もない元の世界に戻るつもりなんてない。

　この世界にいるほうが僕にとってはいい気がするんだ。

「ありがとう……トモくん。私、今日と言う日を忘れないわ」

「僕もです」

「でもね、一つ問題があるのよ」

「何でしょうか？」

「私たち……結婚できないのよ」

　ガクッ、と転びそうになってしまう。

「どういうことですかー!?」

　イレーネさんが僕のことをからかったのか？

　でも、彼女がそんなことをする人間とは思えなかった。

「結婚とは政府に認められること……。これはわかるわね？」

「はい」

　僕の世界と同じだから理解することができる。おそらくきちんと役場に書類を提出するとか手続きを踏むということだ。

「もしかして……イレーネさんの言うことは……」

「そうよ。この街は、街として認められていないの」

「そ、そうだったんですか……」

「あくまでも元いた場所を捨てて集まってきた人々によってできた街だから」

「国も認めていないと？」

「ええ。都市部から離れているし、大した価値のない土地だったから政府は黙認しているだけに過ぎないのよ」

　美人は差別されているんだ。

　政府の人たちも街として認める理由はどこにもないはず、ということか。

　だけど、

「僕、公認されなくても大丈夫ですよ」

「トモくん？」

「結婚なんて形だけでもいいじゃないですか。イレーネさんたちを差別するような政府に認められる必要なんてありません」

「そこまで言ってくれるのね」

「それに、公認されないからと言って、僕の気持ちが変わるわけじゃありませんから」

　どんな形でもイレーネさんを愛する。

　僕が心に誓っていることの一つだ。

「ありがとう、トモくん。でも、私はどうしても結婚したいのよ」

「どうしてですか？」

「それはね……」

　彼女はその理由を説明してくれた。







[image: ]







「結婚したい理由はね……私の夢だったから」

　イレーネさんは真剣な眼差しで言葉を口にした。

「私の夢は……この街がちゃんと政府に認められること」

「政府に？」

「私たちの居場所をなくした者たちに、私たちの居場所を認めてもらいたいの」

「そのための目標として結婚があるということですか？」

「今までの私は、もうこのままでもいいかなと思っていたの。最低限の生活はできるし、大人しくしていれば政府も何も言ってこない……。だけど……」

「僕と出会ったことで再燃したんですね」

「ええ。トモくんと一緒にいる未来を私たちの手で作り出すのよ。……結婚がモチベーションになっていること、嫌かしら？」

「そんなことありません！」

　僕は首を横に振った。

「素晴らしいじゃないですか。街として認められれば、いろいろと生きやすくなるかもしれませんし、イレーネさんは町長としての責任もあるんでしょう」

　そのきっかけが僕たちの結婚なんていいことだ。形だけの結婚ならこのままでいいのかもしれないけど、イレーネさんにとってはそれではダメなんだ。

「自分が誰かの役に立てるということも嬉しいです」

「あなたは本当に素敵な人だわ。ありがとう、トモくん」

「イレーネさんのためですから。それで方法はあるんですか？」

　いくら志だけあっても、具体的な方法がないと進展しない。

　何かアイデアがあるのか、僕はイレーネさんに確認をとった。

「一つだけ考えがあるの」

「何ですか？」

「この街は定期的に政務官がやって来るのよ」

「政務官が？」

「税の徴収にね」

「なっ……！」

　僕は開いた口が塞がらなかった。街としては認めないくせに税は取るというのだ。さらに話を聞くと通常の倍は取るらしい。黙認されるのならとイレーネさんも黙っていたが、やはり苦しいものがあったのだろう。僕たちの結婚を機に、行動に移すらしい。

「つまり、その政務官を説得するということなんですね？」

「ええ。うまくできるかわからないけど……」

「やってみないとわからないですよ。それで、街として認められれば僕たちは結婚と……」

「そういうことになるわ」

「僕もイレーネさんとの幸せのために頑張りたいと思います」

「ありがとう」

　イレーネさんはにっこりと笑ってくれた。

「でも、トモくんにはやってもらいたいことがあるの」

「何でも言って下さい」

　イレーネさんの頼みならどんなことでも聞いてみようと思う。

「それはね……」

　彼女は少しだけ微笑んで、

「私以外の女性も愛してほしいの」

「え……」

　また耳を疑うような一言。だが、今回も聞き間違いではないだろう。

　彼女がまた真剣な表情になっていたから。

「それは……どういうことですか？」

「この街にいる子たちは愛を知らない……。昨日、トモくんに愛されて、愛の素晴らしさを知ったの」

「それを他の人にも？」

「そうよ。……もちろん、トモくんの気持ちが第一。もしあなたが私以外の誰かを愛したとして、私のことが気がかりでその人を愛せないのは嫌なの」

「イレーネさんは大丈夫ですか？」

「少し妬いちゃうかもしれないけど、平気よ。この国では一夫多妻制は当たり前だしね」

「……わかりました」

　驚いてしまったけど、イレーネさんが本気なのは伝わる。

　こんなこと冗談で言えるはずがないんだ。

　僕としても誰かに愛されてしまったら、同じだけは返したいと思っている。

　誰が僕のことを好きになってくれるのかわからないけど、どんな人相手でも真剣に愛したいと思う。

「さすがトモくんね。あなたの誠実さは本当に素敵」

「ありがとうございます」

「ふふ、話したいことを話したら……またしたくなっちゃったわ」

「ごく……」

　僕は生唾を飲んだ。

「ねえ、トモくん？　また愛し合わない？」

「も、もちろんです……！」

　僕とイレーネさんは寝室に向かったのだった。
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「んちゅ……んちゅ……！」

　部屋へと向かった僕たちは、ベッドに向かいながらキスを始めた。

　お互いがお互いのことをむさぼるかのように口づけをして、舌で口内をかき回していたのだった。

　イレーネさんはすぐに下半身に手を伸ばし、僕のズボンを下げようとしてくる。

　相変わらずの手さばきでズボンを脱がされ、上半身まで裸にさせられてしまった。

　僕も彼女の服を脱がしていた。

「ん……はんぅ……トモくん……トモくん……っ！」

「イレーネさん……！」

　僕は彼女の胸を揉みしだく。中心にある蕾を触るとあっという間に勃起してしまったのだ。

　硬くなった乳首を転がしながら、ディープキスを続けていく。

「んん……！　おっぱい、気持ちいい……！」

「すごく柔らかいです」

「あん……感じちゃうわ……！」

　イレーネさんが腰を浮かせている。僕はすっと股間のほうに手を伸ばし、蜜壺を触ったのだった。

「やぁん！　急に!?」

「イレーネさん、濡れてます」

「はぁはぁ……トモくんが視界に入るだけで溢れちゃうの」

「それは……大変ですね」

　逆に言えばそれだけ僕のことを愛してくれているということなのだろう。

　こんなに嬉しいことはない。僕は縦筋に指を沈ませながら、膣の中に入れていった。

「は、入って……！」

「う……きついですね……」

　一本しか指を入れていないのに千切れてしまいそうだ。

　こんな狭い穴なんだから気持ちいいのも無理はない。

「もっと……もっと……かき回して！」

「こうですね！」

　僕はネットで得た知識で手マンしていった。指を曲げ、クイクイっと奥のところ刺激していく。経験はないからうまくできているかわからないけれど、イレーネさんは気持ちよさそうに喘いでいた。

「あああああっ！　すごいのぉぉぉ！　んんんんんっ！」

「また汁が出てきました」

「指も気持ちいい……！　トモくん、テクニシャンすぎるわ」

「そんなことありませんよ」

「普通の男は指を動かさないっていうし、ぐちゃぐちゃと音が鳴るくらい激しくされると……おかしくなりそう！」

　イレーネさんの嬌声が頭の中に響いてくる。この声を聞いているだけでも僕は爆発してしまいそうだった。

「はぁあああんんんっ！　も、もうらめえええええ！」

　彼女の膣がビクビクと痙攣している。

「私……私……イっちゃうわ……！」

「イって下さい、イレーネさん」

「あんっ！　耳元でささやくのらめえええええ！」

　イレーネさんが僕に密着してくるから、必然的にそうなってしまったんだ。

　耳も弱そうだから、僕はさらに耳元で言ってみた。

「イレーネさん、イって」

「あああううううううう！　イクゥゥウウウウウウウウ!!」

　飛び跳ねるように動きながら、彼女は潮を噴いた。

　腰だけを浮かせて、まるでブリッジのような体勢で大量の潮を吐き出す。

　もはや放尿なのではと思うくらい透明な液体が飛び散っていった。

「あ……はぁ……はぁ……あ……ぉ」

　ぴゅ、と最後の一滴を出す。イレーネさんは脱力して僕に寄りかかってきた。

「手も上手なんて……トモくんに欠点はないのね」

「上手じゃないですよ。よくわからないまま動かしただけです」

「なら、天才よ」

　イレーネさんの反応を見ていると、ネットの知識もバカにできないなぁと思ってしまう。

　呼吸を整えたイレーネさんは、僕の上にまたがる。

「もう我慢できないわ……トモくんのおちんぽ、ほしい……！」

　すでに僕の身体は準備ＯＫだ。反り返っている肉棒を秘部に当て、イレーネさんは腰を沈めていった。

「はぁはぁ……入れるわね」

　僕たちは対面座位の体位でセックスを始める。
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「んんんんっ、入って……きたぁ……！」

　イレーネさんが腰を沈め、僕の肉棒を挿入した。

　相変わらずの締め付けで、すぐにでも発射しそうになってしまったが唇を噛んで我慢をする。

「はんっ、温かい……温かいの、おちんぽぉ……」

「ヌルヌルの愛液が僕に絡みついてきます」

「私、腰を振るわね」

「は、はい……！」

　お尻を浮かせて、イレーネさんは腰を振り始めた。

　ゆっくりと僕の肉棒を味わうような丹念な腰ふり。

　決して速くはないが、カリ首に絡み付いてくるので射精を我慢するのが大変だった。

「トモくんのおちんぽの形……わかるのぉ」

「どうですか？」

「出っ張っているところが……私のおまんこを削って……ああんっ！」

「くっ……イレーネさん、締め付けないで」

「だって、気持ちいいんだもん」

　イレーネさんは頬を染めながら、呼吸を荒くしていった。

　普段は優しくて、冷静な彼女であるが、セックスをしている時は野獣になる。

　僕の肉棒をむざぼるように感じているのだ。

　性欲が強い世界で、今まで得られなかったものを回収するように僕の身体を楽しんでくれている。

　まるで性奴隷になったような気分だが、それでも構わないと思い始めていた。

　彼女のような女性の心を癒やすことができるのなら、僕はこの身体をいくらでも差し出そうと思う。

　イレーネさんは、自分以外を愛してもいいと言った。

　きっとこれは、彼女の心の奥にある願いなのだろう。

　容姿が理由で差別されている女性たちからすれば、僕の存在は救世主。

　イレーネさんは、僕を独り占めすることもできるのに、それをしなかった。

　心では独占したいと思っているのだろうけど、みんなのために自分を犠牲にしたんだ。

　その覚悟を僕も受け入れないといけない。

「ああんっ！　気持ちいい……気持ちいいのぉ！」

「僕もです」

「はぁはぁ……私のおまんこ、トモくんのおちんぽの形になっていくの」

「わかります。する毎に密着していますから」

「私たち身体の相性もばっちりね」

「運命ですね」

　僕が言うと、イレーネさんの膣が締まった。

　こういったロマンチックな言葉に弱いところも彼女の可愛らしい部分だろう。

　僕は彼女のことを抱きしめながら、セックスに没頭していた。

「トモくん……大好き……」

「僕も愛しています」

「このままずっと繋がっていたいわ」

「いいですね。お互いに気絶するくらい夢中になりたいですね」

「私、頭がバカになって意味不明なことを叫ぶかもしれないわ」

「そんなイレーネさんも見たいです」

「きっと幻滅するわよ」

「どんなイレーネさんでも愛せますよ」

「やぁんっ！　甘い言葉を言わないでぇ……」

　また頬が赤くなった。

　視線を逸らして、本当に困ったような顔をするから愛おしさが倍増するんだ。

「まったく……余裕があるならもっと腰を振るわよ」

　イレーネさんは尻の動きをスピードアップした。

　パンパンパンパンと乾いた音が響いていく。

　彼女の蜜壺から大量の愛液が溢れ出し、僕の我慢汁と混ざり合っている。

　避妊もせずに中出しばかりしているけど、彼女はそれを望んでいるんだ。

　まるで逆レイプでもされたような気分で、僕は彼女の動きを堪能していた。

「んんんんっ、トモくん……お願い、おっぱいも吸って……っ！」

「おっぱい……？」

「ほら」

　イレーネさんは僕の口元に乳首を持ってきた。

　視界を埋める彼女の巨乳。

　僕は我を忘れたように彼女の蕾にむしゃぶりついた。

「ちょ、あんっ、らめっ！　いきなり……激しく……！」

「イレーネさんが吸ってと言ったんですよ」

「でも、最初は優しく……ふぁああんっ！」

「僕のものをしゃぶるイレーネさんも激しかったじゃないですか」

「だって、あれは……トモくんのおちんぽがいやらしかったから」

「僕からすればイレーネさんの胸がいやらしいです」

　彼女に負けないくらいの爆音を立てて、僕は乳首を吸う。

　赤ちゃん……というには下品なくらいに激しく吸いたて、彼女のことを気持ちよくさせていった。

「あふぅ……！　あん、くほぉ……！　乳首、らめっ！」

「こういうのはどうですか？」

「あん、ひゃ！　あああああっ！」

　僕は両乳を中央に寄せて、二つの乳首を同時に吸引したのだ。

　彼女の胸が伸びてしまうほど、強く引っ張っていく。

「らめええええ！　らめええええええええ！　乳首取れちゃうううう！」

「もっと声を聞かせて下さい」

「イグゥゥゥ！　乳首でイグゥゥゥ！」

　イレーネさんの特徴の一つ。

　イキそうになると野太い声になる。

　僕はこの声が大好きだった。

「あああああっ！　イってるっ！　イイイイイイ、イってるぅぅ！」

　ギュン、と膣が締まってきた。

　まずい……！　僕も限界が近づいてきた。

「トモくん……おちんぽが太くなってきたわ」

「あ……うっ。僕、そろそろかもしれません」

「いつでも出していいのよ」

「ありがとうございます」

「我慢しないでね。私は何千回だって今日のうちに付き合ってあげるんだから」

「……」

　何か回数がおかしい気がするが、無視しておこう。

　イレーネさんも気持ちよくなってきたのか、尻の上下運動が速くなった。

　根本から先端にかけて、ものすごいスピードで往復していくのだ。

　こんな速さ、自分の手でやっても無理。

　あまりに激しいので、ベッドどころから家までも揺れてしまっている気がする。

　それくらいイレーネさんの腰振りは素早いものだった。

「ん……！　イレーネさん……！」

「出そう？」

「は、はい……！」

　鈴口のところを締め付けているのも厳しいものがある。

　我慢汁なのか精液なのかわからないくらい、濃厚なものが出てしまっている気がした。

「ああ、あああっ！　僕、もう……！」

「私もイクわ！　一緒に……一緒……！」

「はい、イレーネさん……！」

　イレーネさんのお尻を掴み、僕は肉棒を奥へと押し込んだ。

「出るぅぅぅ！」

「イクイクイクイクイク！　イクウウウウウウウウウウウウウウウウ!!」

　子宮の中に精液を注ぐ。

　ビクビクと肉棒が痙攣をしながら、僕は何度も射精をしていった。

「出てる……出てるわ……」

「ま、まだ出ます……」

「く、ほぉ!?　な、中出し……やっぱり……最高ねっ」

　しばらく射精を繰り返しながら、僕たちはキスをしていった。
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　敏感になっている肉棒に過度な刺激を与えないよう、イレーネさんはゆっくりと腰を振って、残滓まで搾り取ろうとしてくれる。

　キスをして抱き合っているだけでも幸せなのに、中出しまでできるんだ。

　もう、言うことはない。

「いっぱい出したわね、トモくん」

「はい……」

「うふふ……よかったわ。それとね……」

　彼女は言葉を続けた。

「あなたに紹介したい人がいるの」
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　濃厚なセックスが終わった後、僕たちはリビングに向かった。

　そこで待っていたのは、例によって美少女だ。

　腰には剣を携え、露出度が高い服ながらもどこか気品のある佇まい。

　僕には彼女が騎士のように見えた。

「紹介するわ。彼女はエディス。私の屋敷で用心棒みたいなことをやってもらっているのよ」

　すると、エディスは一歩前に出てきた。

「お姉様から紹介がありました、エディスという者ですわ。トモ様、よろしくお願いします」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　丁寧に頭を下げて来たので、僕も同じようにする。

　胸は超大きいというほどではないけど、ほっそりとしていて、とても可愛らしい女の子だ。

　彼女が用心棒として働いているというのは、すごいものがある。

「うふふ、トモくんったら……エディスの容姿を見て心配してない？」

「そ、そんなことないですよ」

「本当かしら？　細くて可愛らしいから強いのかなぁって疑ってない？」

「ぎくっ」

「ふふ、図星のようね。……エディス？」

「かしこまりました、お姉様」

　瞬間、ふわっと僕の頬に風が当たった。

　当たったと思ったら……。

「ひぃ……！」

　いつの間にか首筋に切っ先が来ていたのだ。

　一瞬の間に鞘から引き抜き、剣を突きつけていた。

　あまりの速さに目で追うことすらできなかった。

「ご無礼をお許し下さいませ、トモ様」

「あ、はは……気にしないからいいよ」

　とは言え、かなりビビった。

　これだけ強ければ用心棒としても確かなのだろう。

「さて、エディスの実力もわかったみたいだから話を本題に戻すわね」

「本題？」

「ええ。実はね、エディスをトモくんの付き人にしようと思うの」

「付き人!?」

　まさかそういうことだったとは。

　だから、イレーネさんはエディスのことを紹介したかったんだ。

「でも、どうして付き人がいるんですか？」

「いい質問ね。まず、あなたの生活の面倒を見てもらうという理由があるわ」

「それなら普通のメイドさんでもいいのでは？」

「もう一つ、あなたを守るためよ」

「守る……？」

　何やら物騒な話になってきてないか……？

　僕は身構えてしまった。

「そんなに緊張しないで。もしものためよ」

「もしも？」

「この街にいる女性からしたら、男はごちそうみたいなものよ。しかも、トモくんは私たちの容姿を見て嫌悪感を覚えない。万が一、レイプみたいなことが起こったり、連れ去られちゃったらまずいでしょ？」

「な、なるほど……」

　これから街を出歩く可能性も考慮したら、用心しておいたほうがいいのか。

　イレーネさんが管理している街だから無法地帯ということはないだろうけど、欲望を抑えることができない人も出るかもしれない。

　そういう時のエディスさんなのだろう。

「エディスは身の回りの世話もできるから……。ま、戦える能力はむしろオマケみたいなものだと思って」

「わかりました」

「トモ様、今後ともよろしくお願いしますわ」

　スカートを少し持ち上げ、エディスは優雅にお辞儀をする。

　まるで社交界のお嬢様のようだ。

「ずいぶんと気品がありますね」

「ふふ、彼女の生い立ち、気になるかしら？」

「え、ええ……まあ」

　なんだろう。イレーネさんが話したそうにソワソワしている。

「彼女ね、実は……お姫様なの」

「お姫様!?」

　僕が驚くと、エディスは「あまり驚かないで下さいませ」と微笑んでいた。

「ど、どうしてお姫様が用心棒を？」

「トモくんなら察しがつくと思うけど、彼女も見た目で差別されてきたの。第五番目の子で王位継承権もたいして高くないという理由から、一族の汚点になる前に、小さいうちに地方に飛ばされてしまったのよ」

「そ、そんな過去が……」

「今になってはどうでもいいことですわ。飛ばされた先でも見た目のせいで嫌なことを言われ続けてしまいましたけど、剣の勉強をすることで気を紛らわしてきたのです」

「そして、この街に居着いたと？」

「そうですわ。この街で、わたくしの身分はないようなもの。むしろ、身分を捨てられる環境だからこそ居心地がよいのですわ」

「私からも補足させてもらうけど、この街は過去の身分なんて関係ないの。それぞれが窮屈だった世界から解放され、自由に生きるのよ」

「なるほど」

　確かにエディスさんにとっては、お姫様だった過去は消したいもの。

　こうして騎士……用心棒としてイレーネさんに仕えることで、生まれ変わることができたんだろう。

「ですから、よろしくお願いしますわ」

「はい」

　それにしてもイレーネさんとエディスさんは仲がいいと思う。

　エディスさんは、イレーネさんの近くから離れようとしない。

「おふたりは仲が良いんですね」

「わたくし、お姉様のことを尊敬していますの。ゼロからこの街を作り上げたのですから」

「うふふ、エディスったら。私からしても、あなたのような部下は優秀で頼りにしているのよ」

「お姉様……」

　うっとりとするエディス。

　イレーネさんの話だとこの街では、欲求不満からか、レズに走る者も少なくないと聞く。

　もしかすると、エディスさんもそうなのかもしれないな。

「トモくん、エディスは頼りになりそうかしら？」

「はい。しっかりしていそうですし、僕としても心強いです」

　いくら見た目のせいで冷遇されているとは言え、お姫様だったんだ。

　一般市民に比べれば優雅な暮らしをしてきたのだろう。

　だが、彼女の動きは召使いのもののようだった。

　きっとイレーネさんへの忠誠心から出ている態度だ。

　イレーネさんの命令で僕に仕えていることを考慮すれば、エディスさんはきっと、僕にも良くしてくれるだろう。

　まさか、こんなに可愛らしい子が僕の付き人になるなんて思ってもみなかった。

　異世界にトリップしてしまってよかったと、改めて思う。

「では、エディス。トモくんをお願いね」

「わかりましたわ」

　そんなわけで、僕の異世界での生活が始まった。
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　異世界にトリップしてから一週間が経過した。

　こちらの生活にもだいぶ慣れてきたような気がする。

　慣れてきたと言っても基本的にはエディスさんをはじめ、メイドさん達が身の回りのことをしてくれるから。

　しかも、屋敷からまだたいして外に出ていないのだ。

　正確に言うと、この屋敷の生活に慣れたという感じだろうか……。

　あと、褒められたことではないが、この屋敷にいるメイドさんとは全員とエッチしてしまった。

　僕から誘うことはほとんどなかったのだが、僕の自然体な振る舞いや見た目をすごく気に入ってくれて、そのまま……。

　生まれてから一度もモテたことがない僕からしたら、好意を持ってくれるだけで嬉しくて、みんなの気持ちに応えたくなってしまったんだ。

　全員と関係ができたからと言って、ギクシャクするわけではなかったので一安心している。

　ただ、そういった事情もあって、屋敷からほとんど出ることはなかった。

　さっきはメイドさんと言ったが、エディスさんだけとはまだエッチなことをしていない。

　彼女が僕に好意も持っていないのか、イレーネさんがいる手前、勝手なことができないのか理由はわからないけど、エッチなことは一切していない。

　そして、こんなに恵まれている僕だが、一つ悩みがあるんだ。

　それは……。

「僕って恵まれすぎですよね」

　何もしなくていいことだ。

　そのことをイレーネさんに相談している。

「どうしたの、急に」

「あの、今の環境についてすごく感謝しているんですけど、あまりにも恵まれすぎていて罪悪感が生まれているんです」

「まあ……。でも、トモくんは変わっているわね」

「そうでしょうか……」

　僕はあくまでも一般人だ。

　学生なら学校に行くし、社会人なら仕事をする。

　生まれながらの上流階級であれば、今のような生活にも慣れているんだろうが、何かをするのが当たり前な僕からしたら申し訳ない気持ちのほうが強くなってしまう。

「僕も男ですし、力仕事とか手伝いますけど」

「それはダメよ」

　一瞬で却下されてしまう。

「どうしてです？」

「もしトモくんに怪我があったらどうするの？　あなたは救世主なのよ」

「そこまで過保護にしなくても大丈夫ですって」

「いいえ。あなたの安全を確保することが私の使命なのだから」

　これはなかなか意思が硬そうだ。

　このまま言い合っていても埒が明かない気がする。

　とは言え、僕も納得することができないし……。

「それなら、トモくんの特性を使ったお仕事をしてみれば？」

「僕の特性？」

「まず、私たちの見た目について差別しないこと」

「はい」

「それと、絶倫・巨根・テクニシャン……これらの要素を絡めた仕事をするのよ」

「……全部エッチに関係することですね」

　まあ、この一週間それしかしていないのだから、イレーネさんがそう言うのも無理はないのだが。

「さすが、トモくん。よく気がついたわね」

「わかりやすすぎますって」

「でね、どうしてもあなたがお仕事したいっていうのなら、紹介できないこともないわ」

「本当ですか!?」

　僕は食いついてしまう。

「それは何でしょうか!?」

「──男娼よ」

「……」

　言葉がなくなる。

「だ、男娼って……つまり、女性と性の相手をするってことですよね？」

　簡単に言えば、娼婦の逆。

　価値観が逆転してしまっているこの世界では、娼婦よりも男娼のほうがポピュラーなのかもしれない。

「嫌かしら？」

「いえ、そんなことは……」

　むしろこの街の美人とエッチできるなんて男としては最高だけど。

「うふふ、トモくんが何を考えているのかわかるわ。……心の問題でしょ？」

「え、ええ……」

　さすがに都合よくエッチだけするというのも気になる。

　まあ、相手の女性側がそれが目的なんだから、僕が気にするようなことじゃないと思うけど。

「あなたの真面目さは本当に素晴らしいわ。その心、大事にしなさい」

「イレーネさん……」

「トモくんの気持ちも考えて、ちゃんと手は打っておいたのよ」

「手？」

「ええ。普通、男娼というのは娼館で女性を待つでしょ？」

　やはり僕が知っている娼館とは逆転しているようだ。

「トモくんの場合は女性のところに出向くの」

「出向くんですか……」

「それで、相手を見て、話して、心が通えば、セックスをすればいいと思うの」

「……なるほど」

　確かにそれなら僕の気持ちの問題もクリアできるでし、イレーネさんが言っていたことも実現することができる。

　僕はこの世界では救世主。

　孤独と悲しみで潰れてしまいそうな女性を助けることができるのは僕しかいないんだ。

「イレーネさんのアイデアなら、できると思います」

「うふふ、よかったわ」

「それでお客さんはどうやって見つければいいのですか？」

「そこは私に任せて。すでに見つけているのよ」

「すでに？」

「そうよ。あなたのことを話したら興味を持ってね、ぜひとも会いたいって……」

「どんな人でしょうか？」

「うふふ、とても素敵な人よ」

　この街にいるということは美人なんだろう。

　イレーネさんを前にしてなんだけど、僕も楽しみになってきている。

「興味があるなら向かってもらってもいい？」

「今からですか？」

「ずっとあなたのことを待っているみたいなのよ」

「わかりました」

　どうせやることがないんだ。

　この機会にいろいろな人と会ってみるのも面白いと思う。

「やる気は十分みたいね。エディスに案内してもらって」

「はい」

　こうして僕は男娼として働くことになったのだった。
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「それでは行ってきます」

　イレーネさんに見送られて、僕とエディスさんはその依頼主の元へ向かったのだった。

　街の中を流れる川の近くに住んでいるらしく、イレーネさんの屋敷からはやや距離がある。

　沈黙が少し気まずいと思ったため、僕はエディスさんに話しかけたのだった。

「あの、これから会う人はどんな人なんですか？」

「……」

　あれ、おかしいな。返事がない。

　もしかして聞こえていないのだろうか。

　僕は先ほどと同じ質問をした。

「……」

　しかし、彼女は何も答えない。

　僕は彼女の手首を掴んで、名前を呼んでみた。

「エディスさん！」

「うるさいですわ、この変態野郎」

「……」

　ええー……。

「え、えっと……エディスさんだよね？」

「見ればわかりません？　あなた、もしかしてバカなのです？」

「……」

　ひぃぃぃ、性格が変わっちゃったよ！

　いったいどうなっているんだ!?

「エディスさん、イレーネさんのいる前と態度が違わない？」

「ふふ、だって、お姉様の前ですもの♪」

　にっこりと笑みを浮かべて、くねくねと腰を動かしてみせる。

「でも、あなたの前ではどうでもいいのです。こうして屋敷を出ればお姉様に見られることもないし、好きにすることができるのですわ。おほほほ～！」

「……このこと、イレーネさんは知ってるの？」

「はぁ？　知ってるわけないじゃありませんの。もしバラしたら、あなた……どうなるかわかっていますの？　わかっていますよね？　おほほほ」

　黒い笑みを浮かべながら、エディスさんは僕に顔を近づける。

　この子、あれだ。腹黒だ。

　イレーネさんの前ではいい顔をしようとして、僕の前になった途端、本性を表す。

　と、とんでもない子を付き人にしちゃったなぁ。

「あなた、わたくしと一緒にいることを後悔してるでしょ？」

「い、いえ……そんなことは」

「まったく、毎日毎日、屋敷のメイドとぱっこんぱっこんばかりやって……これだから変態は困りますわ」

　事実だから何も言うことができない。

　すると、エディスさんは再び、僕に顔を近づけ、

「で、わたくしにはいつ、ちんぽをしゃぶらせてくれるのです？」

「え……」

　な、何を言っているんだ、この子……。

「お姉様がいる手前、わたくしはあなたに手を出すことができませんの。でも、こうしてふたりになることができましたわ」

「そ、そうですね……」

　僕が少し引いていると、

「さ、こちらに来るのですわ！」

　彼女は僕の腕を掴んで、裏路地へと入っていく。

　人通りが少ない場所に連れていかれ、僕は困惑してしまった。

　何がどうなっているんだ……？

「さ、出して！」

「な、何を？」

「ち・ん・ぽ！」

　ものすごくストレートに言ってくる。

　これが逆転異世界の女の子なんだ。

「あ～もう！　じれったいですわね！　わたくしがやって差し上げますわ！」

　彼女はうずくまると、僕のズボンを脱がせようとしてくる。

「見せなさい！」

「ちょ！　人が来るよ……！」

「人なんて来ませんし、もし来たとして見せつけてやればよいでしょう！」

「君、僕の護衛として来てるんだよね？」

　まさか用心棒の騎士に襲われることになるとは思ってもみなかった。

　確か、僕が襲われないようにイレーネさんが用意してくれたんだよね？

　本末転倒だよ！

　なんて思っているうちに、エディスさんは僕の肉棒を露出させた。

「……小さいですわ」

　勃起していない肉棒を見て、エディスさんは愚痴をこぼす。

「お姉様の前だといつもビンビンになっているくせに！　わたくしの前だと勃たないというのです？」

「イレーネさんは無理矢理にしないから」

「だったら無理矢理されても勃つように調教してみせますわ！　むしろ、わたくしを視界に入れただけで勃起するようにしてみせます！」

「どんな決意だよ!?」

「では……いただきますわ！　はもぉっ！」

　いきなり肉棒を咥えられてしまって、僕はビクンと震える。

　勃起していないとはいえ、舐められるとさすがに気持ちよくなってしまうのだった。

「んふ……♪　お口の中で皮を剥いてあげますわ」

「う……あぁ……！」

　包皮と肉棒の間に舌先が忍び込んで来る。

　口調は乱暴なくせに、舌の動きは優しいものだから僕は何も抵抗することができなかった。

　口で皮を剥かれるのって、こんなに気持ちがいいものなんだ……。

「大きくなってきたですわ。気持ちいいですの？」

「う、うん……！」

「じゅぶる……あむぅ……んぶぶる……！　これがちんぽの味……くせになりそうですわ」

　僕は壁にもたれかかりながら、ただ快感に身を委ねていた。

　唾液をたっぷりと含んだ口内で、肉棒をマッサージしているのだ。

　亀頭のところを丁寧にいじられてしまい、腰が抜けてしまいそうなほど心地いい。

「どうです？　わたくし、上手にできています？」

「すごいよ……！」

「んふ……。わたくし、ずっとおしゃぶりしてみたかったのですわ……。こうして、夢が叶ってわたくしは幸せです」

「そ、そうなの？」

「見た目のせいでずっとエッチなことはできませんでしたからね。あなたが屋敷の者とセックスをしているのをずっと羨ましく思っていたのですわ」

「エディスさんは……ただこうすることができればよかったの？」

「変態野郎はいちいちバカですわね。わたくしだって女ですわ！　相手を選ぶことはあります」

「それって……」

「あなたのちんぽだからしゃぶりたいと思ったのです。あなたはわたくしのことを普通の女の子として扱ってくれていますから。それに、付き人に対しても横柄な態度を取ることはない……結構、かっこいいですわよ」

「あ、ありがとう……」

　エディスさんのような美少女に褒められるのって悪い気はしないな。

「大きくなってきたわね……。初めから勃起しているちんぽもいいと思うけど、少しずつ大きくなっていくのも悪くないわね」

「エディスさん、変な性癖に目覚めないで下さいね？」

「はぁ？　変態野郎に言われるとは心外ですわ！」

「な、なんで怒るの!?」

「うるさいですわ、わたくし……絶対にあなたをイカせてみせます！」

　エディスさんが何を考えているのかわからない……。

　だが、イカせると言っただけあって彼女のフェラは激しさを増していく。

　僕、このままどうなっちゃうんだろう……？
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「んれろろろ……っ！　んじゅぶるぅ！」

　誰もいない路地裏で、エディスさんの水音が響き渡る。

　すっかり肉棒は勃起してしまい、彼女は苦しそうに咥えていた。

「んもぉ……な、なんて大きさなのでしょう……！」

「無理しないでいいから」

「いいえ！　わたくし、頑張ると決めたのです！」

　彼女は顔を傾けて、頬の裏側に肉棒を当てる。

　すると、エディスさんの頬に亀頭の形が浮かび上がるのだ。

「くぅ、はっ、ああうぅ！」

「気持ちいいのです？」

「う、うん……溶けちゃいそうだよ」

　生暖かい感触が包み込み、口内が刺激を送ってくる。

　こんな可愛い子が僕のちんちんをしゃぶってくれるんだと思うと、本当に興奮してきてしまう。

　すぐにでも射精してしまいたいけど、なんとなく我慢したくなる。

　きっとエディスさんが無理やり、僕のものをイカせようとしてきているからだ。

　このまま吐き出してもいいのだが、この快感をずっと味わっていたいという葛藤も生まれる。

「む？」

「どうしたの、エディスさん？」

「あなた、イクのを我慢しているでしょう？」

「ど、どうしてそれを？」

「あなたが、お姉様や他のメイドたちにしゃぶられているところは何度も見てきました。そのたびにあなたは、情けない声を出しながらイってしまっていたじゃないですか」

「……」

　確かに見られていた気がするけど、面と向かって言葉にされると恥ずかしいものがあるな。

　よし、僕も少し反撃しよう。

「エディスさんも、僕たちのを見ながらオナニーしてたよね？」

「う……うるさいですわ！」

「オナニーするくらいなら混ざればよかったのに」

「わたくしには、そんなことできませんわ！」

「屋敷では優等生として行動してるから？」

「──ッ！」

　しまった、今のは少し核心を突きすぎたかもしれない。

　エディスさんは肉棒を咥えたまま、僕のことを睨みつけていた。

　フェラされながら美少女に睨まれるのも悪くないな、と不謹慎なことも同時に感じている僕。

　彼女のような可愛い女の子にしゃぶられているなんて、夢のようだ。

　だが、核心を突かれたしまったエディスさんは、そんな嬉しい状況ではないようだ。

「変態野郎のくせに生意気ですわ」

「ご、ごめんね」

「謝っても許しませんわ！」

「そんなに怒るなら、屋敷でも素の姿でいればいいじゃない？　どうしてできないの？」

　僕が聞くと、エディスさんは目を逸らしてしまった。

「だって、その……わたくし、お姉様が大好きですから。お姉様の前だとどうしても自分じゃなくなってしまうんです」

「デレデレになるってこと？」

「そ、そうだと思いますわ」

　なるほどね。

　ま、好きな人の前だと性格が変わるなんて誰にでもあることか。

　エディスさんの場合、そのギャップが大きすぎるということなんだろうけど。

「じゃあ、それでいいと思うよ」

「え……？」

「だって、エディスさんがイレーネさんを好きな気持ちに偽りはないんでしょ？」

「あ、当たり前ですわ……！」

「だったら、このままでいいじゃない。僕もエディスさんの本性については黙っておくし……」

「トモ……様……」

　ふたりきりになって初めて僕の名前を呼んでくれた気がする。

　エディスさんにとってそれが生きやすい状態なら、僕は何でも構わない。

　容姿のせいで今まで窮屈な生活をしていたんだから、僕といる時くらいは自由にさせたいと思う。

「ふ、ふん！」

　頬を染めて僕を見つめていたエディスさんだが、急に首を横に振り始めた。

「あなたがそう言うのなら、わたくしも甘えてあげますわ！」

「何でもいいよ」

　いちいち素直になれない子なんだなぁ……。

　ま、それでもいいけど。

「あなたの優しさに免じて……もう少し早くイカせて差し上げますわ」

「え、ちょ……！」

　再びエディスさんのフェラが始まる。

　口の中に含みながら、カリ首のところを舌先で何度も舐め回してくるのだ。

　まさにローリングフェラ。

　表も裏もグリングリン舐められてしまい、僕の射精感が一気に高まっていく。

「はぁはぁ……気持ちいいよぉ、エディスさん……！」

「どこがいいのです？」

「先っぽが感じるんだ……」

「ここですのね」

　鈴口のところをほじくるように、エディスは舌先を動かしていく。

　強烈な刺激に僕はのけぞるような体勢になった。

「はあうううっ！」

「いい声ですわ……」

「くっ……！」

　エディスさんって意外とＳなところがあるんだな。

　僕が感じているのを楽しそうに見つめている。

「んんんぅ!?　ちんぽ、大きくなってきましたわ……！」

「はぁはぁ……もう我慢できないかも」

「イクのです？」

「そ、そろそろかも……！」

　肉棒が硬くなって、我慢汁が溢れてる。

　拳を作って必死に射精を我慢しているけど、もうすぐ限界がくるだろう。

「んじゅぶ、じゅぼおおぅ、んぶぶぶぅ！」

「は、激しい……！」

　舌の動きと合わせて、顔ピストンもすごくなってきた。

　これが性欲が逆転した世界の女性。

　性欲が高まっている彼女たちからしたら、当たり前のような行動なんだろう。

　フェラをすることにも抵抗がない……いや、むしろ積極的にやってきてくれる。

　こうしてしゃぶられることが好きな僕からしたら幸せなシチュエーションなのだが、耐えているのも辛いものがある。

「レロレロ……出ているお汁がどんどん濃くなっていますわ」

「精液が混じっているんだよ」

「これが精液の味……」

「エディスさん？」

「わたくし、好きですわ！」

　どうやら気に入ってくれたらしい。

　気に入ってくれたため、さらにほしがり、エディスさんの動きは速くなっていく。

「レロレロ……ロロロロロ……！」

「この……ローリングフェラ、やばい……！」

　ものすごい速さでカリ首を何周も舐め回していくのだ。

　肉棒がさらにそそり立ち、発射体勢を整えていく。

「だめ……だっ！　も、もう……出る！」

「らして……！」

「口から抜くから……！」

「わたくしのお口に出して！」

「で、でも……！」

「これから人に会いに行くのですわ。服が汚れたらどうするのです？」

「う……」

　確かにそれもそうだ。

　エディスさんも飲みたいと言っているみたいだし、このまま口内射精をしてしまおう。

「出るよ……！」

「らして！　お口に……！　全部飲みますから……！」

「ああ……ああああああ……出るぅぅぅぅ！」

　ビュクビュク、と射精する。

　エディスさんは一滴もこぼすことなく、嚥下していった。

「ゴク……ゴクゴク……これが精液……濃くて、弾力があっておいしいですわ」

　彼女は僕の肉棒を咥えたまま、精飲している。

　このままだとまた……。

「あ……」

　さすがにエディスさんも気がついたようだ。

「うふ……まだできそうですわね？」

「エディスさんの口が気持ちいいから」

「だったら……」

　彼女は立ち上がり、スカートをたくし上げた。

　下着を脱ぐと、尻を突き出し、
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「わたくしの……ココに入れて下さい」

　くぱぁと膣を広げたのだった。
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　小ぶりの形のいい尻を突き出してくるエディスさん。

　桃色で綺麗な蜜壺と色白のお尻を見ていると僕も我慢できなくなってくる。

　先ほどの口淫と合わさり、完全に勃起をした僕はいつでも挿入できる体勢だ。

「ああん……トモ様、早く入れてぇ……！」

　秘部から大量の愛液が漏れだし、地面に滴り落ちている。

「行くよ」

　僕はエディスさんの桃尻を掴む。

　彼女のお尻は肉付きがよく、指が触れただけですぐに沈んでいってしまうほどだ。

　僕は肉棒を秘部に当てがう。

「あん……これが、ちんぽぉ……熱い、ですわ……っ」

「ヌルヌルしてるよ、エディスさんのあそこ」

「トモ様がこうしたのですわ。本当にちんぽ以外に何もできない人ですこと」

「口が悪い子にはお仕置きしないといけないね」

　さすがにこれ以上からかわれるのも癪だ。幸いにも立ちバックの体勢で挿入できるんだ。僕が主導権を握って、攻めさせてもらうおう。

「動くからね……！」

　僕は彼女の腰を掴みながら、前後に動いていった。

　エディスさんの膣内もかなりの締め付けで、このまま動かないでも発射してしまいそうなくらいだ。

　それでも、歯を食いしばりながら、僕は必死になって腰を動かした。

「あんぅ、くぅお、あっ、んんんんっ！　あんぅ、あぅ、んん、ああ、ああああっ！」

　外だというのにエディスさんは大声で叫ぶ。

　まだ全然奥まで行っていないけど、だいぶ気持ちよくなっているようだ。

「あはぁんっ！　これ、すごいですわ！　わたくし、初めてなのに感じていますの！」

「エディスさん、初めてなんだ」

「あ、当たり前ですわ……！　バカにしているの？」

「バカにしてないよ。むしろ、痛くないか心配しているのに」

「心配……？」

　エディスさんは驚いた様子だった。

「こんなわたくしを心配してくれるというのですか？」

「当然だよ。僕にとってエディスさんは大事な人なんだから」

「だ、大事な人だなんて……あああん！」

「くっ……！」

　エディスさんの膣が狭くなってきた。

　このままだと入り口のところで発射してしまいそうだから、僕は腰を引き寄せて、奥まで挿入していった。

　ぬぷぷぷぷ……！

　と水音が鳴り響いていく。

「あああ、んっ！　んんんんんああああぅ！　入って、きますわぁぁああぁあああ！」

「奥、すごい気持ちいい……！」

「わ、わたくしも……！　軽くイってしまいましたわ」

　エディスさんの膣壁がヒクヒクと蠢いている。

　収縮を繰り返していき、僕の肉棒にぴったりと張り付こうとしているみたいだった。

「エディスさん、僕たちエッチをしてるよ」

「そ、そうですわ！　誰かに見られてしまいそうな場所で……！」

「初体験はもっとロマンチックなほうがよかった？」

「わたくしからしたら、お外で……するほうがロマンチックなのです」

　きっと価値観の違いからだろう。

　もしかすると逆転している異世界では、ベッドの上よりも青姦が人気があるのかもしれない。

　いや、わからないけど。

　でも、女の子しかいない街で、裏路地でこっそりと立ちバックしているのはいいな。

　誰か来たら、その子も合わせて複数プレイをしてもいいかもしれない。

　まったく、僕……異世界に来てからずいぶんと変態になってしまったみたいだ。

　エディスさんの悪口を否定することが難しくなってきたかもしれない。

　僕が内心で自嘲していると。

「もっと……腰を振って……！　激しくぅ、激しくがいいですわっ！」

　そう言いながら、エディスさんのほうがお尻を振ってくる。

　自ら僕にぶつかるように動き、肉棒を奥で楽しもうとしているみたいだった。

「エディスさんのリクエストどおりにしてあげるね」

「んんん、きてぇえぇええ！　きてほしいのですわあああ！」

「ほらっ！」

　僕は腰振りを加速させる。

　異世界に来てからセックスばかりしているため、腰振りが得意になってきたんだ。

　なかなか、早く出ちゃうのは直すことができないけど、動かすことはできるようになってきた。

　パンパンと肉と肉がぶつかる音を鳴らしながら、僕たちは夢中になってセックスを続ける。

「ああああ、いいですわあああ！」

　エディスさんは壁に爪を立てて、引っ掻いているようだった。

　それくらい彼女が感じているということ。

　少し前まで童貞だったけど、気持ちよくさせることができているんだ。

「すごいわ！　トモ様、わたくし壊れちゃいそう！」

「壊れてもいいよ」

「らめですぅぅ！　仕事を忘れてトモ様のちんぽだけをほしがっちゃいますぅぅ！」

「それでもいいじゃん」

「いやぁあ！　お姉様に軽蔑されちゃいますわ」

「イレーネさんと合わせて３Ｐをしよう」

「ああ……それもいいですわ。一日中セックスし続けるのです」

　処女なのにここまで感じてくれるなんて嬉しいな。

　エディスさんを壊すのも面白いかもしれない。

　普段は丁寧な口調で、本当にお姫様みたいな少女なんだ。そんな彼女が僕の肉棒で狂ってくれている。性欲が逆転している分、もしかしたら感度も増しているのかもしれないな。

　イレーネさんもメイドさんもそうだったけど、ここの女性たちは感じやすい傾向にある。

　僕としては腰の振り甲斐があるから、楽しいんだけど。

　でも、よく締まるからどこまで我慢できるかな……。

「んのぉ！　ちんぽ、太くなってきましたわ！」

「エディスさんの中、気持ちいいよ」

「わたくし、上手にできていますか？」

「最高だ。君のような女の子とエッチすることができて、僕は幸せだよ」

「そんなことまで言ってくれるなんて……！」

「エディスさんは僕のものだからね？　欲求不満になっても他の人とエッチしちゃダメだよ？」

「もちろんですわ！　でも……」

　エディスさんはもじもじと身体を小さくしていた。

「あの、ひとりでするのも……ダメでしょうか？」

　頬を赤く染めながら、目をうるませている。

　腹黒お姫様であるエディスさんも挿入したら子犬みたいになるんだな。

　僕の心の奥にあるＳ心も少し目覚めてきちゃったかも……？

　エディスさんにはまだまだ勝てないけど、自分の中の素養に気がつき驚いている。

「どうしても我慢できないのなら、ひとりでしてもいいよ」

「本当ですか!?」

「だけど、ちゃんと僕に見せながらするんだよ？」

「あんっ！　そんな状況なら入れて下さいぃ！」

　少しいじめるとエディスさんの膣が締まってきた。

「ら、らめ……！　わたくし、イキそうです……！」

「いいよ、イって」

「ああああ、もう、もう、らめええええ！　わたくし、イクぅぅうぅう！」

　ピーン、と海老反りになりながら、エディスさんは絶頂してしまった。

　膣が強烈に締まってくるため、僕も発射しそうになったがギリギリのところでセーフ。

　エディスさんは呼吸を荒くしながら、よだれを垂らしていた。

「はぁはぁ……もっと、もっとぉ……！」

　どうやらエディスさんも満足していないようだ。

「じゃ、もっと激しくしてあげるからね」

　僕は彼女の耳元で囁いた。エディスさんはその言葉だけで、また絶頂していたようだ。
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「もっと……もっとぉ……！」

　目の前で、僕のことを求めている人がいる。

　しかも、それが美少女なのだ。

　理性なんて吹き飛んでしまいそうだった。

「腰、振るからね」

「お願いしますわ……あんぁああ！」

　腰を掴んで、抽送を繰り返していく。

　お尻の割れ目から僕の肉棒が出たり入ったりを繰り返し、彼女の膣内を犯している。

　ツインテールの長い髪を揺らしながら、エディスさんは全身に力が入ったように強張らせていた。

「ああ、ダメえええ！　おかしくなりますわっ、んんんあ、わたくし、バカになりゅうううう！」

「やばいよ、エディスさんの中、超気持ちいい……」

「わたくしも……わたくしもですわ！　奥のところをコツンコツンってされると、全てがどうでもよくなっちゃいますの」

　尿道のところが熱くなっているのがわかる。

　我慢していたけど、限界みたいだ。

　一回出さないと僕もどうかしてしまいそうだ。

「エディスさん、出していい？」

「いいですわ！　もちろん中出しで」

「わかったよ」

　抵抗感もなく、あっさりと受け入れてしまう。

　ここに住んでいる女性たちは、中出ししないと気がすまないんだ。

　僕も中出ししないと満足できないようになっているし、ちょうどいいと思う。

「エディスさん……出すよっ！」

「らして下さいぃぃぃ！」

「すごい締まってる……くっ！」

　肉棒が千切れてしまうと錯覚するほどだ。

「僕……出そう……だ」

「だして下さい！　一滴残らずわたくしの体内に注いで下さい」

　全身がブルっと震えて、僕は射精をした。

　エディスさんの桃尻を引き寄せて、一番深いところで発射していく。

　子宮の中に肉棒の先端が入ってしまうほど、奥に射精をしていった。

「あひいぃぃ!?　れ、れてるぅぅ！　れてましゅううう！」

　今までにないくらい膣内が狭くなり、僕の精液を絞りとっていく。

　お尻がきゅっと引き締まってさらに密着していくようだった。

「で、出て、ますわ……精液……っ！」

「はぁはぁ……たくさん出ちゃった」

　さっきフェラしてもらったのに、また大量に吐き出してしまった。

　しかも、まだ肉棒は硬いまま。

「トモ様……まだ満足していないのです？」

「エディスさんはどうなの？」

「わたくし、もっとほしいですわ」

「いいね」

　僕たちは抜かずの二回戦に突入した。

「あ、くふぅ……パンパンって音を出してぇ！」

　立ちバックの体勢で、再び腰を振っていく。

　入り口から子宮口までゆっくりと引き抜いて、一気にぶっ刺していった。

「あひぃ！　そ、それすごい……奥に届くぅ……」

「音が聞きたいの？」

「パンパンって音……エッチだから興奮しちゃうのですわ」

「こんな感じ？」

　僕はリズミカルに抽送を繰り返す。

　下半身同士がぶつかる音が小気味よく鳴り響くのだった。

「ああ、いいですわ！　セックスをしているという気分になるのっ！」

「見るのと実際にするの、どっちがいい？」

「見ていてもオカズになるからいいのですけど、こうしてするほうが圧倒的に気持ちいいですわ」

「よかったね」

「トモ様がこの街に来なかったら、きっと死ぬまで経験できなかったのでしょう。それを体験させてくれたトモ様には頭が上がりませんわ」

　元お姫様が僕に頭が上がらない、か……。

　異世界じゃなかったら、きっとこんなこと言われないんだろうな。

「エディスさん、よかったね。僕はずっと君と一緒にいるよ」

「ほ、本当ですか……嬉しい……」

「エディスさんの悲しい過去も僕が忘れさせてあげるからね。その容姿で生まれてきてくれたから僕たちは出会えたんだ」

「トモ様……」

「腹黒なエディスさんも、こうなると大人しくなるんだね」

「ぶぅ……そういうこと言うの、なしですわ！」

「あはは」

　エディスさんが頬を膨らませて怒っている。

　そんな様子も実に可愛らしかった。

「さて、僕も我慢できなくなってきたし、もっと動くからね」

「ふぇ!?　い、いきなり……!?　あんぅっ！」
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「もっともっと感じて……あああああっ！」

　腰を動かしながらも、尻を寄せる。

　エディスさんのお尻の肉が波打って、ブルブルと震えていた。

「擦れちゃううううう！　擦れてますわぁぁぁ！」

「中、気持ちいい……！」

「あああんんっ！　気持ちいいところにエラの部分が引っかかって、わたくしのおまんこ、めくれちゃいますうううう！」

「愛液も溢れてきてる……」

　陰毛に白い泡ができてる。

　エディスさんも感じすぎて力が入らないのか、脚がガクガク震えているのだった。

　このままもう一度、エディスさんをイカせようと思う。

　僕は必死になって腰振りを続けた。

「らめええ！　また、イク！　ひくぅ、イキま……しゅわ！　は、ひぅっ、ハッ！」

「そろそろ僕、出そうだ」

「わらくひもぉ出ちゃいましゅ……なんかきているのでしゅ……くほぅ！」

「あああ、ん、くっ。また締まって……！」

　油断するとすぐに膣が締まってくるんだ。

　予定よりも早く出してしまうのを我慢しながら、僕はさらにピストンを続けた。

「ハッ、ハッ、ハッッッ！」

　エディスさんの呼吸が荒く、キレのよいものになっている。

　余裕がなくなっているところを見ると、興奮してきてしまうんだ。

「トモ様……お願い……ですわ。一度おやめになって……！」

「どうして？」

「このままだとわたくし……出ちゃ……出ちゃいます……！」

「何が？」

「あんっ、うくぅ、おうふんぅ！　お、おしっこ……ですわ」

　マジで!?

　そういう趣味はないほうだと思っていたけど、ちょっと気になる。

　無意識のうちに僕は腰の動きが速くなっていた。

「くひぃっ！　らめええ！　速いのらめええ！」

「あ……ああ、僕、出そう……！」

「やっ、やっ、やっ！　わたくしも出ちゃいます……出ます……出ちゃ……ああっ！」

　ぴゅる、と少し水滴が漏れてきたと思ったら、

「で、出るぅぅうう──ウッッ!!」

　じゅぼぼぼぼ、と尿が地面に叩きつけられていった。

　同時に僕も射精する。

「ひ、ひぎぃ……！　出てるぅ、精液……！」

「エディスさんはおしっこだね」

　ものすごい勢いで、エディスさんはお漏らしをしている。

「で、出る……わたくし、お姫様だったときもあるのに……こんなふうにおしっこを……！」

　まだ止まらないらしく、脚を痙攣させながら放尿を続けていた。

　ほどなくして勢いが弱まっていくと、エディスさんが残滓を搾り出すように、

「ウッ、クッ、ウゥッ!!」

　と唸りながら、放尿を終えた。

「あ……はぁぁぁ……いっぱい出てしまいましたわ」

「すっきりしました？」

「もう何も出ませんわ……はぁはぁ……！」

　エディスさんは疲れきったように、その場に転んでしまう。

　それでも僕のことを見つめて、

「トモ様……わたくし、一生あなたについていきますわ」

　僕たちは互いに口づけをしたのだった。

　さて、そろそろ依頼主の元へ向かわないといけないな。

　いったいどんな人が待っているんだろう……？
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「……ごくっ、おいしかったですわ」

　最後にお掃除フェラもしてもらい、僕たちは依頼主の元へ行くことになった。

　街から少し外れているため遠いが、そろそろ着きそうだ。

「エディスさん、これから会う人はどんな人なんですか？」

「さあ？　自分で考えたらどうですの？」

　セックスが終わった途端、エディスさんは腹黒モードに戻ってしまった。

　これならイクのを我慢するという意味でも、セックスをしながら聞いておけばよかったかな。

「でも、まあ……先ほどのセックス、そこそこよかったですから、教えてあげてもよいですわ」

「……」

　すごく偉そうだ。

　いや、まあ……僕はこういうことを気にするような人間ではないので、いいのだけど。

「じゃあ、エディスさん。教えて下さい」

「これから会いに行く人は、この街の農業を支えているお方ですわ」

「農業？」

「ええ。物流に頼ることができないわたくしたちは、この街の中で自給自足の生活をしているのです」

　最初に僕を運んでいた行商人は、おそらくイレギュラーな存在なんだろう。

　頻度は少ないが、たまにやってくる程度の。

　だからこそ、自分たちでなんとかしないといけないと考えているんだ。

　そういった意味では、農業を支えているというのは、この街でも重要人物だ。

「なるほど。だから、イレーネさんはその人のところに僕を向かわせたのですね」

「そうですわ。あなたの噂は街中に広がっていて、会いたいという方は大勢いらっしゃるの。それでも、最初に会わせるのはその方だとお姉様は考えていたようです」

「失礼があっちゃまずいね」

「あなたのちんぽなら、どんな女もイチコロですわ」

「いや、いろいろな過程をすっ飛ばしてない？」

　むしろ、そのいろいろが不安なんだ。

　元々、引きこもりみたいだったわけだし、うまくコミュニケーションできるかわからない。

「トモ様、あまり気にし過ぎないで」

「え……」

「あなたには、ちんぽしか期待していませんから」

「エディスさん、こういうときは慰めるんだよ？」

「あら、そうでしたの？　おほほほ～」

　まったく、本当は僕の気持ちに気がついているのに、わざとこんなことを言っているんだ。

　エディスさんの腹黒さには呆れてしまうところがある。

　だけど、不思議と彼女から優しさを感じることができたのは、僕のことを見ながら微笑んでいたからだ。

　言葉は汚いものかもしれないが、エディスさんは僕のことを励まそうとしている。

　こういうくだらない掛け合いも、リラックスするには必要なものだ。

「さて、着きましたわ」

　気がつくと、一軒の家の前にいた。

　イレーネさんの屋敷ほどではないが、この家もなかなかの大きさ。

「周りにある畑はすべてここの家主が管理しているのですわ」

「うわー……すごい！」

　一面が緑に染まっている。

　これだけ大きい農地なんだから、たくさんの人手を使っているのだろう。

「イレーネさんの家みたいに、お手伝いはいるの？」

「いると思いますわ」

「畑の様子まで見なきゃいけないんだから大変だね」

「ん？　畑は基本的にひとりで見ているのですわ」

「ひ、ひとりで……？」

　僕の世界にあるような機械があるなら別だけど、そんなものは見当たらない。

　この広大な畑をひとりで面倒見るのは、ものすごく大変だと思う。

「うふふ、トモ様。わたくしを疑っておりますね」

「今までの態度がそうさせているんだよ」

「でしたら、実際にお会いするといいですわ。……ごめんください！」

　エディスさんは門の前で大きな声を出した。

　おそらく、向かえに来てくれるんだろう。

　と思っていたら、ギイィィ……と自動的に扉が開いた。

「こ、こんな仕掛けがあるの……？」

「仕掛けではありませんわ。さ、ついてきて下さいませ」

　僕はエディスさんの後をついていった。

　建物の外も中も大して特徴的なものがない、普通の家という感じだ。

　何か秘密があるように思えるけど、造りから答えを導き出すのは難しい。

「エディスさんはここに来たことがあるんですよね？」

「何度か。お姉様についてですけど」

「そうなんですか」

　テキパキと進んで行き、客室らしい部屋の前へとたどり着く。

「扉を開ければ依頼主様がいらっしゃいますわ」

「うん」

「さ、開けますわよ」

　エディスさんが扉を開ける。

　そこにいたのは、

「え……!?」

　まるでブラックダイヤモンドみたいに光り輝く褐色の肌をした女性だった。

　イレーネさんやエディスさんにも負けないくらいの美人。

　背も高めで、胸もかなり大きい。

　それでいて、くびれや太ももは引き締まっているから、まさに完璧なプロポーションと言えた。

　だが、一つだけ人間とは違う部分がある。

　それは……耳だ。

　耳が長く、先が尖っているのだ。

　もしかすると、この人は物語でよく見る……。

「ご紹介しますわ。この方は……ジュリー様──ダークエルフですわ」

　僕の初めての仕事相手はダークエルフ!?

　うまくできるか少し心配になってきたけど、頑張ってみようと思う……！
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「……はじめまして」

　無表情で、しかも小さな声で挨拶をする。

　見た目は、どちらかというと綺麗系で少し怖いような印象なのに、どこか弱々しい感じだ。

　ちゃんと聞こうとしないと聞き逃してしまうくらい小さい声。

「あなたが……トモ、さんね……よろしく」

「はい、お願いします」

　僕たちを引き合わせるとエディスさんは、

「それではわたくしは屋敷の外で待っていますわ」

「エディスさん？」

「さすがにわたくしは中にいることができませんから」

「あ、ああ……」

　そうか。これから僕たちは行為に及ぶんだもんな。

　ジュリーさんの許可が出るならまだしも、勝手にこの場所にいるというのは難しいものがある。

　なんとなく寂しそうな背中を向けながら、エディスさんは部屋から出て行ってしまった。

「え、えっとぉ……」

　急にふたりきりになり、困ってしまう。

　ジュリーさんはただ黙って僕のことを見つめるだけだ。

　この人、本当にクールなんだなぁ。

「あの、話は聞いております。農業を営んでいるんですよね？」

「……そう」

「あれだけの土地をひとりで、と聞きました」

「……そう」

「……」

　話が終わっちゃったよ！

　ジュリーさぁぁん、お願いだから少し会話を弾ませてぇ！

　僕、こういうの得意じゃないんですからっ！

　なんて、いくら心の中で叫んでも意味がない。

「どうやってひとりで行おこなっているんですか？」

「……魔法」

「魔法……そうですか」

　ん？

「魔法ぉ!?」

　僕は驚いて大声を出してしまった。

「……どうして驚いているの？」

「いや、魔法ってあの魔法ですよね……？」

「……魔法は魔法。トモさんは使えないの？」

「ざ、残念なことに……」

　というかイレーネさんやエディスさんも使えないんじゃ……？

　僕、この世界の人が魔法を使っているところ、見たことないと思うけど。

「トモさんは人間。だから使えない」

「魔法はエルフの特技ということですか？」

「……そう。でも、人間も生活に少し役立つ程度なら使える」

「なるほど」

　もしかすると、メイドさんたちは家事をする時に使っているのかもしれない。

　あまり家事をしているところを見たりしないから、なんとも言えないけど。

「ジュリーさんは魔法を使って農業を……。どうしてこの街に来たんですか？」

「……わたし、捨てられた」

「……聞きにくいですけど、見た目のせいで？」

「……そう」

　やはりこの人も同じか。他の人と同じようにこの街に行き着いたんだろう。

「安心して下さい、僕はジュリーさんの見た目、大好きですから」

　実際、とんでもなく美人だしね。

　こんな人とふたりきりになっているだけでも、僕は十分に幸せだ。

「あ……う……」

　ジュリーは困ったように下を向いてしまった。

　頬は赤く染まっている。

「う、嬉しい……。噂には聞いていたけど、こうして言われるとドキドキする……」

「僕もジュリーさんにお会いすることができてよかったです。初めての仕事だったので、どんな方かと心配していたんですけど」

「……わたしでいいの？」

「ジュリーさんがいいです」

　僕が言うと、再び彼女は頬を染めた。

　クール系だから大げさなリアクションには出ないけど、逆にそういったところが可愛いんだな。

「……トモさん、わたしの隣に来て」

「はい」

　僕はにっこりと笑って、彼女の隣に並んだ。

「……頭、撫でてほしい」

「いいですよ」

　僕はジュリーさんの頭を撫でる。

　サラサラな髪をしていて、触っているこっちも気持ちよくなってしまうほどだ。

「……これ、わたしの憧れ」

「そうだったんですか？」

「エルフは長い時を生きることができる……。でも初めて」

「そうですか」

　長く生きているということは、それだけ見た目による寂しさをずっと味わってきたということだ。

　やはり僕が彼女のことを癒やしてあげないといけない。

　頭を撫でるなんてことでも、ジュリーさんは幸せを感じてくれているんだ。

　僕にできることをいっぱいしてあげたいと思う。

「ふふ、すごく……幸せ」

「よかったです。来た甲斐がありました」

「トモさん、噂どおり……優しい」

「僕にはこんなことしかできな──うわっ!?」

　いきなりジュリーさんに押し倒されてしまった。

「ちょ、ちょっとジュリーさん!?」

「……ごめんなさい。我慢できない」

「なっ……んんっ!?」

　ジュリーが僕にキスをしてきた。

　たどたどしい感じで、一生懸命になってついばんでくる。

「ちゅ……ん、ちゅ……ん、はぁ……」

　お互いの吐息を絡ませながら、僕たちはキスをしていった。

　ジュリーさんは僕に体重をかけてくる。

　そのため、豊満なバストが僕の身体に乗るのだ。

　こんなに大きくて柔らかいものを乗せられてしまったら、すぐにでも勃起してしまいそう……。

「……あ」

　ジュリーが気がついた。

　硬くなっているアソコを見て、彼女は目を点にしている。

「……大きくなってる？」

「え、ええ……」

「……私で？」

「そうです」

「……ごくり」

　ジュリーさんの喉が鳴ったような気がしてきた。

「……トモさん、おっぱい好き？」

「大好きですね」

「……大きいのは？」

「もちろん好きです」

　小さいのも大きいのもどちらも好きだ。

　まあ、しいて言えば、大きいほうが好みかな。

「……トモさんのおちんちん……挟ませてくれる？」

「くれる？」

　ここは普通なら「挟まれたいの？」とかいった、誘惑のセリフだ。

　だけど、この逆転した異世界だと「挟ませてくれる？」になるらしい。

「ぜ、ぜひお願いしたいです」

「ふふ……じゃあ、挟んであげるね」

　そう言って、ジュリーさんは胸を露出させた。

　ぷるん、と音を立てながら巨乳が揺れる。

　肌は褐色で輝いているのに、乳首はピンク色で綺麗だった。

　こんなもの目の前に置かれたら、さらに肉棒が硬くなってしまう。

「……トモさん、またおちんちんが大きくなった」

「ジュリーさんのおっぱいがいやらしいからです」

「……ズボン、脱いで」

「はい」

　僕は肉棒を出す。

　すでに屹立しているため、天井を向いていた。

「……これがおちんちん……。素敵……」

　ジュリーさんは愛おしそうに僕のものを見つめている。

　少しよだれを垂らしているところを見ると、ごちそうを見ているような感じなんだろう。

「……トモさん……挟むね」

　僕はこれから、ダークエルフのパイズリを堪能する。
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「う……ああっ！」

　ジュリーさんのおっぱいが僕の肉棒を挟む。

　肌がしっとりしているため、むちっと張り付いてくるような感じなんだ。

　自ら両房を広げて、寄せる動きを見るだけでイキそうになってしまう。

　彼女の表情はクールなのだが、少しだけ呼吸が荒くなっているところがエロい。

　ダークエルフにパイズリされる日が来るなんて夢にも思っていなかった。

「トモさん……感じてる？」

「う、うん。すごく気持ちいいよ」

「……よかった」

　女性が平気で下ネタを話す世界だ。

　とは言え、いきなりパイズリをしてくるなんて、いったい彼女はどこで覚えたのだろうか……。

「ジュリーさん」

「……何？」

「パイズリ、知っていたんですか？」

「……そう」

「どこで？」

「……見たことがある」

　まさかの答え。聞いたのでもなく、見たのだという。

　それもショッキングな出来事だろう。

「……私がまだエルフの森にいたときのこと。人間のカップルが来てね、そこでやっていたの」

「すごいですね」

「男のほうが少し嫌がっていたけど、女の子はノリノリだった」

　さすが逆転異世界。

　女の子のほうがノリノリらしい。

「……トモさんも嫌がるかと思ったけど、好きみたいでよかった」

「はは、嫌いな人なんていないよ」

　僕の世界では、ね。

「……トモさん、たまによくわからない」

「気にしないで。……ジュリーさん、続きは？」

「……そうだった」

　彼女は腕で胸を寄せると、上下に動かし始めた。

「ん……くっ」

「……トモさん、気持ちよさそう」

「ジュリーさんのおっぱいが大きくて、柔らかいからね」

「……褒めれてくれるの、嬉しい。わたしのコンプレックス」

「そんなことないよ。こんなに形がいいおっぱいなんて、そうそうないんだから」

「……よかった」

　ジュリーさんは口を開ける。

「ん、あぁー……」

　そのまま、唾液を谷間にかけるのだった。

　糸を引きながら落ち、僕の肉棒にかかる。

　生暖かい液がかかり、さらに気持ちよくなってきてしまった。

「……こうするとヌルヌル……」

「う、あ……！」

　何もしなくても滑りがよかったが、唾液を垂らしたことでさらに滑らかに動くようになった。

　肉棒の先端から我慢汁が漏れだし、にちゃにちゃと音を立てている。

「……トモさんのおちんちん……大きくなった」

「気持ちいいと大きくなるもんなんだよ」

「……感動」

　長く生きているわりには、ジュリーさんはそこまで知識がないのかもしれない。

「ジュリーさん、お友達とエッチな話をしたことあります？」

「……ない。わたし、友達いないから」

　なるほど、やはりか。

　エルフの生活のことはわからないけど、人里離れていることを考えると自然と知識が入ってくるような環境じゃないんだろう。

　合わせて友達がいないんだから、なおさらだ。

「もしかして、見て覚えたんですか？」

「……人間、よく森でエッチなことをしている」

「……」

　人間はダメな生き物だなと、僕は思っていたのだった。

「……トモさん、激しくしていい？」

「いいですよ」

「んく、くうう……！」

　ジュリーさんは胸の動きを素早くしていった。

　腕で強めに寄せているため、肉棒の圧力はなかなかだ。

　それに加えて、おっぱい自体はめちゃくちゃ柔らかいから最高の感触だった。

　こんなおっぱいを堪能できないなんて、この世界の男は損していると思う。

「はぁ……ハッ！　ん、んんぅ……！　わたしも気持ちよくなってきた」

「もっと感じて下さい。気持ちいいこと好きですよね？」

「……好き」

「自分でいじるんですか？」

「……いじる」
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「どこを？」

「……いろんな場所。乳首とか」

　なるほど、普段は乳首でオナニーしているのか。

　だったら、

「僕も触ってあげますよ」

「きゃ……！」

　僕はジュリーさんの乳首を摘む。

　彼女の蕾は、大きな胸のわりに小さく、可愛い形をしている。

　指で何度か弾くだけでビクビクしてしまうし、すぐに勃起するところを見るとかなり敏感らしい。

「あ……ん、クッ！　トモさん、ジンジンする……！」

「気持ちよくなって下さいね」

「……あっ、んっ！　なる……なるけど、挟んでいるだけでもいいのに……あんぅ！」

「何ですか？」

「……乳首まで……ンッ！　いじられたら、わたし……もう大変なことになる……！」

　ジュリーさんは顎を天井に向けて、仰け反った。

　それでも胸でしっかりと肉棒をキープしているのだからさすがだ。

　感じれば感じるほど、彼女のパイズリは速さを増していく。

「あ、ハッ！　うぅ……アッ！　んく、ああ……んっ！」

「はぁはぁ……ジュリーさんのおっぱいが……気持ちいい」

「……わたしも。わたし……こんなに興奮したの初めて。トモさんが好きなの……」

「僕もですよ」

　自然と僕たちは口づけを始める。

　さっきのように優しいフレンチキスではない。

　お互いをむさぼるような激しいディープキス。

　ジュリーさんは舌を伸ばして、僕の口内をかき回してきたのだった。

「ん、ちゅるる……ン、ふぅー……ふぅー……！」

　興奮しているのか鼻息が荒くなっている。

　唇をすぼめて、僕の唾液を吸い上げてくるところもエロい。

「……トモさん、大好き……。もっと早く出会いたかった」

「そしたら、今以上に僕たちはラブラブできたでしょうね」

「……ラブラブ、わたしの憧れ……」

「僕も好きですよ」

　向こうの世界にいたころは、まったくラブラブすることができなかったからね。

　こうして抱き合ってキスをしているだけでも幸せというものだ。

「んんん!?」

　ジュリーさんがビクついている。

「んっ、ふんぅ！　わ、わたし……も、もう……」

「イキそうですか？」

「……乳首いじられて、キスしただけでイっちゃう」

「いいじゃないですか」

「……恥ずかしい」

「恥ずかしくないですよ。だって……」

「だって？」

「僕もイキそうですから」

　パイズリされながらディープキスなんて反則だ。

　肉棒から我慢汁が漏れだし、尿道が熱くなってきた。

「……トモさんのおちんちん、ビクビクしてる」

「ジュリーさん、一緒にイこう」

「……うん、一緒。一緒がいい……ああっ！」

「で、出る……！」

　ビュルルル！

　僕はジュリーさんのおっぱいの中で射精してしまった。

　谷間に白い水溜りができていく。

「はぁはぁ……わたし、イっちゃった……」

「僕もです」

「……これ、もったいない……」

　そう言って、ジュリーさんは胸についている精液を舐め始めてしまった。

　かなり胸が大きいため、自らの乳房を口に運ぶことができるんだ。

「れろ……じゅるる……れろ……。精液、おいしい……かも」

　乳首を舐めて、精液を舐めとる。

　そして、ジュリーさんは全ての精液を飲んでしまったのだった。

「……クセになりそうな味」

「満足してくれたようでよかったです」

「……満足はしてない」

「へ？」

　ジュリーさんは僕の耳元で、

「……わたしのおまんこ、うずいてるの。入れて……ほしい」

　僕の肉棒は一気に硬くなっていった。
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「こっちに来て……」

　僕たちは洋服を脱ぎつつ、ベッドへと向かった。

　ジュリーさんは精液がついてしまったからと、全裸となる。当然、僕も裸だ。

「……寝て」

　ベッドの上をポンポンと叩くジュリーさん。

　クール系なのに、可愛らしい動きをするので心臓が早鐘を打つ。

　僕は彼女の言うとおり、仰向けになって寝た。

「……これからトモさんと……エッチする」

「うん。ジュリーさんがしたいことしていいですよ」

「……したいこと？」

「あると思うんですよ、こういうのに憧れていたとか」

「……うん」

　さすがに変なことはしないと思うため、僕はジュリーさんのリクエストを求めた。

　なんか恋人同士みたいにイチャついていたけど、僕は男娼。

　つまりはプロだ。

　相手の望むものを自然と提供できるようにならないといけないと思う。

「それで何がしたいんですか？」

「……上に乗りたい。後ろ向きで」

　背面騎乗位ってことか。

　上下に揺れるお尻を見ながら、ただ寝ているだけでいいんだもんな。

　僕にとってはありがたい体位だ。

「ちなみに理由は？」

「……森でやってた」

「……」

　ジュリーさんのベースは、そのカップルなのか。

　まあいいけど……。

「……男の人、すごく喜んでたから」

「なるほど」

「……あまり性欲ないだろうに興奮していたから、たぶんトモさんも好き」

「そうかもしれませんね」

「……わたし、トモさんのことを喜ばせたいの」

「僕のことを？」

「……わたしの大事な人だから」

「──ッ!?」

　いきなりそんなことを言われてしまって僕はドキっとする。

　ジュリーさんにとって僕は大事な人。

　だったら、僕も彼女のことを大切にしたいと思う。

「僕も同じ気持ちです、ジュリーさん。もしジュリーさんが疲れたら、僕が上になりますから」

「……ありがとう。でも、大丈夫。体力には自信があるから」

「そ、そうですか……」

　むしろ僕が耐えられるか心配になってきたんだけど……。

　それでもなんとかするのが男というものだろう。

　さあ、頑張るぞ！

「……じゃあ、入れるね」

　ジュリーさんは背中を向けて、僕の上にまたがった。

　勃起した肉棒を秘部に当てると、自ら腰を振って穴の場所を探す。

「ん……ふっ、あっ。これだけでも気持ちいい……」

「僕も……」

　くちゅくちゅと擦られるだけで射精してしまいそうだが、必死になって我慢をする。

「……あっ、んっ。ココ……っ」

　彼女は穴の場所を見つけ、ゆっくりと腰を降ろしていった。

「ハッ、んっ！　くぅ……入る……」

「初めては痛いですから無理しないで下さいね」

「……大丈夫。おっぱいでしごいたときから、ヌレヌレになってるから」

「そうですか」

「……それにオナニーで指を突っ込んでいるし」

　まさかのカミングアウト。

　クールビューティーなジュリーさんもオナニーをするんだな。

　むしろ、性欲が強くて差別されているんだから、行き場のない衝動を解消するにはそれしかないんだろう。

　生まれてくる世界が違えば、彼女だってもっと幸せな人生を歩むことができたかもしれないんだ。

　だからこそ、僕のような存在が彼女に幸せを感じさせないといけない。

　生まれてきてよかった、と思えるようなことをしたいと思うんだ。

「んっ、じらされる感じ……嫌いじゃないけど、もっと一気に入れたい……かも」

「穴が広がってないときついですから、ゆっくりしましょう。奥まで入れれば好きに動いてもらって構いませんから」

「……うん。トモさんの言うとおりにする」

「そうして下さい」

　彼女は脚をＭ字に開いたまま、円を描くように腰を動かしている。

　後ろから見る眺めはまさに絶景で、こんな美人に腰を振ってもらえるのかと思うと、興奮を抑えることができなかった。

「……ゆっくり、ゆっくり……入って……ああんっ！」

「くっ……やっぱり入り口から狭いですね」

　ここにいる女性は信じられないほど締まりがいいんだ。

　今まで自分の手でしていたことがバカらしく思えるほど心地よい感触が伝わってくる。

　少し入れただけでも愛液が溢れてきて、膣壁が蠕動しているのがわかる。

　身体の奥から僕のことを求めていることが伝わってくる。

「ああぅ、んん、んぁ……！　奥まで……入れるぅ……！」

「や、やばい……です。気持ちいい……！」

「……トモさんの声、好き……。もっと聞きたい……」

「くっ……！」

　メリメリと少しずつ深いところへと向かっていく。

　そして、

「あ、あああああっ！」

　ベチン、と尻が僕の下半身と密着した。

　根本まで挿入することができたんだ。

「はぁはぁ……トモさんのおちんちん、全て飲み込むことができた」

「入っちゃいましたね」

　結合部を見ると、少し血が出ている。

「痛みはないですか？」

「……痛くない。むしろ気持ちよくて、これから動いたらどうなっちゃうんだろうと思う……」

「好きに動いていいですからね」

「……激しく？」

「お任せしますけど、最初から飛ばさないほうがいいですよ」

　すぐに射精しちゃいそうだしね。

　ジュリーさんはわかったのか、コクンと小さく頷いていた。

「……そうする。入れただけでイキそうだから、動いたらすぐにイっちゃう」

「我慢しないでイって下さいね」

「……うん。じゃあ、動くね」

　ジュリーはお尻を持ち上げ、上下に振り始めた。

「あっ、んぅ！　ふぅ、クッ！　アッ！」

　決して速くはない動きで、ペチンペチンと根本から先端まで丹念に味わっていく。

　ジュリーさんの滑らかな褐色の肌とくびれの曲線を眺めることができて、僕は眼福だ。

「ジュリーさんの背中、綺麗ですよ」

「……んっ、うっ。そんなこと……言われたことない……。もっとブヨブヨしていないとダメ」

「僕にとってはジュリーさんのスタイルが魅力的なんです」

「……う、嬉しい」

「嘘じゃないことは、ジュリーさんにはわかっていますよね？」

「……？」

「僕のアソコ……どうなっていますか？」

「──ッ！」

　ジュリーさんは、それで初めて意識したように顔を真っ赤に染めてしまった。

「……硬くなってる。今さらだけどわたしに興奮してるんだもんね」

「そうです。ジュリーさんの顔やスタイルに僕は興奮しているんです」

「……ありがとう」

「もちろん、ジュリーさんの内面も好きですよ」

「……本当？」

　彼女は腰を振りながら、僕のほうを見てきた。

　振り返ることで腰がきゅっとカーブを描くので、さらにいい眺めとなる。

「奥手に見えますけど、ちゃんと僕のことを考えてくれています。それが素敵だなって思うんですよ」

「……わたしはただ、トモさんに喜んでほしいだけ」

「その気持ちが素晴らしいんです」

　ジュリーさんの腰振りが少しずつ速くなってきていた。

　それに伴い、膣内がきゅうきゅうと蠢いているのがわかる。

「……トモさんはずるい」

「え？　どうしてですか？」

「……わたしを言葉だけでイカせるから」

　次の瞬間。

「…………イクッ!!」

　身体を強こわ張ばらさせて、ジュリーさんは果ててしまった。

　絶頂と同時に膣内がかなり収縮してくる。

　キュッと締まって、肉棒に絡みついてくるのだ。

　射精を我慢するのも大変だ。

「ハァハァッ！　イっちゃった……」

「よかったです」

「でも、まだ……まだ満足できないのっ！」

「へ？」

　ジュリーさんはイったばかりであるのに、再びお尻を持ち上げる。

「……もっと腰振るね？」

　彼女は欲望に溺れてしまった表情で、そう言ったのだった。
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「くぅ、ふっ！　アッ！　アッ！　アアアアアッ！」

　クールで感情を出さないジュリーさんが、淫らに乱れている。

　腰が振りやすいのか、膝と膝とをくっつけ、お尻の形を強調する体勢に。

　美尻である彼女は、さらにくびれの曲線が引き締まっているのだった。

　脚を閉じた姿勢になったため、膣がかなり締まっている。

　僕は射精を必死に我慢していたのだった。

「あ、ひぅ！　いうぅ！　気持ちいい……トモさんのおちんちん！」

「う……ジュリーさん、激しすぎます」

「……ごめんなさい。止まらないの」

　先ほどはペチンペチンと柔らかい音だったが、今ではバチンバチンと叩きつける音になってしまっている。

　性欲を爆発させたジュリーさんは、これでもかというくらい激しく腰を振っている。

　あまりに高速で振っているので、目で追い切ることができない。

　速すぎて逆に、動いているのか分からないくらいのスピードだ。

　そのため、速く肉棒をしごかれているはずなのに、ジュリーさんの身体はブレていない。

「あっ、くぅ……！　トモさん……わたし……」

「ど、どうしました？」

「……イクッ」

　ビクン、と海老反りになりながらジュリーさんは絶頂した。

　だが、それでも彼女の腰振りは止まることがない。むしろどんどん加速しているくらいだ。

「あ、ダメ……また……！　イク……！」

「ちょ、ジュリーさん!?」

「また……！」

「あああっ！　うううっ！」

　イクたびに締まりがきつくなっていくので、僕のほうも限界にきていた。

　もう少し我慢できるかと思ったけど、ジュリーさんのイキっぷりを見ていたら堪えることができそうもない。

「……またイクっ！　ああぅ！　んっ！　イクッ！　イクッ！　イクッ！」

　短時間の間に四回も連続で、ジュリーさんはイってしまった。

　髪を乱し、汗だくになりながらジュリーさんは背面騎乗位を続ける。

　お尻を突き出すような体勢であるため、肛門も丸見えだ。

　褐色の肌をしているのに、アナルはピンク色。

「ここからの景色、いい眺めです」

「……んっ！　ど、どうして？」

「ジュリーさんの背中も、お尻も、肛門も、よく見えるからです！」

「あ、んぅぅぅ！　やぁぁ、汚いところは見ないでぇ……！」

「見ます」

　アナルには興味なかったけど、ジュリーさんのような綺麗なものを見ていると興奮してくる。

　僕が言ったから意識したのか、さらに肛門はヒクついているし、ジュリーさんも見られるが好きなのかもしれないな。

「……お尻の穴、いいです！　こんなに……」

　綺麗だなぁーと思っていると、

「ま、まずい……！　僕も……出るっ！」

　ヒクヒクと動いている肛門に興奮しながら僕は射精してしまった。

「ううっ！」

　ビクビクと肉棒が動いて、精液を放出する。

　膣内が小刻みに痙攣して、僕の肉棒をしごいているみたいだった。

「ちょ、ジュリーさん！」

　彼女は止まることなく、尻を動かし続けている。

　パンパンという音が速くなっていくのだった。

　ジュリーさんはのけぞりながら、

「で、出てる……！　トモさんの精液……中出し……ああぅぉ!!」

「ジュリーさん！　僕の射精でイカないで下さいっ！」

「……無理。お腹の奥をビンタされている気分……勢いよく発射されたら、また……イクッ！」

「くっ……！」

　射精をして敏感になっているのに、ジュリーさんは腰を止めようとはしない。

　激しすぎてベッドが軋む音が響いていく。

　ベッドどころから屋敷が揺れているような気がするくらいだ。

　それくらいジュリーさんの攻めは激しい。

「ダメです……ジュリーさん！　そんなに……あああああっ！」

「……トモさんの声がわたしを興奮させるの……っ！」

「くぅ」

　ジュリーさんが上に乗っているから身動きをとることができない。

　肉棒は小さくなることなく、勃起は継続したまま。

　痛みどころか、さらに気持ちよくなってしまっている。

「ハッハッ！　はぁんんぅぅうぅ！　あああああっ！　うううっ！　わたし、イクゥゥゥ！」

「ジュリーさん、ダメ……あっ！」

「……イクの止められない。一突きされるたびにイクッ！　また……イクッ！　イクッ！」

　舌を出して、よだれを撒き散らすジュリーさん。

　呂律も回らなくなっているようだ。

「……わらひぃ……こんにゃにきもふぃいこと……しらにゃい……おふぅ……！」

　背筋をピンと伸ばしながら、彼女は何度も絶頂する。

　こちらを振り向き、イキ顔を僕に見せた。

「……イクにょぉ……！　イグぅぅ！　んあっ、おぅん！」

　獣のように喉を震わせながら、ジュリーさんは腰を振っていく。

　彼女の淫らになっている姿を見ていると、僕もまた射精してしまう。

　もしかしたら彼女は気がついているかもしれないが、僕も何度も射精を繰り返していたのだった。

「……トモさん……わらひ、大きいのがくる……！」

「僕も全て出します！」

「あああああっ！　イク！　イクゥゥゥ！　イってるうぅぅ！　まだイク！　イクイクイクゥゥ！」

「くっ……出ます！」

　僕はジュリーさんのお尻を掴んで、思いっきり叩きつけた。

「イグゥゥゥゥゥゥゥ!!」

「……うっ！」

　金玉にある精液を全て吐き出すようにして、僕は中出しをした。

　何度も射精しているとは思えないほどのザーメンが彼女の膣内に注ぎ込まれていく。

「う……うんぉ……！　で、出てる……！　トモさんの……」

「ハァハァ……！　も、もう出ないよ」

「わたしも……もう動ないよぉ……っ！」

　ジュリーさんが僕のほうに倒れてきたため、彼女のことを優しく受け止める。

　額を触ると、汗がびっしりついていた。
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　身体中も汗まみれになっているし、それだけ激しく動いてくれたということだ。

「はぁはぁ……トモさん、気持ちよかった……？」

「うん。ジュリーさんは？」

「……最高」

　彼女の身体は痙攣していた。

　膣内もそうだし、脚も……。

　前者は快感によるものだし、後者は激しい運動のせいだ。

　これだけ頑張ってくれたジュリーさんに感謝しないといけないな。

「僕、腰を振られるの好きかも」

「……またする？」

「機会があればお願いします。僕が攻めるパターンもやってみたいし」

「……次もしてくれる？」

「もちろんですよ。ジュリーさんとのエッチは思い出になりそうだ」

　後ろ姿も眼福だったし、これだけで一年はオカズに困らないレベルだ。

　こんなことがまたできたら、僕は幸せだろう。

「……トモさん、ありがとう。わたしもよかった」

「喜んでくれたようで何よりです」

「……もうオナニーはしない。トモさんとだけエッチする」

　まさかの宣言。

　それくらい僕との行為がよかったということだろう。

　そう思ってくれるのは男として誇らしいものだ。

「いいですよ。いつでも呼んで下さいね」

　僕とジュリーさんは口づけをしたのだった。
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　シャワーを浴び終えた僕たちは、着替えをすませ、ベッドの中でイチャイチャしていた。

　お互いに抱きしめ合い、キスをして、身体を触り合う。

　耳元で愛をささやきながら、時間を過ごしていたのだった。

「……トモさん」

「なんですか？」

「……そろそろ時間」

「あ、そうですね」

　イレーネさんのところへ戻らないといけない。

「今日はありがとうございました」

「……お礼を言うのはわたし。すごくいい一日だった。人生で一番幸せな日」

「ジュリーさん、それは違いますよ」

「……？」

　困惑するジュリーさんを見ながら、僕は優しく微笑んでいた。

「これから毎日、ジュリーさんは一番幸せな日を続けるんです」

「トモさん……」

「大丈夫です。僕がいますから」

「……うん。ありがとう」

　彼女は僕の胸に顔を埋めた。

　僕はそんなジュリーさんの頭を撫でる。

「……またトモさんと一緒にいたい」

「いつでも呼んで下さい。あ、ジュリーさんが来てもいいですよ？」

「……今度はわたしから行くね」

「はい」

　お互いに笑い合った僕たちは、またキスをした。

　こうして僕の男娼としての初仕事は終わったのだった。
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　僕は男娼として様々な女性たちを抱いていった。みんなが、それぞれの悩みを抱えていて、その傷を癒やすため僕は頑張っていたのだ。

　懸命に努力した結果か、多くの人に感謝してもらえることになり、僕の異世界ライフは充実したものになった。

　そして、さらに数日の時間が経っている間に、ある知らせが届いたのだった。

「トモくん、聞いてほしいの」

「どうしたんですか、イレーネさん」

　僕は今、イレーネさんの屋敷のリビングにいる。

　ティータイムということでお茶とお菓子を楽しんでいたところだ。

　このお茶を用意してくれたのは、

「お姉様！　今日の焼き菓子は自信作ですわ！」

　エディスさんだ。メイドさんたちと一緒にお菓子を作ってくれたらしい。

　彼女はイレーネさんにだけデレデレしていて、僕にはあっかんべーをするだけだった。

　それでもちゃんとお茶とお菓子を用意してくれたということは、僕に対する好意は変わっていないのだろう。

　激しいセックスの後でも「さ、わたくしとできたのですから、大金を支払って」とか言ってくるが、僕が小銭を渡さなくても、いつでも身体を許してくれた。

　腹黒いところがあり、あまりにも素直になれない性格みたいだけど、セックスについては僕が求めるままだ。

　そんな彼女が僕は可愛いと思う。

「……わたしも食べていい？」

　リビングには、ジュリーさんもいる。

　僕との関係ができてから、彼女は毎日のように訪れているのだ。

　イレーネさんとも仲がよいらしく、もはやこの屋敷で一緒に暮らしてしまっているレベル。

　賑やか……とは言えない人だけど、こうして新たしい人が増えるというのは面白いものがある。

「それでイレーネさん。聞いてほしいこととは？」

「ありとあらゆるツテを使って、この街を認めてもらう方法を考えたの」

「見つかったんですか!?」

　イレーネさんはもともと貴族の人だ。

　顔を隠した上での、手紙のやり取りだけなら、かろうじてツテを当てにすることができる。

　それでも無視されたり、嫌がらせの手紙をもらっていたのを僕は知っているけど……。

　どんなに辛くても、彼女は耐えてツテを辿ってくれたんだ。

「どうなりそうなんですか？」

「まず、政務官が来ることになったわ」

「政務官が!?　じゃあ、その人にきちんとアピールすることができれば……！」

「ええ。決定とは言わないけど、一歩前進することができるわ」

「よかったですね、イレーネさん！」

　僕は喜んだ。

　だが、イレーネさんの表情は曇ったままだ。

「そう簡単ではないのよ」

「簡単じゃない？」

「やはり私たちの見た目のせいで……直接交渉することは難しそうなの」

「そ、そんな……！」

　せっかくここまで来たというのに……。

　結局、見た目が理由でイレーネさんたちは損をしてしまう。

　こんなのやっぱり許せないよ……！

　僕にも何かできないだろうか……何か……。

「あ！」

　僕はひらめいた。

「どうしたの、トモくん？」

「僕が交渉するのはどうでしょう？」

「トモくんが？」

「はいっ！」

　僕が元気いっぱいに答えると、イレーネさんは心配そうに眉根を寄せた。

「……私は賛成できないわ。相手は政務官とは言え、難癖をつけてトモくんにひどいことをする可能性があるからよ」

「大丈夫ですよ」

「私たちを見下している相手よ？　もしものことを想定するのが私の務めだわ」

「イレーネさん、ご心配ありがとうございます」

　僕は笑顔を作った。

「でも、僕だから話を聞いてもらえるかもしれません。男ですし、この見た目もプラスに働くんじゃないでしょうか？」

　黒目黒髪はこの世界では稀有な存在。

　性欲が強い世界だからこそ、僕の見た目で相手に隙が生まれる可能性がある。

　僕の世界で言えば、美しい女性が色仕掛をするようなものだと思うし。

「でも……！」

「お姉様！」

　イレーネさんが渋っていると、エディスさんが割り込んできた。

「トモ様がやりたいとおっしゃっているのだから、やらせてみては？」

「エディス、あなたまで……」

「どうせわたくしたちの容姿じゃ聞く耳を持ってもらえません。なら、トモ様に賭けるというのも一つの手では？」

「……」

　イレーネさんが困っていると、ジュリーさんも加わった。

「……わたしもそう思う」

「ジュリー……」

「……トモさんはできる人。信頼しても大丈夫」

「そう……ね」

「……それに何かあったらわたしの魔法で倒せばいいだけ」

　物騒なことを言っているが、ジュリーさんからすれば保険もあるということなんだろう。

　ここまで言われてしまったら、イレーネさんも否定することができない。

「わかったわ。トモくんに全てを任せるわ」

「了解しました」

　うまくできるかわからないけど、できる限り努力しようと思う。

　僕が頑張ればここにいる街の人たちの幸せに近づくことができるんだから。

「うふふ、本当にトモくんは男らしいんだから」

「そんなことありませんよ」

「あなたが自分から名乗り出てくれて、正直、私は嬉しかったわ」

「イレーネさんのためです。当たり前です」

「トモくん……そんなこと言われたら私……！」

　イレーネさんは股の間に手を挟んで、うるんだ瞳で僕のことを見つめてきた。

　これは発情したときの表情だ。

「トモくん、わたし……もう我慢できなくなってきたわ」

「ダメですよ、イレーネさん」

「どうして？」

　僕はちらりとエディスさんとジュリーさんを見る。

　さすがにふたりがいる状況だと気まずいものがあるだろう。

　しかし、ふたりは察したようで、

「お姉様、抜け駆けは許しませんわ」

「……わたしもトモさんとしたい」

「うふふ、トモくん……モテモテね」

「あ、はは……！」

　僕たちはみんなで寝室に向かうことになった。
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「さ、トモくん……こっちに来て」

　寝室に向かうと、彼女たちはベッドの上ですでに座っていた。

　三人とも僕のものをほしそうな表情を浮かべ、待ちきれない様子だ。

　僕が近づくと、

「トモくん……！」

　いきなりイレーネさんがキスをしてきた。

　得意のディープキスで口内を撹拌され、唾液を吸われてしまっている。

「んちゅる……じゅぶぶ……ちゅるるる……！」

　いやらしい水音が室内に響き渡るのだった。

　それを見ていたエディスさんも僕に近づいてくる。

「トモ様、わたくしもお手伝いいたしますね」

　口調は丁寧で柔らかいものだが、真っ先に股間に手を伸ばしたところを見ると、我先に僕のものを触りたいのだろう。

　慣れた手つきで僕の肉棒を露出させる。

「……トモ様、すでに大きくなっていますわ。お姉様とのキスがそんなによかったのです？」

「あら、エディス。それは仕方ないことだわ。事実だもの」

「お姉様ぁ……！」

　メラメラとエディスさんが燃えているのがわかる。

　彼女はそのまま僕の肉棒を咥えてしまった。

「はもっ！」

「う……！」

　キスされている状況で、いきなりのフェラチオ。

　ビクンと腰が引けてしまった。

「おほほ……わたくしのお口、気持ちいいでしょ？」

「う、うん……！」

　路地裏で口淫したときよりも、かなりうまくなっている。

　肉棒に絡みつくように舌を動かして、僕のことを悩ませてくるのだった。

「……わたしも」

　今度はジュリーさんだ。

　彼女は僕の服を脱がして、上半身を裸にする。

　そして、

「……ちゅ」

　乳首に吸い付いてきたのだった。

「レロレロ……れろろろろ……っ！」

　美人なダークエルフが僕の乳首を執拗に愛撫してくる。

　舌先で転がしながらも、たまに甘噛みをしてくるのだ。

　優しい刺激と強い刺激が混ざり合い、快感へと変わっていく。

　それぞれの美女が僕のことをお口で愛撫している。

　こんな状況……幸せ以外の何ものでもない。

「んんっ!?　トモ様のちんぽ……太くなってきましたわ！」

「はぁはぁ……気持ちいいんだもん」

「わたくしのお口ですよね？」

「私よね？」

「……わたし？」

　みんなが僕に質問してくるから困ってしまう。

　そんなの誰かひとりなんて選べるはずがないんだ。

「三人とも気持ちいいですから……っ！」

「トモくん、それで納得すると思って？」

「う……」

「そうですわ！　誰が一番かお決めになって！」

「そ、それは……！」

「……トモさん、わたし？」

　ぐぬぬ……三人とも気持ちいいのは事実だ。

　でも、どうして三人とも自分が一番だなんて主張してくるんだろう？

　やっぱり僕に気に入られたいという感情があるからだろうか。

　僕からしたら三人とも大好きなんだけど、そんなことを言ったら火に油を注ぐようなものだ。

　黙っておこう。

「トモくん、決められないかしら？」

「ご、ごめんなさい」

「ま、仕方がないわね。エディスもジュリーもわかった？」

「お姉様が言うのなら……」

「……はい」

　よかった。これで不毛な争いを終えることができる。

「トモくんが決められないのは、それぞれが違うところを舐めているからよ」

「同じ場所じゃないと判断できませんものね」

「……納得できない理由、わかった」

　え……？

　僕は言葉が出てこない。

　もしかして、予想外の方向に行ってない!?

　僕の主張は「三人とも気持ちがいいから判断できない」であって、「同じ場所を舐められていないから」ではない。

　早くこのことを伝えないと……！

「ちょ、ちょっと待って……」

「では、私たちが同じ場所を舐めて攻める、というのはどうかしら？」

「わたくしはお姉様に従いますわ」

「……わたしも」

「いえ、だから……あの！」

「じゃあ、トモくんが一番気持ちいいところを三人で舐めて決めてもらいましょう！」

　なんでだぁぁぁっ！

　どうしてそんな展開になるんだよぉ!?

　しかも、三人とも妙に納得した様子で大きく頷いている。

「では……」

「やはり……」

「……うん」

「「「おちんぽねっ！」」」

　三人は口を揃えて言った。

　この妙な連帯感……なんとかならないかなぁ。

「じゃあ、私もしゃぶるわ」

「お姉様、ずるいですわ！　わたくしが先だったのに……！」

「……いただきます」

「ああっ！　ジュリー様まで！　わたくしも……はもぉぉっ！」

「あ、ぐ……！」

　三人の口が僕の肉棒に襲いかかる。

　イレーネさんは肉棒の横側を舐めている。

　エディスさんは亀頭を、ジュリーさんは睾丸という配置。

　同じ場所って言っていたけど、少し違うような気がする。

　まあ、変なことを言って僕のものの取り合いになると大変だから言わないでおくけど。

「はっ、んっ！　くう……！」

　三人とも連携しているように同時にしゃぶってくる。

　イレーネさんのハーモニカフェラも気持ちいいし、エディスさんの吸引もすごい。

　ジュリーさんは睾丸を口の中に含んで、舌の上で転がしてくれている。

　美女三人に同時に攻められてしまい、僕の頭はスパーク寸前だった。

「三人ともすごく気持ちがいいよっ」

「ジュリー、トモくんが発射しそうになったら言ってね」

「……あと少し」

「なんでわかるんですか、ジュリーさん!?」

「……玉の動き」

　どういう原理かわからないけど、さすがはダークエルフと言っておこう。

　彼女の言うとおり、僕はいつ射精してもおかしくない状況になっていた。

「ん、ぼぶ、じゅぼぼぼ、がぼっ、んぶぅぉ！」

　エディスさんはかわいらしい見た目とは裏腹に、大きな音を響かせている。

　かなり卑猥な音になっているが、上目遣いで僕を見ていることからわざとだろう。

　そういったギャップによって僕が興奮することを知っているんだ。

　目だけで僕にそのことを伝えるなんて、本当に彼女は腹黒だと思う。

「ああ……やばい、そろそろ出そうだっ！」

「トモくん、出しなさい」

　肉棒が熱くなってきて、精液が登ってきている。

　美女三人の同時攻めなんて我慢できるわけがないよっ！

「ご、ごめんなさい……！　僕、出ますっ！」

　ビュクビュク、と三人の顔に精液がかかっていった。

　白い液が飛び出していき、口を開けて待っていた三人の顔を汚していく。

　みんな、口から外れてしまった精液も指ですくって舐めとっていたくらいだ。

「はぁはぁ……出ちゃいました」

「トモくん、いつもより我慢できなかった？」

「さすがに三人はきついですって」

「おほほ……トモ様、まだまだみたいですわね」

「……トモさん、頑張って！」

　むしろよく耐えたほうだと思わないか。

　僕はあまりにも気持ちよかったため、腰が抜けて尻もちをついていた。

　呼吸を整えていると、

「トモくん、まだよ」

　イレーネさんたちに腕を引っ張られ、ベッドの上に。

　そこで、三人はお尻を向けてよつん這いになっていたのだった。

「こ、これは……？」

「わかるでしょ、トモくん。さ……私たちに入れて」

　僕の肉棒はすっかり硬さを取り戻していた。
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　美女三人がお尻を向けて、僕のものを欲しがっている。

　さっきトリプルフェラで射精したばかりだというのに、今まで以上に硬く反り返っていた。

　僕の身体も彼女たちを求めているんだろう。

「トモくんったら、すっかり大きくなっているわね」

「イレーネさんたちがエロすぎるからですよ」

「うふ……私たちに欲情してくれるなんて嬉しいわ」

　彼女たちの身体は、この世界だと決して美しくはない。それにゆえに傷ついてきたこともあるのだろうが、そのおかげで僕が独占することができているんだ。

　みんなの傷を癒やしてあげるという意味でも、気持ちよくさせてあげよう。

　三人は、左からジュリーさん、イレーネさん、エディスさんの順に並んでいる。

　さて、誰から入れようかな……。

「わたくし！　わたくしからお願いしますわ！」

　最初に声を上げたのはエディスさんだった。

「エディスさん、君はイレーネさんに仕えているじゃないの？　ご主人様より早く求めていいの？」

　あえて僕はエディスさんをからかうように言ってみた。
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　彼女もわかっているのだろう。一瞬、むっとした表情を浮かべたが、すぐにぶりっ子のように、

「あんっ！　いじわる言わないで下さいっ。お姉様は心が狭いお方ではないのですわ」

　まったく、こんな言い方をされてしまったらイレーネさんだって反論しづらいじゃないか。

　ま、エディスさんはわかって言ってるんだろうけどね。

　こういうところが腹黒いところなんだ。

　そういう腹黒い子は……。

「ごめんね、僕……ジュリーさんから入れたい」

「はぁ!?　な、何でですの!?」

「ジュリーさん、あまり感情を表に出すの得意じゃないから。きっとふたりよりも物怖じしちゃうと思うんだ」

「ちっ……変態野郎が。わたくしを侮辱するおつもりですわね」

「……エディスさん、何か言った？」

「い、いえ……何でもありませんわ！」

　僕のからかいがひどいからか、エディスさんの心の声が漏れてしまっていた。

　エディスさんをこんなふうにからかうことができるのは、エッチのときくらいしかないから、今のうちに優位に立っておこう。

「ジュリーさん、入れて大丈夫？」

「……うん」

「濡れてる？」

「……お漏らししたみたい」

　確かに、愛液が滴り落ちて、シーツにシミができていた。

　ピンク色の肛門はヒクヒク動いているし、顔にはでないタイプだけど、身体にはしっかりと期待が表れているみたいだ。

　さて、ジュリーさんから挿入するかな。

　僕は彼女の腰を掴んだ。

「……トモさんのおちんちんが……っ！」

「擦りながら入れてあげるからね」

　縦筋に擦りながら、ゆっくりと挿入していく。

「あ……う……んっ」

　初体験のときはなかなか入れるのに苦労したけど、今回はすんなりと挿入することができる。

　すんなりと言っても、かなりの締め付けであるため、射精を我慢するのは大変だけど。

　それでも僕は彼女の腰を引いて、奥まで入れたのだった。

「あああっ、奥まで入って……イクッ！」

　いきやすい体質のジュリーさんは、深いところまで挿入しただけイってしまった。

　上体を逸らしながら、ビクビクと震えているのがわかる。

　ジュリーさんのイキっぷりを見て、エディスさんは指を咥えて羨ましそうにしていた。

「イレーネさん、エディスさん、少々お待ち下さいね」

「私は大丈夫よ」

「わ、わたくしも……あぅ」

　腰を振りながら見ているけど、ふたりとも決して大丈夫だとは思えない。

　餌を待つ従順なペットのようによつん這いのまま、待っているだけだ。

　さすがにこのままじっとさせておくのは可哀想かな。

「エディスさん、我慢できないならひとりでしてもいいんですよ？」

「な、生意気……じゃなくてお心遣いありがとうございますわ」

「僕が見ててあげますから、ちゃんとやって下さいね」

　にっこりと笑みを向けると、エディスさんはキッと睨みつけてきた。

　さすがに怒っているみたいだな。

　でも、彼女は僕の言うとおり、バックの体勢のまま秘部に手を伸ばしていった。

「んっ……はぅ、んくぅ、あっ！」

　初めは少しこちらを意識した感じになっていたけど、次第に手の動きが加速していく。

　エディスさんに触発されてしまったのか、イレーネさんも同じようにオナニーを始めた。

「お姉様……お姉様……っ！」

「エディス……」

　欲求不満になったイレーネさんとエディスさんは、お互いキスを始めた。

　美女がイチャイチャしながらディープキスをしているのはいい眺めだ。

　おっと、ジュリーさんも忘れてはいけない。

「イクッ！　イクッ！　イクッ！」

　相変わらずイキやすい体質のジュリーさん。

　彼女は僕が入れるたびに絶頂し、引き抜く動作でもイってしまっていた。一回の前後運動だけで二回もイけるんだからすごいものだ。

　まあ、あまりイキまくると膣内が収縮していき、僕も射精しそうになってしまう。

　膣内の生暖かい感触と愛液のねっとり具合を堪能しているだけでイキそうになる。

「……トモさんっ！　すごい、のっ！　んっ、アッ！　んぅ、くぅうふ！」

「ジュリーさんの中、絡みついてくるよ。気持ちいい？」

「おかしく……なるっ！　アッ！　わらひ、もう……らめえええ！」

「僕も……出していい？」

「……出してくれるの？　お願い……ほしいっ！」

「じゃあ、イクよっ！」

　僕は全身に力を入れ、

「うっ！」

　ジュリーさんの膣内に射精をした。

「……くっ、ふぅ……っ！　アッ！　で、出てる……ん、あぁ……ッ！」

「あー気持ちいい！」

　頭がおかしくなりそうだ。異世界に来てから射精しかしていないような気がする。

　ジュリーさんは疲れきったように、その場に倒れこんでしまった。

　さて、次は誰にしようかな……？
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「今度はエディスさんの番ね」

　僕がそう言うと彼女は嬉しそうに僕のことを見つめてきたのだった。

　すぐに、はっとして冷静な表情になったけど、僕は見逃さない。

「ねえ、エディスさん。どうして君が選ばれたと思う？」

「そ、そんなことわかりませんわ……っ！　もしかしてわたくしのことが好きだから!?」

「エディスさんのことは好きだけど、理由は違うよ」

「え？　なんですの？」

「オナニーが激しかったから」

「あぅ……」

　僕が指摘すると彼女は恥ずかしそうに頬を染めてしまった。

　ジュリーさんを犯しているのをオカズに、彼女は膣内を手でかき回していたのだ。膣内をいじりながらもクリトリスも刺激していたし、彼女の性欲は並大抵のものではない。

　いや、もしかすると僕が調教してしまったのかもしれない。

　そうだったら嬉しいな、ふふ……。

「エディスさん、おねだりして」

「お、おねだり……？」

「やり方はわかるでしょ？」

　僕がそう言うと、彼女は自ら指で膣をくぱぁと広げてきたのだ。

　糸を引いた蜜壺から大量の愛液が漏れだす。

　言葉だけでイってしまったのかな？

　彼女の場合、素直じゃないところがあるから入れて確かめてみようと思う。

「上手におねだりできたね。じゃあ、ご褒美に入れてあげるね」

「さ、さっさと入れて下さい……！」

「ん？　ちゃんとお礼を言わないとダメでしょ？」

「くっ、この変態野郎め……！　……じゃなかったですわ！　ありがとうございます、トモ様」

「いい子だね」

　僕はエディスさんの尻を鷲掴みにすると、一気に肉棒を奥まで入れていった。

「おほぉ!?」

　ジュリーさんはゆっくりとだったけど、エディスさんには強めに。

　舌を出しながら悶えているところを見ると、満足してくれたみたいだ。

「ト、トモ様……なんてことを、して下さるの？」

「エディスさんがほしかったものでしょ？」

「あ、ひぃ……いきなり入れるのは……ちょっと」

「文句があるの？」

　少しドスの聞いた声を出してみる。

　エディスさんは察したのか首を横に激しく振るのだった。

「いえ、そんなことありません……わああああああああ!?」

　急に腰を振り出す僕。

　エディスさんみたいな腹黒い女の子は、こうやって実力行使でしつけないといけないんだ。

　パンパンと乾いた音をリズミカルに奏でながら僕はバックで犯している。

「らめっ！　いきなり、それはっ！　あんっ！　んっあ！　あああああっ！」

「エディスさん、さっきのオナニーで何回イったの？」

「なんで……そんなこと、あんっ、答えないといけないのですか……！」

「知りたいから。教えてくれるよね？」

「え、えっと……だから……っ！　んんっ！」

　僕の言い方からエディスさんは気がついたようだ。

　素直に答えないとどうなるかに。

「十回……！　十回、イキましたわ！」

「あんな短時間に？」

「ごめんなさい！　十五回ですわ！」

　やれやれ、どうやら嘘をついていたみたいだ。

　これはお仕置きしないといけないな。

「エディスさんは本当に悪い子だね」

　僕は彼女の桃尻を叩いた。

　バチン！

「あう!?」

　膣が急激に締まる。

　もしかすると叩かれて感じてしまっているのかもしれない。

　エディスさん、意外とＭなところがあるようだ。

「もっと叩いてあげようか？」

「あ、くぅ……トモ様、結構ですわ」

「本当に？　なら叩かないよ。僕、エディスさんの嫌がることはしたくないからね」

「……」

　彼女は黙ってしまった。

　さあ、どうなるかな？

「あの……その、ちょっとなら……叩いても構いませんのよ？」

「僕は叩く趣味はないから」

「わたくし、叩かれたいですわ！」

「うん、わかった。初めから素直に言ってくれればいいのに」

　僕は尻にビンタする。

「あひぃ！」

　もう一度。

「くほぉ!?」

　まだまだ。

「おほぉ!?」

　叩ければ叩くほど彼女の膣が締まっていく。

　僕も限界みたいだし、そろそろ出そうかな。

「エディスさん、僕……出そうだ」

「あんっ、きひぅ！　らして、構いませんわ！　わたくしのおまんこの中にたっぷりと注ぎ込んで！」

「いっぱい出してあげるからねっ！」

　僕はお尻を引き寄せて、エディスさんの膣に発射をした。

　膣の蠕動によりマッサージされていたため、精液はかなりの量で、濃いものになっている。

「あひぃぃぃ！　わらくひのおまんこ、精液でびちゃびちゃにぃぃいいぃい！」

　元お姫様とは思えない下品なセリフ。

　舌を出しながら、目もイっちゃっているし、エディスさんは本当に淫乱な女の子だ。

　僕は腰を振りながら、残滓も全て注ぎこむ。

「あ、はぁ……っ！　ん、んぉ……！」

「たくさん出た……！」

「はぁはぁ……トモ様の特濃ザーメンが……わたくしの中に……あひぃ！」

「気持ちよかった？」

「おまんこもお尻もどっちも最高ですわ……」

「それはよかった」

　エディスさんも絶頂の疲れからその場に寝込んでしまった。

　あとはイレーネさんだけだ。

「イレーネさん、お待たせしました」

「はぁはぁ……もう無理よっ！　ふたりのセックスを見ているだけなんて」

「ちょっ、イレーネさん!?」

　彼女は自ら腰を揺らして、僕の肉棒に密着させてきた。

　お尻を左右に動かしながら、セルフで挿入してくる。

「あっ、んくぃ……！　入って……ん、んぅ、ひしゅ、んっ！」

「イレーネさんもエッチだね。自分からだなんて」

「我慢できなかったの……。お願い、トモくん。腰を振ってぇ……私をめちゃくちゃにしてぇ……！」

「もちろんいいですよ」

　僕は腰を振り始めたのだった。
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「あっ！　おぉ！　うぉ！　くほぉ！」

　イレーネさんの低音喘ぎ声が響いていく。オナニーと焦らしプレイのせいで、彼女の感度はマックスになっている状態だ。

　こうなっている女性をバックで犯していくのは、格別なものがある。

　しかも、彼女はこの街のトップ。

　そのトップが僕と肉棒にメロメロになってしまっているんだ。こんな嬉しいことはない。

「あんぅ！　ひぅん！　くほおぉおぉ！」

「イレーネさん、気持ちいいですか？」

「感じちゃうわ……！　こんなに激しく突かれたら、私……おかしくなっちゃうううう！」

「もっと狂ってもいいですよ？」

「らめよ、そんなことしたら、トモくんに嫌われちゃうわ」

「嫌いませんよ」

「本当に？」

「僕は嘘はつきませんから」

　イレーネさんのような美人なら何をしたって許しちゃうだろう。

　それこそ、目の前で排泄をしたって僕は気にしない。

　イレーネさんのことを心から愛してしまっているんだ。

「トモくん、しゅき……だいしゅきなのぉ……！」

「僕も大好きです」

「あんっ！　後ろからパコパコされるの、本当に気持ちいいのぉぉぉ！　頭が真っ白になっちゃうわあああ！」

「イレーネさん、あまり締めないで……！」

　ただでさえ、強力な締め付けだというのに、彼女は感じれば感じるほど膣内が狭くなっていくんだ。

　ヒダ壁が蠢いて、僕の肉棒にぴったりと吸い付く。

　まるでお口でバキュームされているくらい、強烈に吸引してくるのだ。

　これは彼女が本能的に僕の身体を求めているということ。

　そこまで求めるのなら、僕も彼女の期待に応えないといけないな。

「やぁんぅ！　おちんぽ、太くなって……!?」

「イレーネさんがエロいから興奮したんです」

　色白のイレーネさんの背中は美しいの一言だった。

　長い髪を乱しているところもエロく感じるし、腰からお尻の曲線は芸術的だ。

　美尻は引き締まっているが肉付きがよく、突いて上げるたびに柔肉が波打っている。

　びちゃびちゃと愛液の音が響き渡り、白い泡を作っていた。

「そんなぶっといもので私のアソコを……あんんっ！　かき回さないでえええ！」

「止められませんよ」

「んっ！　やぁ……私、イっちゃうっ！」

「先にイっていいですよ」

「やなのぉ……トモくんと一緒がいい」

　本当に可愛いことを言ってくれるな。

　イレーネさんはいつも僕を夢中にさせる。

　何度、射精したって欲望を抑えることができない僕は、動きをスピードアップしていった。

　パコパコする音がどんどんリズミカルになり、小刻みになっていく。

「あああああっ！　気持ちいい！　奥の……深いところにキスされてるのぉ！」

「何度でもしてあげますよ」

「おちんぽキス、気持ちいいぃぃぃぃ！」

　膣の動きを感じるとイレーネさんは小さく絶頂しているようだった。

　シーツをぎゅっと握りしめ、大きなエクスタシーを我慢しているようにも見える。

　イレーネさんはそれだけ僕のことを考えてくれているということだ。

「イレーネさん……」

　僕は覆い被さるようにして、イレーネさんにキスをした。

　バックの体勢だからいつもよりかはやりづらいけど、お互いに舌を絡めてついばんでいく。

「あんっ、トモくん……しゅきっ」

「もっと言って下さい」

「バックで突かれるのも、ディープキスするのも、オナニー見られるのも、トモくんがすることは何でも好きなのぉ」

「どんなことでも？」

「そうよ。今までの人生に比べたら、今は幸せ……トモくんがいるから私は幸せなの」

「僕も同じですよ」

　キスをしているうちに僕にも余裕がなくなってきた。

　肉棒が痺れてきて、ビクビクしている。

「う……イレーネさん、僕……そろそろ！」

「わかるわ、トモくんのおちんぽが大きくなっているもの。いつでも出して……あんっ！」

　限界が近づいてくる。

　もう少しこの気持ちよさを堪能したいけど……。

　なんて僕が考えていると、

「トモ様……」

「……トモさん」

　エディスさんとジュリーさんがまた、よつん這いの体勢になった。

　ふたりとも疲れて眠ってしまったのかと思ったけど、ここにきて復活のようだ。

「わたくしも一緒にイキたいですわ」

「……わたしも」

「ふたりとも……？　僕たち四人で同時にイクってこと？」

「そうですわ。わたくしたちは一緒ですから」

「……わたしもイキたい」

「よし、わかったよ」

　僕は両手を伸ばして、ふたりの膣に指を入れる。

　そのままくちゅくちゅと激しく音を鳴らしていった。

「いやぁぁ！　わたくし、トモ様の指だけでも感じてしまいますわ……！」

「あっ、くん……う……。トモさんの指で……イク！」

　イレーネさんへは抽送を繰り返していく。

　美女三人が僕の身体で同時によがっているのだ。

　それぞれが僕に心底惚れ込んで求めているのがわかる。

　僕の使命はこの人たちを幸せにすることなんだ……！

　こうして四人でセックスをしていると改めて、そういった気持ちが芽生えてくる。

　救世主として僕は責任を持たないといけない。

「トモくん、愛しているわ……！」

「わたくしもトモ様を好きです……！　ずっと付き人としてお伴したいですわ」

「……わたしはいつでもセックスＯＫ。したくなったらすぐ来てね」

「三人とも……！」

　イレーネさんの膣圧がすごいから我慢汁が溢れ出ている。

　これ以上、我慢するのは不可能だろう。

「もう……僕、出そう……です」

「トモくん、いっぱい出してぇぇ！」

「ああんっ！　わらくしも、指でイっちゃいますわああああっ！」

「……んっ、アッ！　イク……！　イってる……！　イクイクイク……！」

「みんな、一緒に……！」

　僕が号令をかけると、




『イックゥゥゥゥゥゥゥゥウゥゥ!!』




　僕たちは同時に果てたのだった。

　みんなベッドの上で横になり、荒い呼吸を繰り返している。

「はぁはぁ……さすがにもう……これ以上は無理です……」

　美女三人も同じようだった。

　汗だくになりながら、僕たちは激しいセックスをした。

　みんなは僕に近づき、抱きついてきた。

「ずっと一緒にいましょうね」

　僕の言葉に、三人は優しそうな笑みを浮かべたのだった。
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　今日は政務官とやらがやって来る日。

　街のみんなは少しそわそろした様子で、その者が来るのを待っていた。

「来たわよ！」

　街の誰かが大きな声を出す。

　そこには、馬車数台が列を作っているようだった。あの雰囲気から見ても、かなり人が多いことが予想される。

　もしかすると、国は思った以上にこの街のことを疎ましく思っているのかもしれない。

　スムーズに交渉がうまくいくことを願いながら、僕たちは政務官と打ち合わせする場所へ向かった。

　顔を合わせたところは、よく商人と交渉する場所でもある。

　決して豪華と言える内装ではないが、重要な相手をもてなすにも問題ないだろう。

　イレーネさんは、政務官たちを立ったまま出迎える。

「トモくん、そろそろ来るわね」

「そうですね」

「緊張している？」

「……少し、ですね。でも、大丈夫ですよ」

「うふふ、トモくんはさすがだわ」

　そんな会話をしていると、ガチャリと扉が開いた。

　部屋に入ってきたのは、きちんとした身なりをした女性たちだった。

　僕はその人たちを見て、言葉をなくす。

　全員が全員、フルフェイスのマスクをしていたから。

　少し不気味な意匠であるため、恐怖すら感じる。

　しかし、全員が顔に着けていることを考えると、これが政務官の正装なのだろう。

　この街に来るからわざわざマスクをしてきたのか、それとも、元からしているものなのかわからないけれど……。

　顔を隠しているのに、どうして僕が女性だとわかったのか。

　それは彼女たちが着ている服だ。

　髪が長い者もいるからそれだけでもわかるが、何よりも胸や腰のラインがはっきり出るような服を着ているため、女性だと確信できる。

　どちらにせよ、ここから交渉が始まるということだ。

「わたしは……」

　すると、ひとりの女性が前に出てきた。

「わたしが代表のシュゼット・ベクレルだ」

「私はイレーネ。この街の長です」

「ふむ……」

　イレーネさんが手を差し伸べたのに、彼女は何も返そうとしない。

　マスクをしているためどういう表情かはわからないけど、好意的でないのは明らかだ。

　さっそく僕が出ていきたいところだけど、最初はイレーネさんのみで交渉すると言われている。

　いきなり僕が出てきても混乱するだけだからしょうがないけど、何もできないのは歯がゆいものがあった。

「本日は起こしいただき、ありがとうございます。椅子に腰掛けて、お茶でも……」

「茶を飲みに来たわけではない」

「では、本題に……」

「本題？　……ふざけるな。お前たち、何か勘違いしていないか？」

「か、勘違い……？」

　イレーネさんは戸惑いを見せる。

「今日は、この街の是非について問いに来ただけだ」

「なっ!?」

　まさかの展開にイレーネさんは言葉に詰まる。

　この場所を街として認めてもらうために交渉をするのが今日の目的のはずだ。

「ふざけたやつらだ。自らが勝手に街を造り、あげくに政府に認めてもらいたいだと？」

「そ、そのための話し合いをしに来られたのでは……？」

「バカ言え。なぜお前たちのような世俗から乖離した者を政府が認めてやらないといけない」

「そんな……」

「今日、わたしが来たのは、この街から退去命令を出すためだ」

「──ッ!?」

　とうとう言葉が出なくなってしまう。

　前向きな話し合いをするつもりが一方的に街が消されてしまうかもしれないんだ。

　容姿のせいで差別され、居場所がなくなった人たちが集まった場所。

　それを壊されてしまったら、この人たちはどうすればいいんだ。

　政府は、ささやかな居場所ですら与えることを許さないのか……！

　こんなこと絶対にいけない……っ！

「なんだ、お前は？」

　気がついたら僕はイレーネさんの前に出ていた。

「僕は智明。この街でイレーネさんにお世話になっているものです」

「ほう……」

　僕のことを上から下まで舐めわすように、顔を動かす。

　その動きが不気味だったが、僕は話を続けた。

「まずはイレーネさんのお話を聞いてもらえないでしょうか？」

「なぜ？」

「彼女たちは住む場所を失い、そのせいでこの街に住むことになったんです。何もない場所から街をつくるのは大変だったでしょう……。その努力を踏みにじるつもりですか!?」

「政府は認めていない」

「なら、認めて下さい！」

「ダメだ。お前たちはただの害悪に過ぎない……！」

「そ、そんな言い方……ッ！」

　上から目線のその態度に、僕は怒りを我慢することができそうになかった。

「せめて話だけでも聞いて下さい……！」

「ふん……」

「……お願いです！」

　僕は睨みつけながら、ドスの利いた声で迫る。

　決して強面とは言える顔つきではないが、少しでも影響があってくれればいいのだが……。

「必死だな」

　政務官は鼻で笑った。

「必死ですよ……！　ここにいる人たちは幸せになりたいだけなんですから……！」

「必死になったところで抗えないものもある」

「そんなこと……やってみないとわからないじゃないですか……！」

　何もできない僕とは思えないセリフ。

　いや、ここまでは、本気になれる何かがなかっただけだ。

　今の僕にはそれがある。

　ここで諦めることは絶対にしてはいけない。

「……」

「……」

　僕と政務官の間に沈黙が訪れる。

　ただにらみ合いだけが続いていた。

　すると、

「ならば……」

　先に口を開いたのは、政務官だった。

「ならば？」

「ならば……お前だけと話がしたい」

「僕と？」

「交渉の条件はそれだ……！」

　どうしよう……。

　政務官たちと話し合いなんて。

　僕はイレーネさんを見た。

「トモくん、あなたに任せるわ」

　彼女は微笑んで、そう言ってくれた。

　……そうか。

　僕のやることはイレーネさん……この街の人の笑顔を守ること。

　そのため、僕ができることは……！

「わかりました……！　僕がお話しします」

「それでいい。では、他のものは出て行ってくれ」

　政務官の一言で、僕以外の人は出て行ってしまった。

　部屋には、僕と政務官たち。

　少し怖いけど、なんとかしないと……。

「これで我々だけになったな」

「どうして僕だけを残して？」

「ククク、お前……この私……いや、私たちを抱けるか？」

　シュゼットさんはそう言うと、マスクをはずした。

　他の政務官たちも同じように行動をする。




　──そこにいたのは、目を疑うほどの絶世の美人たちだった。
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「あ、あなたたちを抱く？」

　突然のことに驚いてしまった僕だけど、すぐにこの世界が性欲も逆転していることを思い出して失敗したと思う。

「ふふ、やはり拒否するか。この街の女たちに対する好意も所詮は上辺だけのものだろう？」

　シュゼットさんは予想どおりといった感じで続ける。

「お前が私たちを抱けるというのなら、この街のことも考えてやらんでもなかったのだがな」

　そう言う顔からは軽蔑や嘲りといったものの他に、ほんの少し諦めみたいなものが感じ取れた。

　シュゼットさんたちは、一見すると尊大で意地悪そうだけど、実際にはイレーネさんやこの街の人と同じように心に傷を抱えているんだ。

　なら、僕はこの人たちも救えるんじゃないかと思う。

「まぁいい。それよりもお前、私たちと来ないか？　少し頼まれごとをしてくれれば不自由ない生活を約束するし、私たちより美しい女を……」

「いえ、結構です。それより、セックスしましょう」

　僕はシュゼットさんの言葉を遮るように言う。

「……今なにを？　私たちとセックスするだと!?」

　信じられないように僕を見るシュゼットさん。

　他の政務官たちも驚いた様子だった。

　自分から抱けと言っていたのに、尻込みしてしまっている。

「そこまでする義理がこの街の人間にあるのか？」

「義理もありますけど、あなたたちみたいに美人ならいつでも歓迎しますよ」

「び、美人？　お前、目が悪いのか？」

「いえ、ちゃんと見えてますよ？　ほら」

　そう言ってシュゼットさんの近くに寄って目を見つめる。

「お前みたいな男が存在していたとは……。だが、私の目的は……」

　彼女は顔を赤く染めながら頭を抱えてフラフラと後ずさる。

　多分、理性と性欲の間で揺れているんだと思う。もう一押しすれば、セックスできるかもしれない。

　だけど、その前に横やりが入った。

「貴方、本当に私たちを抱いてくれるの？」

　僕とシュゼットさんの間に割り込んできたのは他の政務官たちだった。

　その表情は総じて発情したものだった。

「は、はい。でも今はシュゼットさんと話してて……」

　慌てて落ち着かせようとするが、ものの数秒で取り囲まれてしまった。

「わ、私もう我慢できないわ！」

「ワタクシも、こんな美男子とできると思うと……くぅ……」

「シュゼットさんは取り込み中みたいだし、私たちが先にしちゃっても良いよね？　良いよね!?」

　包囲の輪はどんどん狭まっていく。

　僕から見えるだけで十人以上は居て、その後ろにもまだ控えている。

「今更やめてなんて言わせないわよ。みんな、やっちゃって！」

　僕の正面に居た金髪女性の言葉に周りの女性が反応し、一斉に飛びかかってきた。

「う、うわぁぁ！」

　特に運動が得意でもない僕は動くことすら出来ずに捕まり、数秒とかからず全裸に剥かれてしまう。

　鼻息の荒い政務官たちは若干怖かったけど、今まで性欲を発散できていなかった裏返しだと思うと、僕が救ってあげないといけないんだという気持ちが湧いてくる。

　周りの女性たちも次々に全裸になっていた。

　やっぱり顔だけじゃなく身体も美しい。

「あなたはそこで寝てるだけで良いわ、私たちが全部やるから」

　さっき号令をかけていた金髪さんがそう言って、僕の股間に頭を沈める。

　十人以上の裸の女性に囲まれて既に興奮してしまい、肉棒は硬くなり始めていた。

　目に映る肉体は全てが完成された女性の体型で、エロい。

　胸や尻といった部分はもちろん、手足やお腹も合わせた肌色で視界が埋め尽くされ、鮮やかで個性的な髪色がアクセントに輝いている。

　おまけに、これだけの女性が一室の中で発情しているから、その匂いもすごい。

　男としての本能が刺激されるのか、クラクラしてきた。

　そんなことを思っていると、他の女性たちも僕の股間に顔を寄せてきた。

「すごい……これが本物の男の人の……」

「話しに聞いていたのよりずっと大きいわ！」

「はぁはぁ、こんなものが入ってきたら……ゴクッ」

　そんなにじっくり見られると恥ずかしいんだけどなぁ。

　でも、自分のものを褒められるのは悪い気はしない。

「こ、これはセックスの前にフェラするのよね？」

「そうですよ」

　本当はもう殆ど限界なんだけど、美女のフェラを受けたいがために誤摩化す。

「じゃあ、失礼するわ……ペロ、チュッ、ペロペロ」

　威勢良く僕を押し倒したはいいけど、いざ実践するとなると少し腰が引けている。

　僕もイレーネさんと出会う前は自信がなかったからよく分かるな。

　ここは僕が後押ししてあげないと。

「遠慮しなくて良いんですよ、もっと奥まで咥え込んでください」

「……本当に？　ああ、やっぱりあなたは素晴らしい男性よ」

　金髪さんはそう言って顔を蕩けさせると、さっきよりも深く、根元まで咥え込むようなフェラを始める。

「あむぅ、レロレロ、じゅるるるる」

　テクニックはそれほどでもないけど、その献身的な姿に興奮して肉棒が限界まで勃起する。

「良いですよ、もう準備万端です」

「んはぁ……なら、入れちゃうわね？」

　僕の上に股がり、肉棒をアソコに添える金髪さん。

　彼女のほうは大丈夫なのかと思ったけど、亀頭に当たったところからトロトロと愛液が垂れてきた。

　フェラしているだけで濡れたらしい、本当にこの世界の女性はエッチなんだなぁ。

　そして彼女は腰を落していき、肉棒が膣内に挿入されていく。

「んん、はぁ……とっても熱いわ、これが本物の！」

　最後まで挿入し終わると、感動したようにブルッと身体を震わせる。

　僕のほうも膣内の締め付けが気持ち良くて声が出ない。

「ね、ねえ、もう腰を振ってもいい？」

　情欲に濡れた目で問いかけてくる金髪さん。

　僕はそれに頷くことで答える。

「ふふ……んっ、あんっ、あんっ、ふぅん！」

　さっそく腰を上下に動かし始める彼女が喘ぎ声を漏らす。

　それを見た周りの政務官たちが一層顔を赤くする。

　何人かは待ち切れないとばかりに僕の上半身に集まってきた。

「わ、私とキスしてもらえますか……？」

「頭……わたしは男の人に頭撫でてほしいっ！」

「身体、舐めてもいいかな？」

　彼女たちの思いに応えたい僕は一つずつ頷いていく。

　恐る恐る聞いてきた彼女たちも、僕の返答を見ると花が咲いたように微笑んで行為に移っていく。

　そして、一度始めればさっきの弱気な姿はどこへやら、痴女のような激しさとねちっこさで没頭している。

　全身を囲まれて身動きできない状況なのは少し心配だけど、同じく全身から走ってくる快感は僕の思考を鈍らせる。

「ふっ、あんっ、んん！　こんな身体でも受け入れてくれる……あなたは私たちにとって救世主だわ！」

　僕の上で腰をくねらせている金髪さんが嬉し涙を流している。

　そんな顔を見ると、この街にやって来て良かったのだと思う。

　それに、肉棒を攻める膣内の動きがまた激しくなってきて気もちいい。

「僕も、美女に囲まれて死ぬほど幸せです……」

　まさにハーレム状態。

　物語の英雄や王侯にしか出来ないようなことを、たいした力を持たない僕が成し遂げている。

　その事実を再認識すると、いままで抑えようとしていた興奮が一気に昂ってきた。

「も、もう出そうですっ！」

　そう言うと、金髪さんが目を見開いて腰の動きを激しくする。

「出るの？　精液出るのね!?」

「はい……う、激しっ」

　今までで最速のピストンに思わずうめき声を上げる。

　僕の身体を責める他の女性たちも性感を高めようと動きを激しくした。

「このまま中出しして、わたしにあなたの精液ちょうだい！」

　彼女は僕の肉棒の震えを感じ取ったのか、ひと際大きな動きで腰を密着させる。

　亀頭に密着した子宮口の弾力に我慢していたものが決壊する。

「うっ！」

「きた、きたきたぁ！　わたしの中で精液出てるぅ!!」

　僕と同時に金髪さんも身体を震わせ絶頂する。

　そのまま射精の快楽に身を浸していると、金髪さんが腰を持ち上げて肉棒を引き抜く。

　そこで腰が抜けたように後ろに座り込んだ彼女は、膣内から流れ出る精液を掬いとって一舐めする。

「精液の味……本当に中出しして貰えたんだ……」

　その嬉しそうな表情を見ると、僕も幸せな気持ちになる。

　だけど、それも長くは続かなかった。

「次はあたしよ。まだガチガチだわ、これならすぐに入れられるわね……んうう！」

「あ、ちょっと……うくっ」

　待機していたなかからひとりの茶髪女性が出てきて、素早く肉棒を挿入する。

　そして、始めから容赦なく腰を動かしだした。

　普通は射精後には性感が急激に冷めていくけど、今はそれが起こる前に新しい刺激が与えられたから脳が興奮しっぱなしだ。

　数分も経たずに射精感が高まり、茶髪さんの中に射精してしまった。

「ま、また出る」

「イクッ！　初セックスの初中出しでイっちゃうぅぅうう！」

　勢いの劣らない射精が茶髪さんの中で精液をまき散らし、彼女を絶頂させる。

　そのままぐったりしてしまった茶髪さんは、他の女性に脇を抱えられて移動させられる。

　そして、空いた肉棒にはすぐさま別の女性がまたがる。

　そのまま次々と女性たちとセックスしていき、一巡したと思ったらまた最初からもう一回。

　天国のような大乱交はシュゼットさんが正気を取り戻し、みんなを一喝するまでの間続いたのだった。
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「お前たち、いい加減にしろ！」

　部屋の中に怒号が響き、代わる代わる僕を犯していた女性たちの動きが止まる。

　声の主はシュゼットさんで、その表情は硬い。

　僕がセックスを了承したことで混乱していたけど、立ち直ったみたいだった。

「私たちはここに何をしに来たと思っている、遊びじゃないんだぞ？」

「す、すみません！」

「でも、この方も合意の上ですし」

「我慢できるわけないじゃないですか！」

　冷静な中にも怒りが含まれた声に怯む女性たちだが、反論もあるみたいだった。

「黙れ、私たちはここに話し合いをする名目で来ているのだ。外に行って頭を冷やして来い」

　だが、シュゼットさんの有無を言わさぬ言葉の前にすごすごと退出していく。

　今のでわかったけど、この人は性欲の強い女性のなかでも自制が効くタイプみたいだ。

　普通の女性なら、あの乱交を見せつけられれば参加してしまうだろうから。

「部下たちが失礼した。公人としては不適切な行動だった、謝罪する」

　口先では謝ってるけど、頭は下げない。

　徹底しているなあ、この人に話しを聞いてもらうのは容易じゃなさそうだ。

「あの人たちを責めないで下さい。僕が安易に答えてしまったから、我慢が効かなかったのかもしれません」

「そうだな、お前が部下たちを誘惑したともとれるな」

「えっ!?」

　突然の責任転嫁に焦る僕。

　シュゼットさんを見るとニヤッと笑っている。

　しまった、ハメられた!?

「公務執行妨害となると、聴取のために私たちについてもらう必要があるな」

「そんな……僕はここを離れたくありません！」

　僕はこの街の女性を救いたいし、なによりイレーネさんとの約束がある。

「それにだ、ここ十数年でこの付近に黒髪の男が産まれたという情報も無い。お前を他国のスパイとして吊るし上げることも出来るんだぞ？」

　同行を拒否する僕に、これでもかと追加の脅しをかけてくるシュゼットさん。

　その表情は頑としたもので、一分の隙も見えない。

「どうしてそこまで僕を？」

　僕が問いかけると、彼女は腕組みして上から目線で答える。

「決まっている、黒髪だからだ。普通の女はお前を見るだけで発情し、セックスを持ちかけられれば断ることが出来ない。私が組織でのし上がるための優秀な駒になってもらうためだ」

「人を道具みたいに……」

「そうだ、私みたいな醜い女が生き残るためには何でも使うしかなかった」

　僕が非難の目を向けると、シュゼットさんは開き直って言い返してくる。

　だけど、その言い方に僕は自棄になっているような本音の部分を感じた。

　酷い言葉をかけられたけど、この人も心の中には闇を持っているんだ。

　だったら、僕が出来ることはしなきゃいけない。

「……シュゼットさん、僕のことは好きにしてください。でも、その代わり一つお願いを聞いてもらえますか？」

　これは僕にとって大勝負だ、失敗すればイレーネさんとの約束も破ってしまう。

　でも、イレーネさんはこれ以上の難しい問題を解決して今の街を築き上げたに違いない。

　彼女に釣り合う相手になるには、これぐらいの壁は乗り越えなきゃいけないんだ。

「いったいなんだ？」

「僕と、セックスしてください」

「……本気か？」

　僕の言葉にあっけにとられるシュゼットさん。

「一回だけでも良いんです。それでも気が変わらなければ連れて行くなりなんなりしてください」

「わかった、相手になろう」

　答えを聞いた僕は彼女の元まで歩いていき、肉棒を露出させる。

「舐めてください」

「わ、私が舐めるのか？」

「そうですよ。部下の方たちもやってたでしょう？」

　僕のものを見てたじろぐシュゼットさん。

「これが男の生のちんぽ……う、すごい匂いだ」

　さっきの大乱交の後に簡単に拭いただけだったから、性臭がこびりついてるんだろうと思う。

　でも、それもシュゼットさんを興奮させるのに役立っているみたいで、彼女の頬がほんのり赤くなっているのがわかる。

「じゃあ舐めるからな……ペロ、チプ、チュプ」

　肉棒をじっと見つめてからようやくフェラを始めた彼女だけど、その勢いはさっきの金髪さんよりも弱々しい。

「もしかして、こういうことの知識もないんですか？」

「うるさい、出世するのには必要なかったからだ……」

　やっぱり、仕事一筋でエッチな知識を調べる暇もなかったみたいだ。

「それじゃあ全然ダメですよ。もっと咥え込んで頭を振ってください」

「んぐ……ジュポッ、ジュポッ、ジュポッ！　こうか？」

　僕の言うとおりに咥え込んだ激しいフェラをするシュゼットさん。

　その顔は徐々に紅潮し、目には情欲の色が伺える。

　初めて肉棒に触れて、この世界の女性としての本能が目覚めてきたみたいだった。

「はい、だんだん上手くなってきてますよ。気持ちいいです」

「良かった……じゃない！　私にかかれば当然だ」

　一瞬惚けた表情をしたけど、すぐに元のキリッとした顔に戻る。

　でも、チラッと本性は見えた。やっぱり根っこは他の女性と同じなんだ。

「んっ、チュブ……レロレロ」

「うっ……」

「ほう……ここが良いのか？　ジュルル！」

　舌が裏筋の良いところに当たって思わず声が出てしまう。

　そこを見逃さなかったシュゼットさんは、即座に集中して責めてきた。

　にゅるにゅると動く舌に与えられる快感に、思わず腰が引けてしまう。

「逃がさないぞ……グボッ、ジュゾゾゾ！」

　だけど、彼女はそれを許さない。

　すかさず僕の腰に手を回し、抱き付くようにして肉棒を深く咥え込む。

「そ、それやばっ……ぐぅ」

　追い討ちをかけられた僕は我慢できずに精液を少し漏らしてしまった。

「ジュル、何か変な味が……？」

「ごめんなさい、少し精液が漏れちゃいました」

「なに!?　こ、これが！」

　シュゼットさんは驚いたように言うと、ビクビクと震える僕の肉棒を見つめる。

「はは……私が、私が男に精液を出させたのか」

　どこか感動したように言う彼女。

　ここが責め時だと思った僕は声をかける。

「シュゼットさん、放っておかれると辛いんです。もっと舐めてください」

「そうか、ならもっと気持ちよくして射精させてやる！」

　そう言うとまたフェラを再開する。

　肉棒を舌で巻き取るような動きで刺激したかと思えば、亀頭部分を重点的に舐め回す。

　そこに始めたばかりのころのたどたどしさはなく、ただ精液を搾り取ろうとする淫乱な姿があった。

「はぁはぁ……シュゼットさん、もうすぐです」

　とうとう我慢できなくなって、それを伝える。

「んぐっ!?　ジュ、ジュル！　良いぞ、イってくれ、私の口で！」

　そう言うと彼女はまた肉棒を深くまで咥え込み、激しく頭を前後に振る。

「ガポッ、ガポッ、ジュゥゥジュルル！」

　下品な音が鳴るのも気にせず、精一杯僕を気持ちよくしてくれようとしている。その気持ちが嬉しい。

　でも、気持ちとは別に身体はもっと快感を得ようとする。

　シュゼットさんの頭を手で抑えて、喉奥に腰を突き込む。

「出る、シュゼットさんっ！」

「んんっ、んおおぉぉおお!!」

　大乱交の後とは思えないほど勢いのある精液が発射される。

　そのまま十秒ほど続いた射精をシュゼットさんは全て受け止めた。

　発射された精液はゴクゴクと飲み干し、一滴も漏らさない。

　僕が我に帰って頭から手を離した時には、ゴホゴホと咳き込んでしまっていた。

「ごめんなさい！　僕、最後に思わず……」

「良いんだ、それだけ気持ちよかったんだろう？」

　謝る僕に彼女は何でもないように答える。

「はい、凄く良かったです」

「良かった、か。そうか……」

「シュゼットさん？」

　そこで俯いてしまった彼女を心配に思ってしゃがみ込む。

「はははは……男が、私の口にちんぽ突っ込んで射精したのか……くっ、うううう」

「あの、大丈夫ですか？」

　そこで彼女が顔を上げて僕を見る。

　目が合った彼女は、その目尻に涙を溜めていた。

「私、知らなかった……男と触れ合うというのが、こんなに幸せなことだと知らなかった……！」

「シュゼットさん……」

　声を震わせる彼女を僕は抱きしめた。

「君に酷いことばかり言ってしまった。この街の町長も蔑んで……」

「良いんです。今までこの国で生きるなかで酷いこともされたと思うし、やりたくないこともしなきゃならなかったんですね」

　それから改めて目を見て告げる。

「でも今は僕が居ます。それに、まだセックスは本番じゃないんですよ？」

「……ぁ、そうか、フェラはまだ前戯だったな」

　僕の言葉にはっとしたシュゼットさんだったが、その後すぐに興奮した表情になる。

「良いんだな？　私と、本番セックスまでして」

「はい、あなたみたいな美人なら僕のほうからお願いしたいくらいです。ふたりでもっと気持ちよくなりましょう！」

　その言葉に嬉しそうな表情になるシュゼットさん。

　さらに彼女は少し躊躇いながらも要求を口にする。

「な、なあ、私もお前のことを名前で呼んでも良いか？」

　僕はそれに快く答える。

「はい、もちろんです。どうぞ」

　すると彼女は恐る恐ると言った感じに口を開く。

「ト、トモアキ？」

「はい」

「トモアキ……トモアキッ！」

　ついには感極まった表情で僕に抱き付いてくるシュゼットさん。僕は若干よろけながらも彼女を受け止めて、涙声で僕の名前を呼び続ける彼女の背を撫でるのだった。
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　シュゼットさんに泣きつかれてから十分以上は経っただろうか。

　僕から離れた彼女の目は泣きはらして若干赤くなっていたけど、冷静さも戻っているみたいだった。

「すまない、無様なところを見せたな」

「いえ、僕はシュゼットさんの本音を聞けて嬉しかったです」

「ふふ、トモアキは本当に優しいな。私には眩しいくらいだよ」

　そう言って苦笑する彼女からは最初のころのトゲがだいぶ取れているように感じた。

　これで心の闇を少しでも晴らすことが出来たと思う。

「後は本番だけですよ」

「そ、そうだったな」

　僕の言葉にこれからのことを想像したのか顔を赤くするシュゼットさん。

「心配なら、僕のほうで動きましょうか？」

　セックスで女性をリードするなんて、ちょっと前の自分からしたら信じられない発言だ。

　でも、これからも女性を助けていくなかで、僕のほうから誘っていく必要があるかもしれない。

　それに、イレーネさんたちとのセックスでテクニックに自信がついてきたのも事実。

　今だって恥ずかしかったけど、シュゼットさんを思えばこそだ。

「トッ、トモアキが動いてくれるのか!?　……いや、本番まで任せっきりでは悪い。私がやるよ」

「わかりました。じゃあ、横になりますね」

　仰向けで横になる。

　だけど、少し時間が空いたからか肉棒が萎えてしまっていた。

　なら、この状況も利用しようと思って彼女に声をかける。

「シュゼットさん、服を脱いでくれますか？」

「服を脱ぐだって？　だが、とても君に見せられるような身体では……」

　僕の言葉に頭を振って拒否する。

　だけど、これも彼女を救う為の一歩だ。

「僕はあなたの裸が見たいんです。きっとそれで興奮できるから」

「そこまで言うなら……」

　渋々といった感じに服を脱ぎ、下着姿になる。

　薄布一枚越しに見てもシュゼットさんの身体は素晴らしかった。

　つんと前に張り出した大きな乳房。

　キュッと締まったお腹周り。

　そして、揉み応えのありそうなお尻。

「綺麗だ……」

　思わず声が漏れ出てしまった。やっぱり、顔だけじゃなく身体も素晴らしかった。

　イレーネさんたちこの街の女性にも見劣りしないほどの美女だ。

「綺麗などと……やはりトモアキの目はおかしいんじゃないのか？」

　気の強そうな顔立ちを羞恥に染めながらそんなことを言う。

「なら、僕の目がおかしくても良いです。僕にとってはシュゼットさんみたいな美人とセックス出来るだけでも嬉しいんですから」

「うぅ……トモアキはまたそう言って私の心を揺らすんだな」

「本当のことですよ。その証拠に僕のここも大きくなってます」

　実際に、萎えていた肉棒もムクムクと復活してきている。

「そうか、これが私の身体で……」

　シュゼットさんがそれをじっと見つめる。

「あまり見ないでください、恥ずかしいです。それより、下着も脱いでもらえませんか？」

「そ、それは……すまない。今の状況でもいっぱいいっぱいなんだ、男性に下着姿を見られるなんて初めてで」

　本当にすまなさそうに言うので、僕もこれ以上言うのは止める。

「じゃあ、またがってください。こっちの準備は出来てますから」

「わかった」

　彼女が僕にまたがって、腰を落す。

「シュゼットさんのほうは大丈夫ですか？」

「ああ、トモアキに見られているだけで濡れている。もう下着にまで染みてしまったよ」

　言われて見ると、確かに下着に濃い染みができている。

「恥ずかしながら、君のちんぽを舐めているときから塗れっぱなしなんだ」

　そこまで言われて嬉しくならないわけがない。肉棒も臍まで反り返るほどに勃起している。

　シュゼットさんはそれを見て発情したように息を荒くする。

　そして、下着をずらしてアソコに亀頭を押し当てる。

「もう、我慢できそうもない。いいか？」

「はい。シュゼットさんの処女を僕にください」

　その言葉に彼女は安心したように笑うと、徐々に腰を沈め始めた。

「うっ、くうぅ」

　シュゼットさんが声を漏らす。彼女の膣内はかなり締まっていた。

　性欲発散のための相手や道具も無い環境でずっと我慢してきたからだろうか。

　今入ってきているのが男の肉棒だと分からないかのように、膣が挿入を拒んでいる。

　だけど、その分入ってしまえば、至上の快感が得られるに違いない。

「ふぐ、硬い……でも、これなら！」

　シュゼットさんが腰をグリグリと動かすと肉棒が膣壁をかき分けるようにして進み、まず亀頭が入りきる。

「あの、あんまり無理はしないほうが……」

「大丈夫だっ、んっ、んぐうううう！」

　僕が心配して声をかけたところでシュゼットさんが一気に腰を落とした。

　肉棒は進み続けて、奥の子宮口にまで達する。

「ぐ、はぁ……」

「ああぁぁうううぁぁあ…………」

　僕の短い呻きとシュゼットさんの長い喘ぎ声が同時に漏れる。

　初めて男のものを受け入れた膣内は戸惑うようにビクビクと震えていて、それが気持ちいい。

　腰に力を入れてないとすぐにでも射精しちゃいそうだ。

　彼女のほうも余裕がないみたいで、腰を沈めた体勢から一度も動かずにいる。

「シュ、シュゼットさん？」

「ああ、凄い……ちんぽ凄過ぎるぅ……！」

　僕の言葉に反応して頭を上げたシュゼットさんの顔は、さっきの政務官たちと同じ発情した女のものだった。

「熱いよ、トモアキ……私の中、トモアキでいっぱいになってる！」

「僕も、シュゼットさんに包まれてるのを感じます！」

　彼女もイク寸前なんだろう、全身をプルプルと震わせている。

　動かなかったのではなく、動けなかったのだ。

　このままでは動かなくてもイってしまう。それはそれで良いけども、少しもったいない。

「シュゼットさん、前のめりになって」

「な……わかった……」

　一瞬いぶかしげな表情になるも、考えている余裕もない彼女は言われたとおりに前のめりになる。

　ちょうど僕の頭の横に手をつく感じだ。

　彼女の顔が近づくのを確認した僕は、それを腕で引き寄せた。

　そして、

「……ちゅう」

　シュゼットさんの唇にキスをする。

「……ッ!?　んんんん！」

　一瞬ほうけた表情をした彼女だが、次の瞬間には自分が何をされたのか認識して驚愕の声をあげる。

「ふっ、うぅ！　？？？？ッ!!」

　そして、全身を震わせて絶頂した。

　同時に膣内がいっそう締まり、耐えかねた僕も射精する。

「ふうっ、ちゅうう！　っはぁ、イってしまったぁ……トモアキにキスされてイっちゃったぁ……」

「シュゼットさんの中も、気持ちよかったですよ」

「ほ、ほんとか？」

　蕩けたニヤケ顔を隠せないシュゼットさんに僕は頭を縦に振る。

「そうか、良かった……」

　その答えに安心したように一息つく。

「でも、まだトモアキのは硬いままだな」

「それは、シュゼットさんの中が締め付けてくるから……」

「ふふ、ならキスしてくれたお礼にいっぱい気持ち良くなってもらわないとな。ふっ！」

　そう言うと彼女は絶頂間もないにも関わらず腰を振り始めた。

　まさかの行動に、同じく絶頂したてで肉棒が敏感になっていた僕もうめき声をあげる。

「ちょっと待って、今は！　うぅ！」

「トモアキにっ、気持ちよくなってもらうっ、ためならっ、何でもするぅ！」

　案の定、連続の刺激に耐えられなかったシュゼットさんがまたイク。

　だけど、イった最中でも腰振りだけは止めない。

　涙や涎で顔を汚しながらも、僕を気持ちよくしようと必死に腰を打ちつけるシュゼットさん。

「出るっ……うくっ！」

　その彼女の姿がとても愛おしくて、また射精する。

「シュゼットさん。僕、もっとあなたを感じたい！」

「あくうぅぅ！　イって、もっとイって！　私もイクからぁ！　あひゃあぁぁ!!」

　連続で絶頂していたシュゼットさんの身体のほうに限界が来たようで、徐々に動きが鈍くなる。

　そこで今度は僕が彼女のお尻を掴み、下から突き上げるように腰を動かす。

「あひっ！　ト、トモアキ？」

「僕も、シュゼットさんに気持ちよくなって欲しいんです」

　ベッドの上じゃないから下からは難しいけど、それでも精一杯の力を込めて突き上げる。

「ふぎいぃぃ！　当たってるぅ……トモアキのちんぽが奥まで当たってるよぉお！」

　シュゼットさんがのけぞって天井を見上げる。

　そして、絶頂に加えて潮も吹き出した。

　そろそろ限界と見た僕は、最後に勢いをつけて子宮口へ肉棒を突き上げた。

「イクッ！　イクイクイクゥ！　トモアキのちんぽに子宮潰されてイっちゃうぅぅぅぅ!!」

「シュゼットさんっ！」

　彼女の絶頂と同時に僕も精液を吹き出した。

　僕は腰を浮かせて肉棒を子宮口に押し付けたまま、快感を味わう。

　シュゼットさんはのけぞった姿勢のまま気絶しているみたいだけど、膣内は未だに肉棒を締め付けている。

　ふたりの結合部からは、収まりきらなかった精液が溢れ出ていた。

「…………ふぇ？　あっ、私……」

　しばらくして意識を取り戻したシュゼットさんが、慌てて立ち上がろうとしてよろける。

「大丈夫ですか？　連続でイったばかりですから、無理しないほうが良いですよ」

「あ、ありがとう」

　僕の手を取って体勢を直し、床に座る彼女。

　そして、改めて僕を見つめて言う。

「トモアキ、ありがとう。本当に……ありがとう……」

　途中から涙ぐむ彼女の頭を撫でて慰める。

　僕のほうこそお礼を言いたい。

　またひとり苦しむ女性を救えたんだから。

　僕はそうやって、しばらくの間彼女を慰め続けるのだった。
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　しばらくシュゼットさんを慰めていると、落ち着いてきたようなので話しかける。

「もう大丈夫ですか？」

「ああ、もう大丈夫だ。そろそろ追い出した部下たちや町長に話さないと怪しまれてしまうな」

　泣きはらした顔を拭きながら言う。

「あれ、隠すつもりなんですか？」

　この世界の女性はみんなエッチなことに関してはオープンみたいだったけど。

「私はこれまで厳格な仕事人間で通していたから、バレると信用が崩れるかもしれない……」

「そんなに気にしなくても大丈夫だと思いますよ」

　むしろ、敬愛する上司が救われたなら喜んでくれると思う。

　悪い人たちじゃなさそうだったし、彼女たちも僕が相手をしたことで少しは救えたんじゃないだろうか。

「とにかく、服を着て身なりを整えましょう。その後で僕やイレーネさんの話を聞いてもらえますか？」

「ああ、わかっている。もういきなり退去勧告なんてしない」

「よかった……」

　これで、ちゃんとした話し合いが出来る。

　そう思って気がはやっていた僕は、シュゼットさんを助け起こそうと彼女の腰に置いた手を滑らせてしまった。

　手は腰からお尻のほうまで滑っていき肛門の上を擦った。

　その瞬間、

「ひゃうっ!?　あひいぃぃぃ！」

　シュゼットさんは全身を激しく震わせる。

　たぶん、イったんだ。でも、なぜ今？

　訳が分からず混乱している僕に彼女が縋すがりついてくる。

「ひっ、ひうぅ」

　数秒前までキリッとしていた顔はグズグズに崩れてしまっている。

「ご、ごめんなさい！　何かしちゃいましたか？」

「違う、違うんだ。ちょっとまだ足がふらついてただけだから……」

　頬をヒクヒクとさせながら言うシュゼットさん。

　でも、これは明らかに……まさか！

「シュゼットさん、もしかして今までお尻のほうでオナニーを？」

「ッ!?」

　その言葉を聞いた瞬間、彼女の表情が固まる。

「違う！　私はそんなことはしてない！」

　我に返って必死に否定されたけど、余計に怪しくなってきた。

　試しに、もう一度同じ場所を擦ってみる。

「うふっ、おほおぉぉおお！」

　中出しされたときよりも大きく声を上げて絶頂するシュゼットさん。

　これは確定みたいだね。

　シュゼットさんは堅物政務官の顔をして、裏では夜な夜なアナルオナニーにふけっていたんだ。

「みっ、見ないでトモアキ！」

　自分がアナルでイク姿を見られたくないのか、懇願してくる彼女。

　僕はそんなことで嫌いになったりしない。この世界の女性は一様に性欲が高いのはわかっていたから。

　でも、そっちのほうを使っている人には初めて会ったから驚いたな。

「大丈夫ですよシュゼットさん。こっち向いて」

「えっ？　んぐぅ」

　僕のほうに向いたシュゼットさんにキスを落とす。

　すると彼女は目を丸くして、すぐさまお返しとばかりに唇へ吸い付いてきた。

「ね？」

「き、君は本当に出来た人間だな……」

　感動したように言う彼女。

　でも、安心はさせられないかな。

「シュゼットさん、お願いがあるんだけど……」

「なんだ？　この街を承認しろと言うなら……」

「それもあるけど、今は別のお願いだよ」

　そう言うと、じゃあいったい何をと不思議そうな顔をするシュゼットさん。

「僕、この街でいろいろな女性とセックスしてきたんだ。だけど、お尻を使っている人には初めてあったんだ」

　そして、ずいと顔を近づけて言う。

「シュゼットさんのお尻を犯したい」

「わ、私の尻を!?」

　驚くシュゼットさんに頷く。

　僕は出来るだけ多くの女性を救いたい。

　だから、出来るだけ多くの欲望も受け止めてあげたいんだ。

　そのことを伝えると、シュゼットさんも首を縦に振ってくれた。

「私との経験が役立つなら、トモアキの力になりたい。──それに、トモアキのお尻での初めてをもらえるんだからな」

　最後のほうは聞こえなかったけど、お願いを受けてくれてよかった。

　シュゼットさんは裸になる。

「ありがとう、じゃあ机に手をついてくれる？」

「君のほうから動いてくれるのか？」

「うん、そのほうが確認しながらできるから」

　そう言うと大人しく言うとおりにお尻を向けてくれる。

　こうやって見ると、改めて綺麗なお尻だと思う。

　つい手がのびて揉んでしまった。

「ん、んん……私の尻はどうだ？」

「むちむちとしてて揉み応えがあります。今すぐ顔をうずめたいくらいです」

「君にそう言われると、恥ずかしいな……。誰かに見られることすら考えていなかったから」

　会話しながらもその手に吸い付くような弾力を持つ尻の感触を楽しむ。

　次第に収まっていた興奮も高まってきて、肉棒も勃起した。

「このまま入れても大丈夫ですか？」

「いつも綺麗にしてるから問題ないぞ」

「なら……」

　僕は肉棒を掴み、亀頭を尻のすぼまりに押し当てる。

「入れますね」

「トモアキ、きて……」

　改めて了解をもらった僕は徐々に腰を押し出していく。

　だけど、出入り口のあたりは流石に締め付けが厳しくてとまどってしまう。

「そこは、慣らしてあるからっ、うぅ、思いっきり突き刺してくれ！」

　シュゼットさんに言われて、両手で腰を掴んで一気に挿入する。

「はぐうぅぅうう!?　は、入ってきたぁ！」

「うっ、気持ちいい……！」

　挿入と同時に襲い掛かってきた快感で互いに声を上げる僕たち。

　初めて入れた腸内では、膣内とは違うぬめりや凹凸の少ない内壁という特性から、まったく違う快感が待っていた。

「我慢できない……シュゼットさん、動かしますよ？」

「待ってくれ！　今動かさなっ、おぉぉおおお!?」

　しばらく繋がったまま動かなかった僕だけど、我慢できずに腰を振り始めてしまった。

　突然始まったピストンにシュゼットさんがたまらず悶える。

「んぐっ、ううぅぅ……おっほおおおおおお！」

　ピストンが始まって少しの間は喘ぎ声を抑えようとしてたみたいだけど、お尻を突いてあげると綺麗な顔からは想像もできないようなうなり声を出す。

　僕がそれを彼女に出させていると思うと興奮して、思わずピストンのスピードを上げてしまう。

「イクッ、イクイク！　イクのおおおおお！」

　快感に耐え切れず、シュゼットさんがイった。

　絶頂で全身が痙攣し、僕の入れている穴も収縮する。

「うっ、くうぅ！」

　今までで一番の刺激に危うく射精しそうになるのを、お尻を思いっきり掴むことで堪える。

　でも、今日はかなりの回数をこなしてきたから、残りの出来る回数も少ない。
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　もっとシュゼットさんをイかせてから、僕もイキたい。

「ふふうぅぅ、トモアキにお尻でイかされたぁ」

　絶頂が終わって身体の緊張の解けた彼女は上半身を机に突っ伏してしまう。

　ただ、足は震えながらも体勢を維持している。

　僕のためにここまでしてくれていると思うと嬉しくなった。

　その思いに応えるために、僕もピストンを再開する。

　シュゼットさんの腸内は肉棒で突くと飲み込まれるようにスルスルと入っていく。

　そして、引き抜くときには離さないようにピッタリと密着し、強烈な吸い付きをしてくる。

「シュゼットさん、もっと気持ちよくなって！　本当のあなたを見せて下さい」

　肉付きの良いお尻に腰をぶつけると、パンパンと良い音が鳴る。

　膣には一切触れていないけど、そこから新しく分泌された愛液と中出しした精液が垂れて床を汚している。

「らめぇぇええ！　また突いちゃいやぁ！　またイクぅぅううおほおぉぉおお!!」

　またシュゼットさんがイったけど、今度はピストンを止めない。

　射精は堪えられなくなるけど、その分連続でイかせようと思ったからだ。

「なっ、なんで止まらないのぉ？　またイっちゃ、うううううう！」

　絶頂で締まる腸内に堪えきれなくなった僕は、最後に限界の速度でピストンする。

「速い、ちんぽ速すぎるぅ！　死ぬっ、死んじゃうっ、イキ死んじゃうからあぁぁああああ！」

　連続絶頂で耐え切れなくなったのか、ついにシュゼットさんの足から力が抜ける。

　僕は腰を両手で抱えてなんとか保持し、そのまま責め続ける。

　そして、僕にも限界が訪れた。

「イク、出すよっ！」

　そう言うと腰をシュゼットさんのお尻に限界まで密着させ、肉棒をなるべく奥に突っ込んでから射精した。

「──っ！　──おおぁ、おぉぉ」

　シュゼットさんも消えかけの意識の中、絶頂してくれた。

　そのまま最後まで精液を出し切ると、疲れ切った僕はシュゼットさんの上に覆いかぶさるように倒れてしまった。

「ふぅ、シュゼットさんのお尻気持ち良すぎて精液出しすぎちゃったよ」

「はぁ、ふぅ、はぁ……私のは気持ち良かったか、それは良かった」

　そうしてお互いに笑いあう僕たち。

　今日はたくさんの女性とセックスできたし、新しいセックスも学べた。

　一時はどうなることかと思ったけど、良いこと尽くめだったなぁ。

　その時、部屋の扉がガチャリと音を立てて開く。

「トモくん、あとどのくらいお話しを……」

　唐突に入ってきたイレーネさんと、机にもたれかかる僕たちの目が合う。

「「「あっ」」」

　事態を察したイレーネさんがニヤリと笑う。

「あら、政務官さん。これはいったいどういう事でしょうか？」

「こっ、これはその……」

「言い訳は後で聞きます。今は早く身を整えて下さい！」

「ひっ、わかった！」

　一気に形勢が逆転したみたいだ。

　シュゼットさんは僕ごと跳ね起きてわたわたと服を取る。

　それを見ていると、イレーネさんが今度は僕のほうにやって来た。

「トモくんもトモくんよ。私、中で何が起こってるか心配で胸がちぎれそうだったんだから」

　そう言う顔は少し悲しそうで、申し訳なくなる。

「ごめんなさい。でも、シュゼットさんとは上手く話し合いが出来そうです」

「そう、トモくんに街が救われたわね」

　イレーネさんの顔が嬉しそうにほころぶ。

　この顔を見ると、やってよかったんだと安心できた。

　でも、本番はまだ残ってる。

　僕は交渉に向けて、緩んだ心をもう一度締め直すことにした。
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　僕とシュゼットさんが服を着ると、イレーネさんの前に並ぶ。

　フルフェイスのマスクは着けていないので、シュゼットさんの顔は丸見えだ。

「あなた、その顔……」

　イレーネさんの言葉に、シュゼットさんの顔が苦にが々にがしげになる。

「もしかして、外に居る彼女たちも？」

「ああ、私と同じ醜い女たちさ」

　場に沈黙が訪れる。

　シュゼットさんからすれば、自分たちのことを棚に上げてイレーネさんを罵倒したあげく、僕と勝手にセックスしたという罪悪感があるのかもしれない。

　僕からすれば政務官の女性たちを救えて良かったと思ってるけど、シュゼットさんは真面目で頭が硬いところがあるし。

　一方、イレーネさんの感情も微妙なんじゃないかと思う。

　彼女は僕の思いを知っているから、シュゼットさんたちとセックスした事についてはそこまで怒っていないだろう。

　けど、断りもなくっていうのは怒っているかもしれないし、自分と同じような容姿のシュゼットさんたちが政務官という公的な立場に就けていることに、思うところもあるようだ。

　その沈黙の空気をどうにかしようと、僕が声をかける。

「あの、とりあえず場所を変えませんか？」

　その一言で互いに見つめ合っていたふたりの目線が僕に移る。

「ここじゃゆっくりお話しも出来なさそうですし、シュゼットさんたちに街に入ってもらうのはどうでしょうか？」

　部屋は凄まじい性臭が漂っていて、床も汚れている。

　冷静に交渉出来る状態じゃない。

「……そうね、トモくんの言うとおりだわ。それなら私の屋敷に来てもらいたいのだけれど、そちらはどうかしら？」

　イレーネさんの言葉にシュゼットさんも頷く。

「わかった、そうさせてもらおう」

「なら、お風呂も用意させましょうか。随分と派手にしたようですし……」

「う……た、助かる」

　全身を濃厚な性臭で包んだシュゼットさんたちもそのまま帰るわけにもいかず、これを受け入れる。

　その後、屋敷で身体を洗ったことで政務官たちがイレーネさんへ向けていたトゲトゲした視線は和らいだ。

　お風呂に浸かると身体の汚れだけじゃなく心の汚れも落ちるって聞いたこともあるけど、それに近い効果はあるみたい。

　僕はシュゼットさんたちがお風呂に入っている間に、自室に帰ってお湯に浸けたタオルで身体を拭うことにした。

　いくらイレーネさんの屋敷でも、お風呂は二つも無いからね。

　ちなみに、イレーネさんが持って来たお湯はメイドさんが魔法で温めたものらしい。

　前にジュリーさんに聞いたとおり、人間では魔法の素質があってもこれくらいしか出来ないらしい。

　ようやくベタついた身体を洗えると思ったところで、イレーネさんに口で一回搾り取られてしまった。

　どうやら、僕が勝手に外部の女性とセックスしたことに嫉妬したらしい。

　お風呂にも入っていないのにのぼせ気味の僕と、艶やかになったイレーネさんが部屋から出ると、メイドさんたちによって応接室の準備が整えられていた。

　応接室に入った僕たちは、先に待っていたシュゼットさんの向かい側に座る。

「さて、今度はちゃんと話を聞いてもらえるのよね？」

「ああ、そうだ」

　ふたりが互いに見つめあう。

「トモくんとのことで聞きたいことはあるけれど、今はこの街についての話をしましょうか」

　最初はイレーネさんが下手にでていた関係だけど、僕と無断でセックスしたこともあって今は五分五分で話し合っている。

「私の最終的な要求は、この街を国に認可してもらうことよ」

　まずイレーネさんが切り出す。

　シュゼットさんは黙って聞いている。

「私たちは今まで細々と隠れるように暮らしていたけれど、このトモくんが来てから変わったの。トモくんは何もかも諦めていた私たちに、生きていく希望をくれたのよ」

「それで、彼ひとりに認められたから、今度は国にも認められることが出来ると？」

「もちろん、難しいことはわかってるわ。でも、私たちは……」

「甘い！」

　そこでシュゼットさんがイレーネさんの言葉を遮る。

「たしかに、トモアキに女として認められるのは救われる。私も部下たちもみな感謝している」

　初めて本人たちから救われたという言葉が出て、僕も嬉しくなる。

　僕のやっていることは間違いじゃなかったんだと。

　だけど、シュゼットさんは厳しい現実を突きつけてくる。

「だが、お前たちはこの国の中にあるちっぽけな街の一つだ。しかも、正式に認可もされていないということは、キャンプ地扱いのようなものだぞ」

「それは……」

　五年の歳月をかけて成長した街がキャンプ地同然だと言われてショックを受けるイレーネさん。

　さらに、政務官たちからも厳しい言葉が投げかけられる。

「街と認められていないなら、政府に訴えるときはどこからか大規模な支援が必要ね」

「ただでさえ集まっている人間が嫌われ者ばかりだと言うのに、資源や利用価値もない街を支援してくれる組織があるかどうか……」

「どうせ政府に黙殺されて終わるわよ。最悪は本当に軍が動員されての強制退去かしら」

　次々と指摘される欠点は、両手の数では足りないほどだった。

　僕の前の世界でも国に何かを認めてもらうのは大変なことだったけど、この世界では中央の力がより大きいらしい。

　だから、細々とした要求は無視されるのが普通だと言われた。

「私たちはトモアキに恩があるし、叶うなら協力したいと思っている」

　政務官たちが頬を赤く染めて僕を見ている。

　よく見るとシュゼットさんもチラチラと僕を見ていた。

　大勢に見つめられると恥ずかしいな……。

「だが、私たちよりも権力を持っている人間は大勢いるんだ」

　やはり、シュゼットさんたちもその容姿で、周りからつま弾きにされていたらしい。

　けれど、顔を隠して仕事に打ち込むことで政務官という地位に登っている。

　役人としては上級のようだけど、流石に直接国務に関わる大臣なんかには劣るみたいだ。

「今の大臣たちは殆どが私たちのような醜い女を蔑んでいる。正直に言って無謀だ」

　そこまで言われて打ちのめされたような気持になる。

　そして、同時にイレーネさんたちがいかに酷い環境に居たのかを知って、怒りが湧いてくる。

　僕は思わず拳を握って震わせるが、シュゼットさんはそれに気づかずに続ける。

「悪いことは言わない、このまま大人しく暮らしていろ。役所には私たちのほうから誤魔化しておこう、派手なことをしなければ干渉を受けることもないはずだ」

　シュゼットさんなりの善意の言葉なんだろう。

　この厳しい世界を生きてきた経験に裏打ちされた言葉は重みを感じる。

　でも、

「嫌、そんなの嫌よ」

「はい、僕もです」

　僕たちは諦めるつもりはない。

「お前たち、なぜそこまで？」

　一瞬驚愕したシュゼットさんだけど、冷静に質問をしてくる。

「僕とイレーネさんは結婚の約束をしてるんです」

　その言葉を言った瞬間、場の時間が止まったように静寂が訪れ、次の瞬間には政務官たちが騒ぎ出す。

「けっ、結婚？　あなたと、彼が!?」

「それは、確かに国に認めてもらう必要があるわね」

「うらやましい……ぐぎぎぎ」

「ケッコン……ケッコンてなんだったかしら？」

　そのざわざわとした空気をシュゼットさんが一括して黙らせる。

「なるほど、お前たちが本気な理由はわかった。今の私の話を聞いた上でも決意は変わらないんだな？」

　嘘偽りは許さないとばかりに強い目線で僕たちを見るシュゼットさん。

　だけど、それに関しては心配はいらない。

「はい、もちろんです」

「私たちは愛し合っているもの」

　しっかりと見つめ返しながら言う。

「そうか……。なら、私は手伝おう」

　硬い表情を解いたシュゼットさんが言う。

　それに政務官たちから驚きの声が上がる。

「本気ですか？」

「上層部に目を付けられるかも……」

　彼女たちが止めに入るが、シュゼットさんは動じない。

「周りの誹謗中傷に耐えられずに逃げた女のたまり場に、たいした人間はいないと思っていたが、間違いだったみたいだ。出来ることは限られているが、やれる限りのことをすると約束する」

　その力強い言葉にシュゼットさんの本気を悟ったのか、政務官たちの制止の声も止む。

　シュゼットさんはこの国の酷い部分をよく知っているんだろう。

　だから、この挑戦がどれだけ厳しいものになるのかも、僕たちよりわかっているんだろう。

　なら僕たちは、それを知っている上で協力してくれると言ってくれた彼女に恥じないように、進んでいかなきゃいけない。

「ありがとう！　私も精一杯やっていくわ」

「僕にも、何か手伝えることがあったら言ってください」

　そう言って僕たち三人は硬い握手を交わす。

「シュゼットさん、本気みたいね」

「でも、もし成功すればこの仕事以外にも生きていく場所ができるかも」

「た、たまにでも彼とセックスできるなら……えへへ」

　何だかんだと言っていた政務官たちも協力してくれるみたいだ。

　乗り越える壁が高いことがわかったから、仲間はひとりでも多いほうが嬉しい。

　そして、話しが纏まったところで僕が立ち上がり、号令をかけることになった。

　少し恥ずかしいけど、この際だから景気良くやろうと腕を振り上げながら言う。

「みんなで協力して、この街を正式な街にしていきましょう！」

「「「おーっ！」」」

　僕の声に周りからの歓声が上がった。

　まだようやく一歩を踏み出したばかりだけど、これを成功への第一歩にしたい。

　僕はそう思って、胸の中に決意を固めたのだった。
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　ある日の夕方、いつものように男娼の仕事を終えて屋敷に帰ってくる。

　仕事と言っても、ノルマや義務感なんかに縛られていないから気は楽だ。

　僕も、事務的に女性の相手が出来るほど気が強くはないからこのほうが良い。

　屋敷に着いて玄関から入ると、メイドさんに迎えられる。

「お帰りなさいませ。イレーネ様がお待ちです」

　メイドさんに連れられて食堂に向かう。

　どうやら夕食の準備は出来ているみたいだ。

「あら、お帰りなさい」

　食堂ではすでにイレーネさんが座っていた。

「あ、待たせちゃいましたか？」

「少しだけよ、気にしないでトモくん。それより、今日もお疲れ様、エディスもね」

「とんでもない！　お姉様から任されたお仕事ですもの、苦ではありませんわ！」

　イレーネさんが僕たちを労ってくれる。

　そのまましばらく談笑していると、食事が運ばれてきたのでみんなで食べ始める。

　今日の料理は、ジュリーさんの畑で採ってきたばかりの野菜がメインで作られているらしい。

　最初は初めて見る野菜ばかりだったから躊躇していたけど、今では僕の好物の一つになっているくらいだ。

　メイドさんの料理の腕が良いのもあると思うけど。

「ごちそうさまでした」

「あ、トモくん、ちょっと待ってくれるかしら？」

「なんですか？」

　メイドさんが片付けるのを待って席を立とうとしたところで、イレーネさんに止められる。

　夕食を食べ終わると、後はお風呂に入ってそのまま寝床に……というパターンが多いけど、今日はそうじゃないらしい。

「これから街のほうで会合があるから、私はそれに行くわ。遅くなると思うから、今夜は向こうで泊まるわね」

　町長のイレーネさんは重要な集まりには必ず参加しなければならない。

「わかりました。留守は任せてください」

「そう……でも、少し心配ね……」

「たった一晩ですし、僕だって一応男ですよ？」

　子供扱いされたようで少しムキになってしまう。

　だが、イレーネさんはため息をついて眉をひそめる。

「だから心配なのよ。屋敷のメイドたちがここぞとばかりに忍び込むかもしれないし」

「ああ、それは……」

　たしかに、ないとは言い切れない。

　十人以上いるメイドさんたちに一晩中搾り取られるなんてことがあったら、流石の僕でも倒れてしまうかもしれない。

「そういうことなら、わたくしもこの屋敷に泊まりますわ」

　口を挟んできたのはエディスさんだった。

「あら、本当？　それなら安心できるわ」

　イレーネさんも、その申し出に快く応じる。

　だけど、これはまずい。僕は直感で感じた。

　そして、そおっとエディスさんのほうを見ると、向こうもこっちを見てニヤッと笑った。

　これは、メイドから身を守るかわりに自分とエロいことをしろと要求してくるパターンだ。

　どっちみち搾り取られてしまう！

「私はすぐに出るから、後はお願いねエディス？」

「はい、お任せくださいお姉様」

　戦々恐々とする僕にかまわず、イレーネさんは食堂から出て行ってしまった。

　残されたのは僕とエディスさん。

　向かいに座る彼女を見ると、さっきまでのニコニコとした笑顔はどこへやら。

　ニヤニヤと意地悪な笑顔で僕を見ている。

「おほほほ、お姉様にかわってわたくしがしっかり面倒を見て差し上げますわ」

「……ちなみに、どうやってメイドさんたちを見張るつもり？」

「もちろん、部屋の中でです」

「それって、僕の部屋？」

「それ以外のどこだというんですの？　扉の外で待機していたら、窓からの侵入に気付けないじゃないですか」

　確かにそうかもしれないけど……。

「そこまでするかな？」

「しますわ」

　断言されてしまった。

　年下の子に言い負かされて、意気消沈する僕。

「ふふっ」

　逆にエディスさんは勝ち誇った顔をしている。

　そんなささやかな攻防の末、エディスさんが部屋にやってくることになった。

　僕はとりあえず身体を洗って部屋で待つことにする。

「夜中に男がベッドで女の子を待つというのも変な感じがするけど、これもこの逆転世界じゃ普通のことなんだろうな」

　まだこっちに来てあまり時間が経っていないから、時々違和感を覚えてしまう。

　そんなふうに物思いにふけっていると、部屋の扉が開いた。

「待ってましたよエディスさん……あれ？」

　振り返った僕が見たのは、予想外の人物だった。

「お邪魔します……」

　現れたのはジュリーさんだった。

「な、なんでここに？　エディスさんは？」

「わたしは街中でイレーネさんと会って、今日は屋敷を留守にするって聞いた。それで、屋敷でトモさんにお願いすればエッチできるかなって思って……」

　悪びれもせず言うジュリーさん。

　普段の言動は大人しいけど、この世界の女性の基準どおりエロいことに関しては積極的だ。

「トモさん、わたしとしてくれる……？」

「いや、今日はもうエディスさんと約束が」

　さりげなく身体を擦り付けてくるジュリーさん。

　断ろうとしたところでまた扉が開く。

　入って来たのは今度こそエディスさんだった。

「お待たせしましたわ、今日は朝までたっぷりと……って、ジュリー様!?」

　僕の隣に居るジュリーさんを見つけて驚く彼女。

「どういうことですの？　説明してください」

「な、なんで僕を睨むんだよ……」

　ちょっと理不尽さを感じたものの、仕方ないと状況を説明する。

「そういうことでしたの。ジュリー様？」

「……なに？」

「今日はわたくしの先約が入っています。遠慮してくださらない？」

「わたし、居ちゃいけない……？」

「うっ」

　エディスさんは、出来るなら独り占めしたいと思ってるんだろう。

　気持ちは嬉しいけど、ここでジュリーさんを追い出すと、今度は彼女が家で悶々とした時間を過ごすことになってしまう。

　そのことが分かっているのか、強く言い出せないみたいだった。

　性欲がたぎって仕方ないのは自分も同じだからだろう。

「仕方ないですわね……そのかわり、一回目はわたくしが先にいただきますわよ？」

「わかった……」

　相手をする僕を無視して話が進められていく。

　けど、これも僕とセックスすることに慣れてくれたってことだと思うと嬉しい。

　最初は自分の身体を、事あるごとに卑下していたから、それが痛々しかったんだ。

　自分に自信を持ってくれるのは僕としては成功だけど、こういう形で跳ね返りがくるとは……。

　そして、ふたりはいつの間にか服も脱いで準備万端の様子。

「さて、これからふたりで襲っちゃいますけど、後でどちらが気持ちよかったのか教えてくださる？」

「わたし、負けない」

「どっちかを選ばなきゃいけないってのは酷じゃないかな？」

　ふたりとも間違いなく気持ち良くしてくれるし、それに優劣をつけるっていうのは……。

「気持ちよすぎて気絶してしまった……なんてオチでも良いですわよ？」

「イカせて気絶……できるかな」

　それも勘弁して欲しい！

　と思ったところで近くに寄ってきたふたりの身体が目に入る。特に自己主張しているのはその胸部。

　エディスさんの張りのある白いおっぱいと、それ以上に大きなジュリーさんの褐色おっぱいがぷるんぷるん、たぷたぷと揺れている。

「……ごくっ」

　思わず生唾を飲み込む。

　それをエディスさんに気付かれてしまった。

「あら、おっぱいに興味がありますの？」

　エディスさんがニヤニヤと見てくる。

　目を反らそうと反対を向くと、今度はジュリーさんと目が合った。

「トモさん、前におっぱいでおちんちんを挟んだとき、たくさん精液出してた……」

「おっぱいでちんぽを挟むんですの？」

「トモさんの気持ちよさそうな顔が近くで見れて嬉しかった……」

　それを聞いたエディスさんが僕の頭を掴んで振り向かせる。

「わたくしにも、させてもらえますわよ……ね？」

「も、もちろん」

　その迫力に二つ返事で了承する。

　僕を見る目には執念のような何かを感じた。

　そんなにパイズリがしたいのかな……。

　僕の返事を聞いた彼女はすぐさまベッドに腰掛ける僕の前にしゃがむ。

　そして、手早くズボンと下着を脱がすと足を開いて中に割り込む。

「ふふ、もうこんなに勃起してますわ」

「それは、ふたりが裸でくっついてくるから仕方ないよ」

「トモさん……」

　僕の言葉に反応したジュリーさんがベッドに乗って背中に回る。

「じゃあ、こうするとどう？」

　そして、裸のまま僕の背中から抱き付いてきた。

「や、柔らかい」

　肩甲骨のあたりに当たっているおっぱいの柔らかさは言わずもがな。

　ジュリーさんと密着している部分からスベスベした肌触りと、温かい体温で興奮しているのがわかる。

「ちんぽも大きくなってきましたわ、興奮してますわね」

「嬉しい……」

　エディスさんの言葉で気を良くしたのか、さらにギュッと抱き付いてくる。

　それがさらに褐色おっぱいを押しつぶして……。

「はぁ……」

　思わず目を瞑ってため息が出てしまうほど気もちいい。

　もうこの状態のまま一日中過ごしたいくらいだ。

「ちょっと、よそ見しないでくださいまし」

　そう言うとエディスさんが自分のおっぱいを持ち上げて、左右から肉棒を挟み込んだ。

　柔肉に包み込まれた肉棒が歓喜に震える。

「うっ」

「ビクビクしてますわ、気持ちいいんですわね？」

「うん……うん、気持ちいい」

「当然ですわ」

　しばらくふたりのおっぱいの感触を楽しむと、エディスさんに話しかける。

「エディスさん。口の中に唾液を溜めて、それを谷間に垂らしてみて？」

「おっぱいだけじゃ満足できなくなりましたの？　ふふ、いいですわ」

　彼女は言うとおりに口をモゴモゴさせて唾液をたっぷり作り、それを谷間に垂らしていく。

　すると、今までやさしく肉棒を包み込んでいたおっぱいが、精液を搾り取ろうとする疑似性器に変化していく。

　ヌルヌルとしたおっぱいの中は膣や口とはまた違う方向で気持ちいい。

「ちんぽの震えが大きくなってますわよ？」

「エディスさんのおっぱいが気持ちいいからだよ」

「なら、もっと気持ちよくしてあっという間にイカせてあげますわ」

　その宣言とともに、今までの揉み込むような両手の動きが、おっぱいで肉棒をしごき上げるような動きに変わる。

　唾液で滑りの良くなったおっぱいは上下に揺れ、僕の太ももに当たってベチベチと音を立てる。

「あっ、くぅ」

「可愛い声出ちゃってますわ、もう限界ですの？」

　エディスさんが僕を挑発する。

　こんなに気持ちのいいパイズリをされたらすぐに出ちゃうのは仕方ない。

　でも、このまま射精しちゃうとまた何か言われそうだ。

　僕は少し反撃をすることにした。

「エディスさん、そのまま身体を動かさないでね？」

「な、なにを？　ひゃっ」

　僕は彼女が自分の胸を持ち上げていた手をどかして、両手でおっぱいを掴んだ。

　そして、そのまま自分の良いようにおっぱいを動かし始める。

「エディスさんのおっぱい凄く柔らかいね、いつまでも揉んでいたいくらいだ」

「わ、わたくし、トモ様におっぱい使われちゃってますの!?」

「そうだよ、僕が君のおっぱいを使って気持ち良くなってるんだ」

　エディスさんの目を見つめながらそう言うと、彼女はドキッとして顔を赤くする。

「わたくしの……わたくしのおっぱいでトモ様がオナニーしてる」

「うん。だから、エディスさんもオナニーして？」

　その言葉に彼女がハッとした。

　そして、恐る恐る聞いてくる。

「い、良いんですの？　トモ様のこと目の前でオカズにしちゃいますわよ？」

「良いよ、僕もエディスさんの気持ちよくなってる顔を見ながらイキたい」

「それなら……んひっ！　ふぅ、ああん！」

　エディスさんが空いた手をアソコに回して自分を慰め始める。

「はぁ……はぁ……」

「ひゃう、くぅ、んぐううう！」

　グチュグチュ、パンパン。

　僕がエディスさんのおっぱいを使ってセルフパイズリをし、エディスさんはそれをオカズにオナニーをしてる。

　異常な光景だけど、僕たちはそんなことが気にならないほど興奮していた。

　そして、興奮が続けばやがて絶頂に至る。

「トモ様ぁ……わたくし、イキそうですわ」

「僕も、もう我慢できない」

　そう言いながらも手を休めずに興奮を高める。

「一緒にイって、イってください」

「うん、イク、エディスさんの顔に！」

　僕は射精寸前の肉棒に、さらに激しく乳圧をかけることで刺激を与える。

「きてっ、きてぇ！　わたくしに出してぇえ!!」

　それを合図に僕はおっぱいの拘束から肉棒を開放した。

　興奮で高められていた性感が一気に爆発し、大量の精液がエディスさんの顔に降り掛かる。

「出てるっ、精液かかっちゃってる！　ダメッ、イクイク、イクぅううぅう！」

　エディスさんも顔射された精液を感じてイク。

　出した精液は彼女の前髪から顎までをまんべんなく汚していた。

「イっちゃいましたわ……トモ様の前でオナニーして。んっ、すごい匂いですわ」

　もちろん鼻にも精液がかかっているから、呼吸をするたびに精液臭い空気がエディスさんの中に入っていく。

　そう思うと、えも言われぬ征服感が全身を震わせた。

　一休みしていると、僕の後ろに居たジュリーさんがベッドを下りてエディスさんの元に向かう。

「すごい、顔がこんなになるまで……」

　そして、エディスさんの顔にかかる精液を舐め始めた。

「えっ、ジュリー様？」

「動かないで」

「そんな、んっ、んむぅ!?」

　顔中にキスをして精液を舐めとったジュリーさんは、最後にエディスさんとキスまでした。

「精液、乾くと取れなくなっちゃうから……」

「あ、ありがとうございますわ」

　流石のエディスさんも同性にキスされるとは思わなかったのか、ビックリした様子だ。

　精液の掃除を終えた彼女は僕のほうに戻ってくる。

「トモさん……次はわたしに……」

「うん、わかってます」

「じゃあ、そこに寝てもらえる？」

　彼女の指示どおりにベッドで仰向けに寝る。

　ジュリーさんも寝そべって近づいてくる。

　そして、股間までくるとそこで止まり、大きなおっぱいで肉棒を包む。

　けど、さっき思いっきり射精したばかりで興奮が冷めてるから復活までは少しかかると思う。

「ごめんね、さっきので一回興奮が収まっちゃったから……」

「大丈夫、すぐに大きくする」

　そう言うと、ぐにゅぐにゅとおっぱいを揉み動かし始めた。

「うっ、おっぱいの動きが……！」

「前にしたとき気持ちよさそうだったから、あれから練習したの」

「すごく、気持ちいいです……」

　萎えていた肉棒がみるみるうちに復活していく。

「もう硬くなった……」

「ジュリーさんが上手いからですよ」

「なら、もっと興奮してさっきより沢山出してくれると嬉しい」

　それからまたパイズリを再開するジュリーさん。

　エディスさんよりも大きなおっぱいは、肉棒をすっぽりと覆い隠す。

　おかげで、根元から亀頭までまんべんなく刺激されて凄い快感だ。

　これなら次の射精も近いかもしれない。

　そのとき、乱入者が現れた。

「そのテクニック、わたくしにも教えてくださいません？」

　エディスさんだ。

「じゃあ、ふたりで挟む？」

「それなら、三人で出来ますわね」

「トモさんはどう？」

「ふたりのおっぱいの真ん中にちんぽ入れて、四つのおっぱいでしごいて差し上げますわよ？」

「お願いします」

　僕は即座に頷く。

　そんなに素晴らしい提案を断るはずがない。

　ふたりは僕の返事を聞くとさっそく腰の両側に分かれて肉棒を包む。

「すごい、すごいよこれは……」

　それ以上は声が出なかった。

　両側から与えられる柔らかい感覚は同じ性質のものだけど、こうして感じると個性がある。

「トモさん、とっても気持ちよさそう」

「おほほ、ふたりも侍らせて奉仕させるなんて贅沢ですわよね。でも、まだこれからですわ」

　そして、ふたり同時におっぱいを動かし始めた。

「うぅ、ああ……」

　もう言葉も出ない。

　ぐにゅんぐにゅん、ぬるんぬるん。

　四方から押し付けられた柔肉が交互に肉棒を擦り上げる。

　たまに引っかかるような刺激があるのは乳首だろうか？

「ちんぽビクンビクンしてますわ、わかります？」

「うん、もうイキそう」

　ふたりがなにか言っているが、もう気にかける余裕もない。

「我慢しなくて良いんですのよ？」

「わたしたちのおっぱいの中で射精して……」

「イって、トモ様」

「出して、トモさん」

　ビュッビュルルル！

　さっきの射精に劣らない勢いで精液がほとばしる。

　それでも押し付けられた四つのおっぱいによって精液は全て乳内で受け止められた。

「ま、まだ射精してますわ……」

「……こぼれちゃいそう」
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　けれど、後から後から発射される精液に居場所を追われた分が、おっぱいの寄せ集められた中央や側面から漏れだす。

　その快感に腰が抜けてしまい、もう条件反射で震えることしか出来なかった。

「こんなにたくさん……口の中で出されてたら窒息しそうですわ」

「喜んでくれたみたいで嬉しい。こんどはイレーネさんも誘おう？」

「それは良い考えですわね」

　ふたりでもこれなのに、三人でされたらどうなってしまうんだろう？

　その言葉に大きな期待と少しの怖さを感じたのだった。
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　ある雨の日の夜。

　僕は眠っていたところを雷鳴に起こされた。

　まだ日が昇るまでには時間がかかるだろうから、もう一回寝ようとベッドに潜り込む。

　けれど、目が冴えてしまってとても眠れそうになかった。

「仕方ない、本でも読もうかな」

　そう思い立つと、さっそく部屋を出て書斎に向かう。

　屋敷の廊下を歩いていると、ある部屋から光が漏れていることに気付く。

　この屋敷の主の部屋だ。

「イレーネさん、まだ起きてるのかな？」

　気になったので、扉をそっと開けて中を覗いた。

　部屋の中では、イレーネさんが机に向かって書類仕事をしていた。

　そういえば、二、三日前から忙しそうにしていたな。

「まさか、ここ数日は毎日この時間まで仕事をしてるのかな？」

　だとしたら心配だ。

　僕は部屋に入り、彼女に声をかける。

「イレーネさん、仕事ですか？」

　そこでようやく僕の存在に気がついたようで、こっちを振り返る。

「トモくん？　ええ、まだ少し目を通す書類が残っているのよ」

　だいぶ疲れが溜まっているみたいだ。

　目の下にうっすらと隈ができている。

「何か温かい飲み物でも持ってきましょうか？」

「ありがとう。じゃあ、お願いできる？」

「任せてください」

　そう言って部屋を出て厨房に向かう。

　何にしようかと思ったけど、ミルクがあったので火にかけてふたり分のホットミルクを作る。

　部屋に戻ると、イレーネさんは書類を片付けていた。

「終わったんですか？」

「ちょうどね」

　そしてふたりでソファーに移り、僕は飲み物を渡す。

「どうぞ」

「ありがとう……ふぅ、美味しいわ」

「それはよかったです」

　僕も自分のミルクに口をつける。

　この街の外れには牧場があって、肉や乳製品が作られている。

　近くには湖もあるので、魚を食べることもある。

　食べるものには不自由していないのが現状だ。

　それはそれとして、今度はイレーネさんに話しかける。

「仕事忙しいんですよね、僕になにか手伝えることとかありますか？」

「トモくんが？　でも、文字の読み書きが出来ないと……」

「なら、計算とかも出来ますよ」

　この世界でも四則演算は有効だということは、これまでの生活で分かっている。

　文字のほうも自分の名前くらいは書けるように練習はしたけど。

「そうなの？　読み書きが出来ないから計算のほうも苦手だと思ってたわ。ただ、トモくんにはもう仕事を頼んでいるし、これ以上の負担はかけられないわよ」

　イレーネさんはカップを置いて僕の手を握る。

「トモくんは私にとって、この街の住人にとって希望のような存在なのよ。だから、自分の身体を第一に考えてね」

　僕を見るイレーネさんははっきりとそう言う。

「わかりました。そこまで言われると仕方ないですね……」

　今までも何度かこういう申し出をしたことがあるけど、全て断られてしまっている。

　結局、僕が任せてもらっているのは男娼の仕事だけだ。

　その仕事も毎日あるわけじゃない。

　事前にイレーネさんが対象の女性を選出して僕に知らせてくるから、数日に一回だ。

「なら、せめてイレーネさんの疲れを癒させてください」

　僕がそう言って彼女の手を握ると、顔が赤くなったのがわかる。

「トモくん……私、そんなこと言われたら我慢できなくなっちゃうわ」

　イレーネさんがソファーを下りて、僕の前に屈む。

「おちんぽ、舐めて良いかしら？」

「どうぞ」

　僕が頷くと、すぐさまズボンから肉棒を取り出すイレーネさん。

「んふっ！　あむううう！」

　まだ半立ちのそれを一口で咥えてしまった。

　そして、次の瞬間には舌を使って肉棒を舐め回しはじめる。

「じゅる……レロレロッ！」

「イレーネさん、いきなり激しい……」

「だって、ここのところ忙しくて出来なかったから……むちゅうう」

「ううっ」

　飢えた獣のように激しく肉棒を咥え込んで舐める彼女。

　まさに捕食されてるみたいだ。

　さらに、全体を清めるように、丁寧に舐め回す。

　根元から亀頭に向かって舌ですり上げている。

　特に裏筋を舐められたときは、のけ反ってしまうほどの快感があった。

「ちゅるん、ちゅううう」

　次は亀頭に吸い付くようなフェラ。

　金玉から精液を吸い出そうかという勢いに思わず腰が引けてしまうほどだった。

「うふふ、気持ちよさそうで嬉しい」

「はい……もっとしてほしいです」

「なら、こういうのはどうかしら？」

　今度は、亀頭だけを口で咥え、竿の部分を手で握った。

　そして、それぞれを動かし始める。

「く、うぅ」

　亀頭部分はさっきと打って変わってペロペロと優しく舐められ、竿の部分は激しく手コキされている。

　その緩急一体の刺激に早くも性感に限界が訪れる。

「じゅぼっ、じゅぼっ、じゅぼっ！」

「イレーネ、さんっ！　僕もう……！」

「いいわ、らひて！　わたしの口にぃ！」

　僕はそれを合図に射精した。

「んんっ！　んぐっ、じゅるるる！」

　発射された大量の精液で口を膨らませるイレーネさん。

　でも、それを一滴もこぼさずに飲み込んでいく。さすがだ。

　全ての精液を飲み干すと、また肉棒を咥える。

　たぶんお掃除フェラだ。

「ペロペロ……」

　前みたいにそのまま二回目に移るかと思ったけど、イレーネさんは精液の残滓を舐めとるだけにとどめた。

　そして、それが終わるとまた僕の隣に座る。

「んーっ！　久しぶりの精液、凄く美味しかったわ」

「久しぶりって、何日も経ってないじゃないですか」

「でも、私としては毎日でも飲みたいぐらいなのよ？　これも前の生活からしたら考えられないわね、ふふっ」

　そう言われると悪い気はしないな。

「ねえ、トモくん……私まだ身体の火照りが収まらないわ」

「じゃあ、とりあえず寝室に移りませんか？　ここだと少し狭くて」

「わかったわ、こっちよ」

　僕はイレーネさんに連れられて、隣にある彼女の寝室に移動する。

　ついでに服も脱いで全裸になった。

「さあ、次はどう……ってうわっ！」

　突然イレーネさんに押し倒されてしまった。

　仰向けに倒れる僕の上にイレーネさんが乗ってくる。

「トモくん……ちゅ、ちゅう」

　そのままキスの雨を降らせてくる。

　されるがままにしていると、数分してようやく開放してくれた。

「今日はやけに積極的ですね」

「だって、トモくんが目の前に居るんだもの。我慢出来るはずがないわ」

　身を起こしたイレーネさんは、僕の股間に腰を押し付ける。

　裸同士でそんなことをすれば、当然お互いの性器が触れ合う。

　俗にいう素股だ。

「イレーネさん、これ……」

「うふ、トモくんの形がはっきりわかるわ……」

「僕も気持ちいいです」

　セックスやフェラより刺激は弱いけど、初めて経験する素股の刺激に頭が興奮してくる。

　女性のペースで動けるから、焦らされている感じがしてムラムラする。

　肉棒のほうも復活してきそうだ。

「もうこんなに大きくなって……わたし嬉しいわ」

「イレーネさんのしてくれることは、どんなことでも嬉しいですよ」

「もう、私また我慢できなくなっちゃうわ……」

「僕も、イレーネさんの中に入りたくなってきました」

　僕がそう言うと、イレーネさんは勃起した肉棒を持ち上げて膣口に擦り当てる。

　そして位置を調節し、腰を下ろし始めた。

「うっ、く……どんどん入ってきて……んん！」

　ある程度肉棒が挿入されると、あとは一気に最後まで下ろしきった。

「はああ、おちんぽすごおぉい……」

　イレーネさんの膣内が数日ぶりのセックスで歓喜に震える。

　全体的に良く締まっていて、肉棒にぴったりとくっついている。

　イレーネさんはしばらくそのまま肉棒の感触を堪能していたけど、気を取り直すと腰を上下に振り始めた。

「あんっ、トモくんのが中をズンズン削ってる……」

「イレーネさんの締め付けもすごいです……全部持っていかれそうだ」

　このままでも十分に気持ちよかった僕だけど、そこで上下に揺れるイレーネさんのおっぱいが目に入った。

　揉みたい……。

　その欲望のままおっぱいに手をのばしてしまう。

　そして、二つの柔肉を両手で掴む。

　ぎゅむぅ、と歪むおっぱい。

「おっぱいまで……！」

　イレーネさんの顔が快感に歪む。

　十分に性感が高められた身体では、おっぱいを揉まれるだけでもかなりの気持ち良さらしい。

　それならちょうどいいとばかりに、さらにおっぱいを揉みしだく。

「トモくん、そんなに夢中になって揉んじゃ……あふぅう！」

　メロンほどもあるイレーネさんのおっぱいだけど、大きさだけじゃなく揉み応えもすごい。

　汗ばんでしっとりした肌は手のひらに吸い付くようだし、乳房は指が食い込むほど柔らかくてどれだけ揉んでも飽きない。

　彼女は僕におっぱいを揉まれている間も腰を振り続けているから、倍速で性感が高まっていく。

「イレーネさん、僕またイっちゃいそうです……」

「中にちょうだい！　トモくんの精液、子宮に欲しいの！」

　その言葉に思わず、自分から腰を突き上げながら射精する。

「きてるっ！　トモくんの精液子宮に浴びちゃってるぅぅうう!!」

　僕の射精とともにイレーネさんも全身を震わせて絶頂する。

　それに合わせて肉ヒダがうごめき、僕の肉棒を締め付ける。

「うぅ、腰が抜けそうでした……」

「私はもう、ダメ……」

　イレーネさんが崩れてきたので、それを受け止める。

　おっぱいがふたりの間でつぶれていて、気持ちいい。

「イレーネさん、もう休んだほうが良いんじゃないですか？」

「まだダメ、まだ身体の火照りが収まらないの……」

　腰が抜けた彼女を労うように言うが、逆に求められてしまった。

　顔を見ると、たしかにまだ紅潮していて息も荒い。

　このままじゃ辛そうだ。

「わかりました。けど、強めになっちゃいうかもしれませんよ？」

「良いの、強くして……おまんこズンズン突き崩してほしいのぉ」

　蕩けた顔でお願いしてくるイレーネさんを見ると僕も興奮してきた。

　僕に乗りかかっている彼女をベッドに下し、うつぶせにする。

　その後で、僕は彼女の後ろに移動。

　倒れているイレーネさんを引き起こして四つん這いにさせた。

「じゃあ、入れますよ？」

「きてトモくんっ、おちんぽぶち込んでぇ！」

　僕は膣口に肉棒を当てると、間髪入れずに突き込んだ。

「うわぁ、トロトロだ」

　膣内はさっきの絶頂と愛液、それと中出しした精液でぐちょぐちょになっていた。

　そのおかげで挿入はスムーズになり、肉棒が子宮口まで一気に到達する。

「んほぉお！　奥までおちんぽきてるぅ！」

　普段のきっちりした姿からは想像もできないほど下品な声で喘ぐイレーネさん。

　普通の人が見たら幻滅するかもしれないが、僕にとってはむしろ興奮の材料になる。

　しばらく挿入したまま膣内の感触を楽しんでいると、イレーネさんが涙声で懇願してきた。

「トモくん、お願いだから腰を振って！　私、腰が抜けちゃってるから動けないの。このままじゃ生殺しよ……」

「イレーネさん、これからみんなの先頭に立って国と交渉する立場なのに、そんなになりふり構わないエッチなお願いをして恥ずかしくないんですか？」

「だって、トモくんのおちんぽが欲しいの！　もうトモくん無しじゃ生きていけないわっ！」

「大丈夫ですよ、僕もイレーネさんと離れるつもりはありませんから！」

　そう言って腰振りを開始する。

　僕の腰とイレーネさんのお尻がぶつかり、パンパンという小気味良い音が鳴る。

　しっかりと彼女の腰を掴んで動いているので、倒れることはない。

「あひひぃいああぁ！　いいっ、トモくんのおちんぽいいのぉおお！」

　彼女の上げる喘ぎ声に気を良くした僕は、さらにピストンのスピードを上げた。

　腰を打ち付ける音が大きくなり、かき出された愛液がベッドに染みを作る。

「いうぅ!?　ダメ、出ちゃうわ。おしっこ漏れちゃうぅ……」

　イレーネさんが後ろに手を回して止めようとしてくる。

「良いじゃないですか、そのまま漏らしてください」

「そんな、トモくんの前でお漏らしなんて出来ないわ！」

　エッチなことには躊躇がないけど、流石にベッドの上でお漏らしするのは恥ずかしいのかな。

「僕はイレーネさんのお漏らし見たいな。僕に後ろから突かれて、だらしなくお漏らししちゃうイレーネさん」

「いやぁ……そんなこと言われたら……」

　それでもまだ躊躇っている様子なので、もう一押しする。

「イレーネさんは、僕がみっともない姿を晒したら愛想をつかしますか？」

「そんなの、ありえないわ！」

「なら、見せてください。イレーネさんのお漏らし姿」

「う……くぅ、んんんん！」

　彼女が一つ大きく震えると、股の間から明らかに愛液ではない液体が漏れだしはじめた。

　僕は普段の彼女からは想像できない姿に興奮し、ピストンを再開する。

「おぉっ！　待って、まだおしっこ出て……あううぅぅ！」

　腰を打ち付けるたびにイレーネさんも揺れているため、ベッドへ派手におしっこが飛び散ってしまった。

「イレーネさんの中、締まってるよ。僕にお漏らし見られて感じてるんだね」

「恥ずかしいのに、相手がトモくんだと思うと自然におまんこ濡れちゃうの！」

「嬉しいよイレーネさん！」

　僕は射精のためのラストスパートに入った。

　イレーネさんのお尻が赤くなるほど腰を打ちつける。

　膣内では亀頭を奥まで押し込み、押し付けるようにして子宮口を刺激する。

「イク、イクイク！　おまんこおかしくなっちゃうのおおぉぉおぉ！」

「壊れちゃっても、僕はイレーネさんを愛し続けます！」

「私も好き、大好き！　トモくんっ、トモくんんんん！」
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　イレーネさんが絶頂し、力が抜けたのかベッドに倒れ込む。

　けれど、腰だけは僕が抱えているから無事だ。

　さらに、絶頂の震えは膣内にも起こっていて、それが僕の肉棒から精液を絞りとるように締め付けた。

「うぅ、出るぅっ！」

　最後に膣奥まで肉棒を挿入し、亀頭を子宮口に密着させての射精。

　三回目とは思えないほどの精液がイレーネさんの子宮に注入されていく。

　さらに、収まりきらなかった精液がゴポゴポと溢れ出す。

「う……ふぅ……」

　最後の精液まで出し切った僕は、脱力してイレーネさんの上に覆い被さる。

　少し重いかもしれないけど、さっきは僕が下だったから許してもらおう。

「イレーネさん、満足できました？　……イレーネさん？」

　僕が顔を覗き込むと、彼女は幸せそうな顔で寝息をたてていた。

　仕方ない、このままベッドで寝たら風邪を引いてしまうだろうから、僕の部屋に連れて行こう。

　ただ、もう少しこのまま寝顔を見させてもらってから……。

　僕は彼女の横に添い寝して、その幸せを噛み締めるのだった。
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　みなさま、はじめまして。赤川ミカミです。このたびは、大変幸運なことにパラダイム出版様より書籍化の打診を受け、こうして出版するに至りました。

　思い返せば、この作品を書き始めたことは衝動だったと思います。ネットにて逆転世界ものを読み、その魅力に惹きつけられ、気がつけば執筆を行っておりました。

　書き始めの最初に立てた目標は、自分が考えたところまではきちんと書き、完結させることです。そのため、執筆のハードルとしては高いものを置きませんでした。

　一つ目は、書いていて苦痛にならないもの。理由としては単純で、モチベーションがないと続かないと思ったからです。

　二つ目は、あまり凝った話にしないこと。自分的には凝ったお話は好きで、書くのも嫌いじゃないのですが、プロットを練るのに時間がかかったり、物語の前後で整合性を整える手間が大変だと思い、あまり複雑な話にはせず、スローライフなものにしようと思いました。

　ただスローライフと言っても、なにもないと逆に書くのが大変になると思ったので、『結婚』という大きな軸は設けようと考えました。

　ひとまずの目標としましては、無事に結婚させるという感じですね（笑）。世界観的に障害があるので、その問題を取り除き、夢を叶えることができるのか。主人公とヒロインたちが無事に結婚することができるか……ぜひとも楽しみにしていて下さい！

　あと、この作品を読んでいて気がついた方もいらっしゃると思いますが、異世界における《美人》はほとんど出てきておりません。逆転している世界の美人ってどんなものなんだろう……と考えるのもおぞましいですし、またハードルが上がってしまい、描写するのが難しくなると思ったからです。なので舞台が、自分の容姿のせいで追い出されてしまった女性たちが作った街なのです。こうすることで、我々の価値観から見たら美人しかいない舞台を作ることに成功しました。必然的に（我々から見た）美人のみが集まるようになったのです。

　それでは最後に謝辞を。

　この作品に目をつけて下さった担当様、本当にありがとうございます。ノクターンノベルズからの書籍化が増えている昨今で早めに目をつけて下さったこと、大変嬉しく思いました。モチベーションを維持するきっかけにもなったと思いますので、これからも頑張らせていただきます。

　そして、拙作のイラストを担当して下さった１００円ロッカー様。イレーネさんなど数多いヒロインを大変可愛らしく描いていただき、ありがとうございます。もし続きを出版できるようでしたら、引き続き何卒よろしくお願いします。

　最後にこの作品を読んでくれた方々。ＷＥＢから追いかけてくれた方、書籍にて初めて出会った方、元々逆転ものが好きな方、逆転ものに初めて触れた方……きっと我々は同士です！　逆転ものがたくさんの方に読んでもらえるよう、これからも頑張っていきますので、応援のほうをよろしくお願いします。

　それではまた（できれば）次巻で！


二〇一六年四月　赤川ミカミ
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